


特集:建築をささえる センサー 協賛

Nat i onal  

松下電工

「熱線センサ付自動スイッチ」を高容量化し、親器

1台で制御できる照明数を大幅にアップ。さらに、

子器の増設や換気扇との接続も可能にしました。

0 最 大 8 Aま で 対 応 で き る 高 容 量 親 器 。

1 台 で 合 計 8 A ま で の 負 荷 に 対 応 。子器を6 台 まで接続できます 。

@ 照 明 に 加 え て 換 気 扇 も 制 御 可 能 。

換気扇接続端子付の子器を組み込めば、照明と換気扇との運動が可能です。

O 大 規 模 ト イ レ も 子 器 の 増 設 で 対 応 。

子 器 増 設 機 能 付 の 子 器 1台 で 、さらに6台 の子器が接続できます 。

- 子器・換気扇接続縦子付

九 WT K 2 9 31 ( AC1 0 0 V)  

f  、、;t

標準価格9 ，100円 {税耳目)

r  . AC200V9イプもあります。

WT K29312 11・II削 0，0001' l 捕時

- 車見器 ・8 Aタイプ 〆縄 問 子器増設機能付

WT K2481 (A C1 0 0 V)  WT K2921 ( AC1 0 0 V)  

標準価格 15，5 ∞ 内 { 税 別)
標準価格9，200円 (税耳目)

. AC2 0 0 V9イプもあります。 . AC200Vタイプもあります。

WTK24812 脚‘ ... 16，400P l 冊開
WT K29212 渇 輔副 0，100剛 開 }

@ 嵩ンサ付自動スイッチ

0 資料のご請求は 、干5 71 - 8 6 8 6 松下 電工( 株 ) 情 報縫器分社

マーケティングG ( 住所不要 ) T E L .0 6・6 9 0 8- 1131 (大代表 ) まで。

あかりと電気設備ホ ームページ http:// www.mew. c o.j p/ Ebox

が防災機器。

能美防災は、研究開発から機器の生産、施

工、メンテナ ンスサービスまで、 トータル

な防災システムで、安全な生活空間を構築

しています。

能 美 防 災 株 式 会 社 URL http: / / w…h mi. co. jp/  

本 社/ 干102- 8277 東京都千代田区九段南4子 3 ［ｾ＠

TEL (03) 3?35- 匂 1， ｆＮ，ａ＿ ＼ ［ Ｚ ｨ ＰＳＩ ぷ ｾｾＳ ｩ Ｔ Ｎ ｾ ， ｾｾ ｾ ー
大阪支社ゾ干564- 0052 大阪府吹田市広芝町7-13 ふり，

TEL.  (06)  6330-8661 FAX.  (06) 6330- 86B1 
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社団法人日本建築協会

若き創造者たちへ

「建築と社会j 平成 14 年 12 月号

「第4 9回青年技術者特集号j へのおさそい

日本建築協会誌日主築と社会J は毎年「青年技術酎寺集号J

を企画し、すでに48回にわたって若き優秀なプランナー、

アーキテク卜、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会 を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに隈らず、計画、構造、設備、施土および

そ の 他 広 < 、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、 「建築と社会J に掲載し、顕彰することにしており

ます。

羽田の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平 成 昨 年 9月末日現在) 以

下の青年技術者て・あっ て、本会個人会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせ人者を通じて応募

する。

すいせ八者は被すいせ八諸 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この限りでない。 また本人が組織の代表者である場合は白

せんとする。

3. 応募分野は特定しない。応募者は、たとえは三十画、一

般 設 計 、 住 宅 イ ンテ リア設計、構造、設備、施工、技術

開発、行政、情報、 コーディネー 卜等々その他の分野にあ

って、なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、

下記の所要の資料を本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は 「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。

5. I青年技術者選考委員会」において選考されたものは

「第49固青年技術者特集号J (平成 昨 年 12月号) に記載す

るとともに、記念品を贈呈する。

* 第4 8回か5 、応募提出規定力変わコています。すいせん者によるけいせんのことぱJ

も省きました。規定に沿って、応募資料をと提出下さい。

6. 提出資料

. すいせん用紙

・略歴

本人の氏名、生年月 日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

資料は、 ④ を含めてA3判用紙5枚以内にまとめる。

① 設計の場合一一 鮮 明 な 写 真 、 配 置 図 お よ び主要 平 面

図、概要、設計要旨、その他設計内容を説明するに十分

な資料

② 計画 、構造、設備、施工の場合( それぞれの設計計画

なども含む) 上に準じた資料

③ 上記以外の分野の場合一一それぞれの分野にふさわ

しい資料

④ 上記① へ① のいずれかの資料の実績において、応募者

本人が関与した租室、役割、立場等を明らかにし、資料中 、

本人が特に貢献した部分、または力量が活かされたと思わ

れる部分の詳細な説明、考え方および将来的展望などにつ

いて、 2 αP字以内に平易簡明にまとめたもの (主要に応じ、

図 表を用いて差 し支えない)。 ただし応募者 ・本人の執

筆に限る。

このコンセプトは、応募者の考え方を知る上で大変重要と

考えているので、十分配慮さ れたい。

? 提 出 期 限 平成14年 9 月17日 (火)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

干530-0001 大阪市北区梅田 1-1-3- 2100

大阪駅前第 3ピル21階

電話 06- 6348-0635 FAA.  06-6348-0634 

9. 青年技術者選考委員会 (平成 14年度)

委員長 設楽 貞樹/ 安井建築議十事務所取締役設計部長

委 員 三 輪 康 一/ 神戸大学助教授

橋戸ド 健治/ 坂倉建築研究所大阪事務所執行役員

難波 正人/ 竹中工務庖役員補佐

松田 善弘/ 昭和設計幸丸行役員

甲津 功夫/ 大阪大学大学院教授

八木 貞樹/ 大林組本庖建築設計部部長

栗山 知広/ 日建設計設備:設計室長

穴吹 隆/ 清水建設関西事業本部設計第3郡部長 (設備担当)

林 一彦/ 大成建設関西支庖建築部部長

梅原 弘記/ 大林組本庖建築工事企画部部長

l  
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「建築と社会」平成 14 年 1 1月号の

「第9 回会員作品特集号

「建築と社会J 11 月号では、会員の作品を広く紹介する

ため、 “第9回会員作品特集号一私の空間作法" を企画し

ております。

今年より誌面をより充実すぺ< 、掲載内容を作品の写真に

限定せず、パース、模型写真等にまで拡げ、建築について

の考えをビジュアルに表現しやすくしました。建築、ラン

ドスケプデザイン 、インテリアデザイン、まちづくり等、

建築に関わるすべてのことを対象とします。みなさまのノ示

るっての応募をお待ちしております。

※  

- 原 稿 ( 提出資料)

作品は、竣工作品、計画案を聞いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1. 写真外観・内観・ディテール・模型写真等のプリ

ン卜

Ｈ サイズはキャビネ判手自室、 ＵｾＶ 枚 Ｉ

2.  C G等 パ ー ス 、コンセプ卜図等

(パースの写真撮影等は致しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします)

3  概要作品名称、所在地、設計者、施土者名、建築

面積 、延床面積 、構造規模 、工期など。

4. 説明文 作品についての考えを300字手盟主にまとめて

下さい。

2  

- 掲載に際し ての補足

1. 掲載料は無料です。誌面は原則として白黒ですが、委

員会の判断で一部力ラ一掲載をすることがありますの

でご了承下さい。

※ 写真の撮影者名は必ず付記願います。

※ 写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にで処理願い

ます。

2. 掲載頁数は、原則として、 1社 ( 1人) 1頁とします。

また、 8月末までに竣工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は配慮致しますので、ご連絡下さい。

3  建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があります。

4. 作品の掲載順及ひ官面レイアウ トを含む特集全体の構

成選定は、委員会にて担当致します。また、応募作

品多数の場合等は、編集上の都合により掲載できない

こともありますのでご了承下さい。

- 原稿期日及び送付先

1 期 日 2002年8月23日( 金) 必着

2  送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号」係

干530心001 大阪市北区梅田 1-1-3-2100

(大阪駅前第 3ピル21階)

TEし06- 6348- 0632 F  fV<. 06- 6348-0634 



今月の表紙

型壁紙デザイ ン/ 田村昭意

企 画/ 書調 奈干子

建 築 写 真/ 河 合 止 揚

・島根県立図書館

殺 計 / 稿 竹 前 訓

施工/ 竹中工務底

捜 工 / 昭 栴143年

所在地/ 松江市内中原町

. 内部は鉄骨の擦がむき出しで

はあるものの. 峻工当時と比べ

ると天井が張られて、表現はや

やマイル F に立った感じである.

その分、余計に従が目立って、

その迫力のある造形はアレキサ

ンダーカルグーの彫刻l を思わせ

る.

ffi. の商い光線のせいか、窓から

光が援すこともなく、怖かな控

室1が潔う . 打ち放しの柱にはぬ

; < l 近くの防風林のある民家を拙

いた日本画が、慈の下には松江

城の掘に浮かぷ本船が. このさ

りげなさが松江の魅力である.

(i可合此燭)
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特集・ 建築をささえるセンサー

[ 総論] 人 間 と 技 術 と 社 会 、 そ し て 人 間・割 問犬

L、ろんなセンサーと建築への応用・谷腰欣げl
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[各論]

- 建築とセンサー

建 築 と セ ン サ 一一 これからのオフィス環境とセンサー ・山田村』三 一一一一一一 24

住 宅 と セ ン サ ー 2棟 の 実 験 住 宅 に お け る 設 計 例 - ・吉田陣之 27 

・センサー探訪

空 調 設 備 で 活 躍 す る 最 先 端 の セ ン サ - ・森m 暖

照 明 設 備 に お け る セ ン サ ー の 活 躍・後久元

セ ン サ ー と 述 勤 し た 多 機 能 温 水 洗 浄 便 座 ・悶 刷 19J

エ レ ベ ー タ ー の セ ン シ ン グ 技 術 ・小怯 埋小浦邦制l

防災設備における セ ンサーの活躍 ・長芥川見一

セキュリティシステムにおけるセンサー ・'!.e(fl { i  

30 

3 2  

34 

36 

38 

40 

d ド丘ニ

コロE ロ
若き創造者たちへ. 私の空間作法作品募集

作品作風 大阪工業大学大宮学舎 l 号 館

兵庫県立ー庫公園 ネイチ ャー セ ンター

芦屋市西芦屋町集合住宅

特別養 護 老人 ホーム山手 さくら苑

ニ ッタ 株式会社上野工場
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gal l ery 

建築の眼

空間からの逆算 (宮廻正広) ・山田俊紀

公共交通機関のサービスについて・吉村篤ー

景観行政 ・新たな展開 (2) . 倉橋正己

建築を描く ・種村俊昭

ひとりつ子 ふたりっ子. 増地秀夫

14  

16 

法令 コーナー 震 災 復 興 土地 区 画 整 理 事 業 の 進 捗 と ま ち づ く り の 工 夫・村上義幸

地 震 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 概 要・宮漂裕和

LEDの 照 明 利 用・有村猛

川町

一

一
科
一

一め

4構造の頁

設備の頁

研究最前線を追う 安 全 ・健 康 な 居 住 空 間 の 設 計・京都大学/ 鉾井・原因研究室 47 

くでん一口伝ーを活かす 隣 ・近 所 に 良 き 師 あ り ・上原正行 48  

R E POR T  脳 生 理 学 か ら み た 感 動 的 空 間 と はー 柏 木 浩一 氏 の 方 法 論 の 方 向 性・黒田智子 49  

月間の動き

「建築家林雅子」展ー東京会場、大阪会場ーダ ニエル・リベスキンド展一広島市現代美

術館ー.友回多恵子展 紙の軌跡 . 200 2年児童画展開催.長 大作展.ダグ・エイケン|

ニュー ・オーシャン.中部建築賞2 0 02募集.現代日本彫刻展2 0 03 公募.映像「六 甲の山荘

在 BeJ 上映. 医療福祉建築フォ ラ ム 西山文庫の秋季シリーズ始まる.モンゴル近代絵画展

Amer i can Wo o d  Desi gn Awar ds  20 0 2受賞作品集配布

+ 黄山誠ーさん、 『暮らしの視点で住まし、をつくる』出版

平成14年 6 月分

50 inf ormat ion  

51  

52 

。要員長 A 副委員長※ 幹事

印 刷 2 0  0  2 年 7 丹 25 日

発 行 2 0  0  2 年 8 月 I 日

発 行 人 社 団 法 人 日 本 盛 築 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区締悶ト1.3.2100

電 話 。ι 634品0635

仮替白血 00910.9. 39975 

印 刷 所 青 葉 印 刷 抹 式 会 社

日本データネ ッ ト除式会社

定 価 12∞円[ 本体価梢 1143円〕

強築と社会 ・2002.8 3  





由甲

設 計 ・監理・

石 本建 築 事務 所

施 工圃

建 築 : 大 成建 設

電 気 ・空 調 : き ん で ん

給 排 水 : 中電 工

大阪工業大学大宮学舎 1号館

大阪工業大学大官学会は、学校法人大阪工大摂南大学の本部を位き、

水の昔1I大阪の中心を流れる没。川を1 ' ' f に、前回には阪神高速守口線が

通り、東西に長く frlr( f るキャンパスを形成している 。教 育 ・ 研 究 施

設の充実、ゆとりある空間づくりをめざした建替計画を行うには、

敷地の拡張も難しく容積率にも余絡が無かったため、地域環境の盤

。iAも含 め た 「 大 宮 5 丁目 地区再開発地区計画」 によりこれらの問題

をクリアし本計画を行うとととな った。

l 号館は、その第二期工事である 。 当 初 5 階建てとして既存学部を

収容する予定であったが、最先端の知的財産学部を新設するために

川格辿てへと規模を拡大した。

外1@l は、初代校長片岡安時士の設i . l " I となる大阪市中央公会堂をモチ

ーフにした正門 との統一! 惑を図るため、古典的な手法とレンガ造の

ｾ築のイメージでまとめた 。 正 Ａ， Ｂ ｪ を中心にした Ｕ 階建ての Ｒ 号館と

のシンメトリー性を考慮し、 6 1

'

皆よりヒ部は正門 側 より 2 スパンセ

ッ トパ ックしている 。

11階 は シャンデリアを 備えた予喜ち者いたエン トランスホールが学 生

たちを迎え、 2 1

'

皆は施設開放を見込んだ多目的室や学生の談話室と

なっている 。 3 階 一 5 階には教室、 6 .  7 階は既存学部の研究室を

配位し、 8 1

'

皆より新学部の諸室が盤。摘されている 。

隣接する 7号 館 と は 2 - 4 1暗にて接続し、道を隔てた 8 号 館 ( 図i.'J

館 ) と は 2 1猪で空中歩廊にて接続され学生のスムーズな移動に配慮、

している 。

開成にやさしい建物として氷蓄熱システムを導入し、構造は必要最

小限の首長23壁を配位し、フロアーのほとんどを無柱空間として将来

の rlll 仕切り変更も考慮した計画としている 。

所在地一一一大阪市旭区大宮5. 16. 1

敷地面積一一一51 ，758rr!

建築面積一一一 1，620rr!

延床面積一一一 16，006rr!

構造規模 一一一S 、S R C、B1F、10F

工 期一一一2000年 10月- 2002年3 月

( 石本建築事務所大阪支所)

④ 

2階 平 面 図

1階 平 函 図 1:  1600 

最寄駅一一一大阪市営地下鉄谷町線 ・千林大宮駅

織 影 一一一伸和

4 南東面外観

北 西 函i且景

エントランスホール

エントランス夜景

.... 2 踏学生阪信室 ( 1)



A 公園より建物正面全景を望む

V 漢 山遊歩道より組物全棄を望む

6  

所 在 地 一一一 兵庫県川西市国崎字地明 1-6

938. 67m 

890.8 7 m 

工 期 一一一2001年2 月- 2001 年 12月

査 寄 駅 一一一能勢電鉄日生線 ・日生中央駅

蝿 膨一一一上回出目児・上田写真事務所



作 E 彊

Eヨ風

設J言十・

兵 庫 県 県 土 整 備 部 ま ち づ く り 局 営繕 課

宮 本 工 務 設 計 事 務 所

監 理圃

兵 庫 県 県 土 整 備 部 ま ち づ く り 局 営繕 課

施 工・

林 建 設

兵 庫 県 立 - 庫 公 園

ネ イ チ ャ ー セ ン タ -

本施設は兵庫県川 西市の北部、県立ー庫公闘の巾核施設として建設

された。公闘全体の管理! のほかー庫の立かな自然に生息する野鳥や

植物を来悶者が体験できる施設としての機能もイ干している 。

( 意匠・構造 ・機 能)

建物は公悶内の谷筋に計画されている 。周辺の泣かな自然を考慮、し

て平屋建てとし、高さをできるだけ低く 抑 えるようにした。 また羽

田板と石、珪藻土の外壁仕上げを施すことにより周囲と 一体的な外

部空間を創造するようにしている 。内装には桂子ゑ土を主に使い自然

を主主識するようなさを|聞 とした。 またファサードはガラスのカーテン

ウオールで形成し外部空間と内部空間の述続性を持たせることによ

り四季の移り変わりによる変化を演出した。桃迭は杭基礎を採用し、

支持地盤( 岩盤) に 1 mの定者をしている 。上部は鉄筋コンクリー

卜の桝造体とし、ホール部分には鉄骨で屋綴を架け開放性のある さを

聞 としている 。 またワークショップでは24時|削の使用も考えられる

ため、渡り廊下で接続し機能を満足させている 。

(防災・安全・維持管理)

本建物は不特定多数による利用 があるため、内装材は県政材で、施工

した会議室を除き、不燃材料を使用し安全性を考慮している 。 また、

外部のガラスは主に被府ガラスを使い熱負荷の低i戒を考えた。屋線

は片流れの大屋線と屋上植殺を施した部分で構成しており、片流れ

部分での雨水を集水し屋上植裁の散水に利用するよう試みている 。

屋上柚栽により断熱性能も高められ環境負荷低減にも寄与している 。

( 高齢者 ・障害者への配慮)

計画は兵庫県福祉のまちづくり条例に準拠して手摺、スロ ープ、誘

導用ブロックを設けている 。玄関から識別 しやすい位世に管理事務

室を配ぼしている 。公 l亙11主If :本も床の段差がなくスロープで計l画され

ており、駐車場から本施設まで、は11'[ 椅子でのアプローチも可能であ

る。

( まちづくりへの寄与)

県立公|虫l内の施設であり JII 西市街地、らも短H寺[I ¥J でアクセスできるこ

とから、教育の一環として小学生、中学生の;課外授業としても頻繁

に利用 される 。 また、 休 日にはたくさんの来闘者があり ー庫の: ¥: : . ' か

な自然や野鳥などの生態を体感できるため、その中核施設として十

分な役割 を果たしている 。

配 置 図 1  :  1500 

正面フ ァサード ( 工ントランス)

正面フ ァサ ー に 展 示 情 報 ギ ャラリー外部より望む

展示・情報ギャラリー

7  





作 E 彊

置圃 風

設 計 ・監 理・

竹 中 工 務 庖

施 工圃

竹 中 工 務 庖

芦屋市西芦屋町集合住宅

ぎは.l!物 lま辿祭主の「向社シリーズのイメージから脱却した集作住宅

をj との思いを受け計画された30戸の分譲マンションである 。

持1に索材や設備に重点をおいた従来型のマンシ ョンではなく、空間

そのものが価 値を持った住まいとなる様計画し、新しい試みを多く

取り入れた。

バルコニー而の梁 ・柱型を - I)J 必民 としない桝造を採用するこ とに

より、 i忌大7. 3X2.4 m のフルオー プンサッシの設世が可能となり、

リビング ・ダイニング空間の高い IJ 日放性と希少性を実現できた。i E

に各住戸の独立性を 隣保す る為に、平 Ａ日 Ｖｾ ｉｊ の住戸配位にｘＧ ｊ し、 Ｒ

列 毎 に 階 段 通 路 に よ り 榊 成 さ れ た 雨 北 に 抜 け た 空rl{ j を配位するこ

とにより 、露地空 間のようなポーチをもっ住戸など、専用部分の充

実を図るとともに独特な空間 を創出で、きた。

外部仕上げは白色系磁総質タイルとコ ンクリート 化粧打放し 、& び

ガラスで桝成し、開放性の高い桃造フォルムそのものを外鋭デザイ

ンの特徴とする綴心掛けた。

所 在 地 一一一 兵庫県芦屋市西芦 屋 町3・17

敷地面積 一一一 1.626. 53m

建築面積 957.75 m  

延床面積 一一一3. 535. 97m

4構造規模 一一一 R C、81 、F 5

工 期 一一一2001年8 月- 2 0 0 2年5 月

( ，判事利也 / 竹中工務防)

④ 

2階 平 面 図 1  :  800 

最 寄 駅 一 一 一 阪急電鉄神戸線・ 芦 屋川駅、J R神戸線・芦屋駅

繍 影一一一大島勝賞
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作E 彊

Eヨ風

設 計 ・監 理・

セ キ サ ン

施 工・

大 林 組

特別養護老人ホーム

山手さくら苑

IJ  1子さくら列は、神戸市中央区の旧下 山手小学校跡地 に建設された

特別養護老人ホームである 。 ショートステイ 10人を含めて合計70人

の居住純設にデイサービスセンターが併殺されている 。

市街地中心部という立地条件のため、敷地周辺を建物で岡まれてお

り、各個人のプライパシーと快適な住居縦境確保のため、 4 入居室

については各人のベッドサイドに慾をもうけ、光と風をとり入れる

ことができる個室的多床室プランを採用した。 またベット聞の間仕

切りとして、障子風のパーテイションを採用し、プライパシーの確

保と併せて、近所づきあいのような人間関係が形成できるよう配慮、

をしている 。

特別養護老人ホームは、乙れからの高齢化社会の中で福祉の中心的

役者IJ を担う施設であり、 「終のすみか」となるこの施設は、 「ホー

ム= 家」でなければならない。建物の外1授は従来の施設というイメ

ージから 「家J を傍観i させるヒューマンスケールで親しみやすいデ

ザインとし、インテリアにおいても施設的でない家庭的な雰囲気を

実現するよう心掛けている 。

この施設が、神戸市における介謎 ー福祉の中心的な役割l を担う胞設

になることを期待いたします。

所 在 地 一一一 神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通7- 1-16

敷 地 面 積 一 一 一 2，99 7.6 8 m

建 築 面 積 一 一 一 1，452.3 9 m

延 床 面 積 一 一 一3 ，64 8.11m 

m造 規 模 一一一 円C 、 3F

工 期 一 一 一2001年3 月- 2002年2 月

最 寄 駅 一一一 阪 急 電 鉄 ・花 隈 駅

郷 里2 一一一名執一 雄

( 木本俊彦/ セキサン)

配 置 図 1  :  10∞ 

エントランスホール

デイサービスホール
.... 4 入 居 室

... 



外 観 北 西 面

玄関廻り

12 
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設 計 ・監 理 .

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

大林組、夕、イダン、大気宇土

二ッタ株式会社上野工場

建築主は、ベルトやチューブを製造する企業である 。すでに奈良や

三重に工場をもっているが、今回は子会社であるニッタ・ムアー( 株)

の噌床ニーズに応える形で、すでに1I1r. 入済であった上野市の工業団

地内の土地に新たに工場を建設する運びとな った。

建 物 配i泣は、敷地中央に設けた構内道路を挟んで左右対称に建物を

配ほするマスタープランにのっとり、今回の建物を計画した。

工場ソーンは、将来の生産ライン変更やlli丘用にフレキシブルに対応

できるよう、事務部門やトイレ廻りのサービス ゾーンを工場エリア

外に配世し、できるだけ矩形のシンプルな工場空間を計画している。

外線は、事務部分と工場部分に求められる空間的な機能を整理し分

節するととによ って、周辺への圧迫感を低減するよう心掛けた。 ま

た、各自 ｾＵ の納まりもできるだけシンプルな形態とし、建物のファサ

ードに心地よい緊張感を持たせている 。

色彩計画においては、消潔感のある白をベースに、コーポレートカ

ラーであるす跡IJ と活動的で明るいイメージを与える黄色をアクセン

トカラ ーと して用い、周辺の工場鮮との差 別化を図 った。工場とい

う無機質な施設のイメージ向上に、少しでも寄与しできればと願って

L 、る 。 (上枝 其二 、梶川洋平/ 安井建築設計事務所)

-------- ・ ⑧

千三 子こ三 土 r---. ，---←一 ¥

1階 平 面 図 1 :  2400 

所 在 地 ー 一 一 三 重 県 上 野 市 ゆ め が 丘7- 6- 3

敷 地 面 積 15，600.02rrl  

建 築 面 積 一 一 2，747. 19rrl

延床面積一一一 2，546.46rrl

情造規模一一一S 、1 F

工 期一一一2001年 9 月- 2002年 3 月

最 寄 駅 一 一 一 近 鉄 伊 賀 線 ・上野市駅

1畳 影一一一清水向山( エス 工ス大阪)

玄関廻り

外 観 北 東 商
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ARCHI T ECT ' s  E Y E  

公共交通機関のサービスについて

吉 村 篤 一

わが国の公共交通機関の運賃は大変高すぎる 。関西国では市

営の地下鉄やパスは初乗りが2∞一220円であり、同一市内で二

つの機関を乗り継ぐと 400円くらいになり、私鉄でイ也都市へ行

くより高くな ってしまうことがある 。 その為にいろいろ細かい

サービスとして、馬鹿「寧な乗車に対するお与しゃ余分な車内放

送をしたりしているが、公共交通機関の一番のサービスは低料

金で快適に目的地につける、ということではないだろうか。車

内放送は最低限次駅と乗換の案内を簡潔明瞭にい ってもらうだ

けでよし、。 また駅やホーム等の案内板やサインなども分かりに

くい上に、柱や壁 に追加の表示 をべたべた貼ってあり、さらに

広告 もたくさんあ って分かり づ らく、とても快適な空 間とはい

えない。

L 、ろいろ司王仙があるのかもしれないが、 筆者のように京都 -

大 阪 - 奈良を 4 - 5種の電車に乗って移動していると、上述の

運賃や車内放送、! 択やホームの↑ 対菌性などが気にな ってしまう 。

そこで提案だが、 一駅 釆 っても 200円 というのはいかにも高い

ので、地下鉄や私鉄、パスの迎貨はー駅だけなら 100円 とし、

|司一市内乗り継ぎの場合は割引をしてはどうだろう 。 そうすれ

ば一駅 ず、つ他機関を釆り継いで、も200円程度で行けるわけだ。

それでこそほんとうの市民の足といえるのだろう 。

奈良女子大学生活環境学部人間環境学科教授

建築を描く

種 村 俊 昭

今日では、設計手段としてパ ソコンの利用は常識となり、設

計者の席から製図台が消え、 手占きのスケ ッチ、図面が見受け

られない状況とな ってきている 。桝 造 設 計 でC A D化が始まり

かけた時、よく口にしていたのが 「たとえば“ 窓( 開口部) "  

と言 うものは梢造にと っては、壁があるか、ないかの 2 進法で

あるかもしれないが、週携もにと っては、それひとつと っても様々

な嬰索を含んで、いるものである 。 それらの集制として、ひとつ

の建築ができあがるものであり決してコマンドを使って出来 上

がる記号の集積ではない。」 と。 とはいえ、私も C A Dを設計

の 道具 のーっとして利 用している 。 しかし、やはり CA D主 体

で設計を進めるということは、姐卦勿を組み立てる、すなわち壁 、

窓、 等 々の部品をコンポウスーする、極端にいえば、機械設計と

問機なものにな っているのではないか。鐙築は、雨露をしのぎ、

一元的な機能を満たす機械ではない。 (昔 、 「住宅は住むため

の機械 」 と 言っ た人もいるがＩやはり、鉛 ｾ Ｑｉで 一 本 一 本線を描

きながら、頭の中でさを問を描き、様々な登場人物を想像し、自

然のうつろぎを感じ 、様々な シーンを陥 きながらっくり出して

いくものでありたい。 それだからこそ、設計行為そのものが楽

しいものであり、その思いが関係者、使用者に伝わるものとな

るのではないか。

パ ソコンとにらめ っとばかりしていないで、主儲正を持って建

築の中に物語を描 く楽しみを持ちたいものです。 まず設計者が

楽しんでいない建築を誰が楽しめるのでしょうか。 ただ逆は常

に真 とはならないのも事実であるが。

日本設計関西支社チー 7 ・? ーキテヲト
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景 観 行政・新たな展 開 (2)

倉 橋 正 己

今 回は 「賑わいの演出( その 1 ) J 。

パ リやローマを舞台とする映画では、広くゆ ったりとした歩

道に並んだカフ ェのテーブルで人々がお茶を飲みながら語り合

う光景がよく出てくる 。

日本でも最近、者11心部のあちとちにオー プ ンカフ ェができ、

歩いていて楽しく魅力的な空間にな っている 。神戸 にある百貨

庖のポルテイコを利用したオープンカフェは、都心におけるく

つろぎと癒 しの代表的な空 間にな っていて、ときにタウン情報

誌の表紙を飾る 。

街を行き 交 う人を見ながらお茶を楽しむ。通りがかりの人は

くつろぐ人々を見ながら、おなじ 「なごみj を感じる。 この 「絵

になる光景」 を数多く作り出すことが街の賑わいと魅力づくり

に繋が ってL ベ 。道路と沿道との一体的な空間の演出乙そ、 景

観セクシ ョンの役割なのだ。

しかし日本では、道路や公園で恒常的にカフェのテーブルを

並べるには法律上のハードルが高い。 そごで咋今 実験的に 、大

阪市の御堂筋、名古屋市のク屋大通り、広島市の平和大通りな

どで道路を使ったオープンカフ ェが短期間ではあるが実施され

た。結果は良好。市民に大変好評を博した。

こうい った実験を積み重ねていくことで、公共施設の使い方

のl隔がおよがるようJ 1 J H守したい。

神戸市都市計画局アー バンテザイン室長

ひとり っ 子 ふ た り っ 子

増 地 秀 夫

合計特殊出生率 (一人の女性が生涯に生む子供の数) が2∞1

年は過去 ｩ ｬ ｾ 低の ＱＮ ＳＳ と発表されました 。 また、第 二 次ベビ ー ブ

ーム世代の女性が20 ( - ¥; ; 後半を迎えているにもかかわらず、/ 1 ' 1生

数も過去最低となり、少子化傾向がい っこうに止ま っていませ

ん。

全 世帯比で、 子 供 (18才未満未婚) の居る世帯は、 1967年

(S.42) に60%であ ったものが、 1980年 (S.55) に50%、90年

に40%、2α 均年には30%と10年に 10%ずつ低下してきており、

現 在 は70%の世帯に子供が居ないというのが現状です。 しかし

子供の居る世帯での家族梢成は、ひとり っ子 =40%、ふたり つ

子 = 4 0 %、3人 以 上= 2 0 %と過去30年 間 大 き な 変 化 が な く 推 移

してきています。

住宅メーカーが作り上げたと 言 われている住宅購入居の椋準

家 族 像 〔夫婦と 子供 2 人〕が変化して 「ひとり つ子 世 帯」 が噌

えてきているわけではなく、夫婦 2 人世帯や若年 - 高齢単位帯

など多様な世帯が治え、相対比 から見ると中心のない拡散型ク

ラスター梢成と なりつつあります。

5 年ほと、前 、 阪 神 淡 路 大 震 災 の 復 興 を 勇 気 づ け たNH K辿 ド

ま 傘 か な

ラ 「ふたり つ子」 の 楽奈 ・佳奈の元気さと、底抜けの明るさを

思 い出 し 微笑むと共に、 20- 30年後の日本の発展のためにも、

子育てしやすい社会環境づくりへの意識変革や対策にみんなが

取り組む必要性を改めて考えてしまいました。

積水ハウス (株) 商品開発部内装設備設計室長

建築の限



特 集

建築をささえるセンサー

今日、われわれの家庭や職場における日々の暮らしは多くのセンサーと 制御

技術によってささえられ、快適な生活を営むことが可能になっていることに

異論はないであろう 。 しかし、乙の便利 さは折 にふれて実感することはある

ものの、これらの個々の具体的なしくみや働きを普段意識することはあまり

ない。建築を設計する方々にとっても、 セ ンサーの存在自体も含め、細部ま

で十分理解しているとは言い難いのが実情ではないかと思われる 。

本特集は、細部で現在利 用されているセンサーと応用技術について幅広く紹

介 し 、 建 築 に 携 わ る 方 々 の 今 後 の 業 務 の一助 と な る こ と を 願 っ て 企 画 し た 。

また、便利 さを追求するこれらのシステムが居住者の生活様式や精神的側面

等にどのような影響を及ぼすのか、文明論的な観点からその功罪についても

一考したい。

設 備分科 会 幹 ｾ ｲｾ Ｎ 河井康人

総論

人間と技術と社会、そして人間/ 志村史夫

いろんなセ ンサーと建築への応用/ 谷腰欣司

各論・建築とセンサー

建築とセ ンサー これからのオフ ィス環境とセ ンサ一 一/ 山田祐三

住宅とセ ンサ一一 2 棟の実験住宅における設計例ー/ 吉田博之

各論・センサー探訪

空調設備で活躍する最先端のセ ンサー/ 森田 暖

照明設備におけるセ ンサ の活躍/ 後 久 元

センサーと連動した多機能温水洗浄便座/ 高羽利明

エレベーターのセ ンシング技術/ 小松 理・小浦邦和

防災設備におけるセ ンサーの活躍/ 長谷川晃一

セキュリティシステムにおけるセ ンサー/ 安田 稔

本号特集幹事

今弁泰司/ 促井宏{彦/ 河井' *人/ i 可主11隆之/ 近藤国夫/ 近藤正一/ 田ノ;刷好幸/桝井賞1fIi / 村上幸三郎/ 谷津和久/ 山根敏和
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人間と技術と社会、そして人間

志 村 史 夫

17世紀を萌芽期とする近代科学は、 18世紀後半から 19世紀にかけ

て幾多の近代技術を生み、 20世紀になって満開期を迎え、豪華な果

実をたわわにした。科学 ・技術は人類に未曾有の物質的繁栄、便利

な生活など計り知れない恩恵を与えた。特に、 20世紀半ばのトラン

ジスターの発明( 発見) に端を発するエレ ク トロニクスは急激な勢

いで発展し、さまざまな“ ハイテク" を生み、現代文明の支柱にな

っている 。

図 1 は、すでに実現しているエレクトロニクスの応用機器の一部

を示すものであるが、もはや、われわれの生活がエレク卜ロニクス

なくしては成り立たないことが実感できるだろう 。乙れらのエレク

図 1 エレク卜ロザウルス
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トロニクス機器は、まさに“ エレクトロザウルス" けとH乎ぶにふさ

わしい現代の “↑聖物" である 。このようなハイテク機器の中に、さ

まざまな形で組み込まれている部品の一つが、本誌が特集する“ セ

ンサー" である 。

私事で恐縮であるが、 私は日本とアメリカでそれぞれおよそ 10年

間、乙の現代文明の象徴ともいうべきエレク 卜ロ ニクスの分野で研

究生活を送った者である 。私自身の研究テーマはエレクトロニクス

の基盤材料である半導体結晶に関する基礎的なものではあ ったが、

そのような基礎研究の行き着く先が “マイクロチ ップ" であり、さ

まざまなハイテク機器である 。たとえ微々たるものではあっても、

現代文明に「貢献」した一人として、私は、エレクトロニクスがも

たらした「便利 な生活」ひいては現代文明が人問、社会、そして地

球に与えた“ 正 ・負の効果" について深く考えざるを得ず、いまま

でにさまざまな観点から論じてきた トヘ

本稿は、技術と人問、特に人間の感性とセンサ一、広く技術が人

間および社会に与える影響などについての論考である 。

道具、機械と人間

ヒトと他の動物の 「進化」の結果を分けた決定的な要因は二足直

立歩行と道具の製作である 。人類の文明の起点は道具の製作と、そ

の使用だ った。

道具は人間の頭脳、直接的には手の延長である 。アリストテレス

は、手を「道具の中の道具J ["普遍の器官」 とし、カントは 「外部

の脳」 と呼んだ。直立歩行というヒト独特の体位によって手が自由

になり、道具を生み、それが他の動物には実現できなかった文明を

導いたのである 。

石器時代以来、道具とは基本的に包丁などの刃物や槌などのよう

に極めて単純な仕事をして、手の仕事を助けて補完するものである 。

日本の大工道具のように多種多様なものであっても、そ れが果たす

役割も基本的には同じである 。「材料と対話をし、それをモノにす

るための、その対話の通訳者に なってく れるのが道具」幻なのであ

る。また、道具を使い乙なすには熟練が要求されるから、人間の手、

その延長である道具によ って作られるモノには個性、主体性、そし

て創造性がある 。

一般に、道具の進歩したものが“ 機械" 臼呼ばれる 。 しかし、そ

の機能と本質を考えるならば、機械は道具の延長にあるものではな

く、したがって機械は人間の子の延長にあるものではない。道具が

人間の手の延長にあり、人間の身体の一部とみなせることとは根本

的に異なるのである 。機械が発達すれば、それは “ システム" と呼

ばれるようになり、道具と機械との本質的な違いが顕著になってく



る2) 。

そもそも機械は作業の能率を高め、生産性を向上させるために作

られ、導入されるものである 。 したがって、機械の一義的な使命は

規絡品、標準品を大量生産することである 。そのために、機械で作

られる製品は Y れも閉じ" ことに特徴があり、製品のー佃 一個は

互換的である 。それに対し、人間( 道具) は製品を大量生産できな

いし、たとえ“ どれも同じ" に作ろうとしても、機械のように作る

のは不可能で、ある 。その結果、そのような製品は互換的ではない。

それが短所でもあり長所でもある( 製品に“ 何を求めるか" によっ

て、同じものが長所にも短所にもなる) 。また、生産コストのこと

を考えれば、機械自体も、その部品も互換的である方が有利である

が、人間には互換性がない。

このように、機械と人聞は互いに本質的に異なるのである 。一般

に、人聞が不得手とする正確、強力、高述、互換というような、生

産において誠に好ましい性能を機械が発揮するとなると 、人聞は人

聞が作 った機械に対して引け目を感じるという不条理が生じるので

ある 。そして、「人間W機械J の支配、被支配関係の問題にも発展

していくのは必然である 。

こんなわけで、機械と人聞が “同居" し “ うまくやっていく" た

めには、「機械の人間化」あるいは「人間の機械化」が必要になる 。

人類はおよそ260万年前の石器から 今 日のハイテク機器まで、多

種多様の便利な道具や機械を作り、使ってきた。特に18世紀後半の

「産業革命」以降に出現した “使利な道具や機械" の種類や数はす

さまじく、人類は、まさにデカルトやベーコンが期待した機械文明

を謡歌してきたのである 。「産業革命J 以降の技術と機械の飛躍的

な発展は“ オートメーション " という形で結実した。オートメーシ

ョンとは「生産手段で、ある機械や材料、ならびに人間とのすべての

最適な使用を達成するために生産工程を分析し、組織し、制御する

ための手段J 7) である 。このような手段の具体化である“ 流れ作業"

においては、仕事を細かく分け、 一つひとつの仕事は単純なものと

する必要がある 。ベルトコンベアに乗って移動する部品に、決まっ

た作業を短H寺聞で終えるためには抜書ft な仕事はできないからであ

る 。 したがって、作業者の経験やヨ ｾｲｷ はそれほど必要とされなくな

った。そして、作業者も部品と問機に “規格化" され、“ 互換性"

を持つ必要がある 。つまり、「人間の機械化」が求められることに

なる 。人聞は生産システムの中の一つの“ 歯車" にならなければな

らない。このような人間と機械の主従関係の逆転は、大量生産方式

があらゆる産業に導入されて以来、急速に拡がった。天才映画人・

チャップリンが1936年に制作した映画 fモダンタイムズj は、オー

トメーションに伴う人間の機械化、そして管理化に伴う人間性の喪

失を導く機械文明 ・現代文明を痛烈に風刺するものである 。

究極の機械・エレクトロザウルス

信じられないほど小さなスペースの中に計り知れない機能を有

し、 “誰にでも簡単に使える" エレク卜ロニクス機器( 図 1 ) は究

極の機械である 。

現代社会において、エレク卜ロニクスは否応なしにわれわれの日

常生活の中に深く入り込んで、いる 。その結果、好むと好まざるとに

かかわらず、われわれの生活はエレクトロニクス抜きでは成り立た

なくなっているのである 。実は、私が“ エレクトロザウルス" とい

う言葉 を造った 1986年当H寺、私はアメリカで前述のような研究の

「絶頂期J にあったのであるが、同時に、将来は人聞が作り上げた

エレクトロニクスに人間自体が支配されてしまう社会になり、人聞

が人間' 性を失ってしまうのではないかという危恨の念を抱き始めて

いたのも事実なのである 。私はエレク卜ロニクスをまさに“ 怪物"

のように感じ始めていた。それが“ エレク卜ロザウルス" 造語の背

景である 。そして、結果的に、私は1993年秋の帰国と同時に “ この

道" の第一線から足を洗うことになった。

エレクトロザウルスに象徴される畿多の文明の利器は、物質的盟

かさを生み出し、人類に肉体的に快適な、そして、その結果、精神

的にも快適な生活を与えて くれた。この“ 快適な生活" には、自分

の手足、身体を使わないととも含まれる 。文明の利器が、人類が歴

史的に行ってきた肉体労働の肩代わりをしてくれたばかりでなく、

本来、人間自身が行うべきであろうと恩われる“ 仕事" までしてく

れるようになっている 。

しかし、いま「超先進国J の「文明人」は、歴史的にいつも “精

神的快適さ" の必要条件に思われた “肉体的快適さ" が必ずしも

“精神的快適さ" に結び付ーかないことを感じ始めている 。これはど

うしたことだろう 。

人間の五感とセンサー

人聞は五感( 視、聴、臭、 l床、触) を通してものを知覚( センス)

し、情報を収集するが、情報収集の70%以上は視覚を通して行われ

るというデータがあるくらい、五感の中でも特に重要なのは視党で

ある 。 しかし、 “ ものが見えるメカニズム " 引を考えれば、 図 2 に

示すように、われわれ人間の 「可視の世界j は限ら れており、それ

は全自然界の中のほんの一部に過ぎない。また、たとえ光の波長的

には「可視j の領域にあっても、人間の肉眼で見えるものの大きさ

にも限界がある 。このようなことは聴、臭、妹、触党の場合も同様

で、人間に知覚( センス) できるものには限りがある 。つまり、厳
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不可視の世界
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現代文明の象徴が、本稿で述べたエレクトロザ

ウルスであるが、私は、およそ 16年前に「基本的

に、エレクトロザウルスが果たすべき役割は、わ

れわれの知的活動を支援し、単純労働の肩代わり

をすることで、われわれ人聞を支配することではない。あくまでも、

エレクトロザウルスを調教し、支配するのは人間である 。 しかし、
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図 2 われわれの周囲のさまざまな「光」

然たる物理的事実として、われわれの周囲には、人間に知覚できな

い限界が存在しているのである 。人間の五感で究1] 党できないものを

知犯するには第六感あるいは感性、つまり 「心の目 j に頼るほかは

ない 8) 。

人聞は五感の限界を科学と技術の力で拡げてきた。例えば、人聞

は顕微鏡や望遠鋭で視力の限界を、そして、マイクロフォンやスピ

ーカーで聴力の限界を拡げてきたのである 。このような限界を拡げ

たのは、あくまでも、人間の身体の延長線上にある「道具J であっ

た。

ところが本誌が扱うセンサーは“ センス( 知党) するもの" であ

り、人間の五感に相当する機能を有するデバイス( 素子、装置) の

総称である 。それは“ 人聞に代わって" 人間の五感の役割を果たす

のであるが、単なる代替ではない。人間にと って知覚が物理的に不

可能なものをも知覚する 。また、人聞が存在できないような場所で

も“ 人間の代わり " をしでくれる 。さらに、センス( 知党) したも

のを電気信号に変換して“ 情報化" することによって、知党の内容

を立的・質的に変換することが可能になる 9) 。これらの点において、

センサーは従来の“ 人間の身体の延長線上" にある道具、あるいは

人間の能力を補完する機械とは根本的に異なる“ 人聞に代わる "

「装置」 なのである 。

われわれは普段ほとんど気付かないのであるが、このような多種

多様な機能を持つセンサーはわれわれの日常生活のあらゆる場所に

使われている 。特に、建築関係に使われているセンサーについては、

本誌で多くの筆者によって詳述されるとおりである 。

技術の進歩と人間

人類の叡智の結晶であるさまざまな技術が人類にもたらした“ 正

の効果" つまり物質的繁栄、便利さなどとともに、“ 負の効果" 、例

えば地球環境の破療や 「人間性J の喪失などが20世紀末から喧伝さ

れるようにな っている 2) 。

技術が「進歩」するにつれて、その技術、そしてそれを後押しし

た科学が、自然と人聞から離反していったように思う 。それまで自

然の 中にあ った科学と技術が急速に人聞がつく った社会の中に移行

したのである 。同時に“ 自然の一員" であった人聞が“ 社会の一員"

に移行した。人間も、科学と技術と同様に自然から離反したのであ
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また、われわれが、エレクトロザウルスを支配すべき人間であるこ

とを自覚し、それを支配し得る能力、知力を身につけない限り、わ

れわれ自身がエレクトロザウルスに支配される可能性があるととも

否めない事実である J 1) と書いた。現在、私は 「エレクトロザウル

スによる人間の支配」が現実的になっているととをはっきりと感じ

る。これからも、さまざまな 1 T  ( 情報技術) の人聞社会への一層

の侵入に伴い、このような傾向はさらに強まっていくだろう 。情報

の収集や処理においては、人聞がエレクトロザウルスに敵うべくも

ないことを認めるのは仕方ないとしても 、人間の五感の領域にまで

「センサ - J というエレクトロザウルスが進出していることに、私

はある種の不気味さを党えるのである 。人間の感性さえも、エレク

トロザウルスに支配されることになるのではないだろうか、という

恐れである 。「情報J が増えれば増えるほど、人聞は日抑制がl吐

き出す 「情報J 、そして結果的に 「ものJ に踊らされ、感性や 「心

の目J を失ってしまうのではないだろうか。

むすび

われわれの居住空間において、センサーがあくまでも人間の五感

の補完にとどまり、それが有効に使われる限り、本稿以下の論文に

述べられるように、その“ 正の効果" が多大であることはいうまで

もない。エレクトロザウルスの誕生に多少なりともかかわ った私と

しては、くれぐれも、センサーが与える 「情報j や「指示J に人聞

が振り回されることがないことを祈りつつ、築を置きたいと思う 。
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総 論 2

いろいろなセンサーと建築への応用

谷 腰 欣 司

今日、半導体を中心とした工業技術の進歩は著しく、目覚ましい

ものを感じさせる 。特に工場の生産システムをはじめ、各種交通機

関、パソコンを中心とした情報シス テム、家電製品、住宅関連の各

種セキュリティシステムと、様々な分野に半導体技術は大きなイン

パク トを与え続けてきた。

吾 うまでもなくこれら工業製品の進歩発展は、センサ一、マイコ

ンを中心とした半導体技術の進歩でもあり、乙れにはマイクロエレ

クトロニクスと新素材の輩出、それに精密加工技術が大きく貢献し

ている 。特にセンサーを構成する使用素材の進歩と、乙れに関連し

た微細| 加工技術の向上、それに超 L SI 回路の高集積化はセンサー

の小型軽量化、高性能化に大きなt開港与えて、これらの応用技術

は各種ハイテクノロ ジー製品の高性能化、ハイインテリ ジェン ト化

に大きな変革をもたらしてきた。

ところで最近の工業製品には種々のセンサーと高度な機能、より

スマートな特性が要求されている 。またその側面では省エネルギー、

省資源化は言 うに及ばず、電磁環境も含めた低公害化、 クリーン環

境化と、その要求も 一段と厳しく、総じて質の高いシステムづくり

が要求されている 。これらのトレンドは工業技術分野に限ったこと

ではなく、当節あらゆる産業分野に共通した風潮でもあり、これは

そのまま時代の趨勢そのものである 。

そこで本稿ではセンサーにスポ ットを当て、その種類と特徴、技

術動向などを解説し、併せて建築業界への応用、今後の技術動向な

どについて触れてみる 。

センサーの種類

表 1 は、代表的なセンサーの種類と用途を、検出対象( 媒体) 別

にまとめたものである 。表 l からわかるように、ここでは検出対象

として①光、 ②磁気、 ③振動、 ④圧力、 ⑤温度、 ⑥ガス( 気体、に

おい) などをそれぞれ取り上げている 。

生産量から判断すると、 ①の光センサーが②の磁気センサーを圧

倒し、その数、商品系列ともに盟富である 。これは光方式の特徴で

ある検出範囲( エリア、距自In の広さ、高分解能、対ノイズ性、取

り扱い性の良さなど、に起因するものである。

次に③の振動センサー( 含超音波センサー) であるが、これはも

っぱら物体検出や距離検出に使われ、光センサーの補助的要素が強

いもので、ある 。特に搬送車 ( AGV) の衝突防止用、透明ガラスなど

の物体検出用に威力を発揮し、先の光方式、磁気方式のセンサーと

共栄共存のセンサーとして位置づけられている 。また特殊な分野と

しては超音波距離計、超音波厚み計、建築材料の厚み検査、板金塗

装、 !I契の厚み検査などにも使われている。

表 1 代表的なセ ンサ一一覧表

検出媒体及びセンサー名 素子及びユニット名

光

終電型赤外線センサ一 、アモルファスシリコン、

(313) 

フォトダイオード、フォトアノ Tランシェダイオ

防

ード、 PSD、太陽電池、CdSセル、CCD、フォ

トトランジス夕、フォト 1C、フォトマル、 flil

ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

光セ ンサー

像作( サチ コン) 、光氾行、 uv トロ ン、 G M

行、シンチレーションカウンタ

ホー J レ索子、 MR素子、磁針、 f包磁誘導近接ス

イッチ、 f滋気飽和型索子、磁気ヘ ッド( 検出コ

磁気 イル型、半導体型) 、リードスイッチ、 SQUID

ｾ＠ (，包!云滋i I l 子干渉装置、ジョセフソン業 f) 、イ

ンダクトシン、磁歪線スケール、光ファラデー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

効果センサ一 、ウ イガントワイア一 、カ レント

磁気センサー

トランス、差動トランス、マグネスケール

超音波 7 イクロフォン( 電磁式、圧1 ' ll 式)

|③ 

(娠動) 振動センサー( フェライト、チタン般バリウム)

ー ー ー 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

セラミ ック ス振動センサー( 水r

l

;;' ，)娠動セ ンサー

超音波センサー
術現在センサ一、圧電振動ジャイロ

Ｑ 正 ｭｾ 結子、 Ｑｊｉ Ｑ 圧導電シートＨゴムＩ、プルドン

圧力 作、半単体圧力セ ンサ一、感圧ポリマ一、ベロ

ゆ
ーズ、ダイアフラム( 薄11史型圧力セ ンサ一、拡

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

圧力センサー
i放型圧力センサー)

(動力セ ンサー)
トーションパ一、ストレンゲージ( ロードセル)

沼UM'

サーミス夕、感温抵抗( 白金) 、終市型赤外線

( 赤外線)

センサ一、水品y副! ! r センサ一、フォトダイオー

ゆ
ド(iii 子型赤外線セ ンサー) 、サーモカップル、

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 ー - ー ー ー ー

混度センサー 感 ｴ 品フェライト、＿毘度ヒューズ、波川、Ｎ､＼Ｄｊｾ

(赤外線セ ンサー)
( アルコール) 涼直言|、 1  ｃ 化 ｾｉｲ［ 出 ｅ センサー

ガス( 気体、におL 、)
際化錫、酸化亜鉛、金属酸化物半湖体、向金線、

k⑤ 

ー ー ー - ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

j平j瓜椛造セラミックス、酸化錫系熱線J担焼結半

ガスセンサー

( 湿度 センサー)

耳主体セ ンサ一、ジルコン酸チタン般邸

④の圧力センサーは、メカトロニクス( メカニズムとエレクトロ

ニクスの融合技術) の高機能化とともに 、少しずつそのシェアを広

げつつある 。特にメカトロ機器の動作制御に必要な力覚セ ンサーに

おいては被数の圧力センサーと、これらの信号処理を行うマイクロ

エレクトロニクス( 半導体を中心とした微細化、高集m化技術) 化

が進んでいる 。

現状では組み立てロボ ッ ト、介護用ロボ ッ トなと、のハン ドに多刺l

用力覚センサーを取り (、l け、ロボ ッ 卜の動作制御に必要な X 、Y 、

zj MI 制御、それに軸回りのトルク( 回転モーメ ン ト) 検出を 3 次元

のストレンゲー ジと数個のCPU ( プロセッサー) で座牒変換し、セ

ンシングシグナルの位置補正、 i品負荷防止のプロテク ション、それ

に作用点、力の方向をリアルタイムでフィード、パ ック し、メカニズ

ムのより柔軟な動作を実現している 。

しかしまだ圧力セ ンサーの需要は少なく、生産ベースに 占める剖

合も光センサーや磁気センサーに比べ、きわめて低いものである 。
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次に⑤の温度センサーであるが、乙れは一般の温度計測をはじめ

ヒーターなどの温度コントロール、プロセス制御の温度管理、その

他いろいろなセンサーを利用した各種制御システムの温度補償に多

用されている 。つまり溜直センサーは各種制御システムの補助的な

手段としての役割も大きい。

ところで建築分野にいち早く導入されたセンサーと言 えば、電力

系統つまり電気配線による事故防止用ヒューズであるが、これをセ

ンサーと認識している人は少ない。乙れは各種電力系統を落雷や、

短絡事故、漏電、過電流から保護するもので、その役割は大きく 、

建築物を火災から守る立派なセンサーでもある 。

なお、この種のセンサーとしては一般的な過電流防止用ヒューズ、

応答の速い速断ヒューズ、ある温度で溶| 析する温度ヒューズなどが

ある 。その他、各種電流ブレーカも、このたぐいである 。このよう

に、溜直センサー類は最も建築構造物との付き合いの深いセンサー

である 。

最後に⑥のガスセンサーであるが、これは安全衛生など居住空間

の環境面を重視した特殊なセンサーであり、先のセンサ一類とは、

かなりかけ離れた化学的、生物学的要素を含んでいる 。最近、住環

境の改善、公害問題も一段と厳しくなり、この分野の要求も大きく、

酸化亜鉛や酸化錫、白金線などを使った金属酸化物、それに力協半

導体センサーなどが普及している 。 しかし数の上から判断するとま

だまだ普及率が低く、今後発展が期待される分野でもある 。また先

の⑤ と深く関係し、住宅産業における居住環境の安全衛生面の一役

を担っている 。

センサーに要求される諸項目

建築業界で多用されるセンサーの要求項目は種々考えられるが、

一般的に耐振性、市t衝撃性、耐環境性、実装の容易性、メンテナン

スフリー( 長寿命) などが挙げられる 。 しかし現実問題として、い

ろいろなセンサーがこれらすべての諸項目を満たす乙とは難しく、

さらに価格面を考えるとますますその選定が難しくなる 。 したがっ

て、実際に何を優先するかで、その選択もおのずから限定されてし

まう 。

そこでそのポイントを集約すると、 ①できるだけシンプルな セン

サーを使う、 ②小型軽量のセンサーを使う、 ③取り扱いが容易なも

のを使う、 ④信頼性の高いものを選ぶ、などである 。

要するに、センサー選びは I必要にして十分な性能を有するもの

を使う j というこの一語につきる 。いたずらに高感度のセンサーを

使うことは検出部の誤動作を誘発し、ひいてはセンサーシステム全

体の信頼性を阻害することにもなりかねない。

22 

表 2 センサーに要求される諸項目

要求項目 要求項目の具体的内容

入力の状況 入力レベル、入力形態、検出範囲

出力の状況 ＯＱＧ，カレ ベル、 出力 ＩｦｾＡｾ 、 ｓＯｎ 比

応答性 感度( 分解能) 、応答述度

確度及び料j立 校正及び検定、リニアリティ、ヒステリシス特性、

ドリフト、耐ノイズ性 ( EMC)

信頼性 温度リサイクル耐性、耐術!陰性

安全性 耐振性、耐薬品性、| 妨燥性

耐環境性 使用混皮及び使用湿度

取り扱い性( 互換性) 実装及び取り扱い性、フェールセーフ機能

寿命 メンテナンスフリー etc 

表 2は、センサーに要求される諸項目をまとめたものである 。

センサーの建築への活用

建築分野のセンサーの応用はきわめて広範囲に及び、なかなか収

拾がつかない。そこで、乙こでは一部の公共施設や、集合住宅、戸

建て住宅を中心に話を進める 。

表 3 は建造物の設備と、そ乙に使われるセンサーを一覧表にまと

めたものである 。ここでは、 主な設備項目として①~⑦に集約して

みた。なおそのほかにもいくつか考えられるが、基木的にはここに

取り上げた 7項目で区分することができる 。

まずはじめに、 ①の配電設備であるが、こ乙では大電流を扱うの

で、ヒューズ、ブレーカなどを必要とする 。また、過大な電流によ

る配電系統の異常発熱、火災などのセンサーが必要となる 。

②は照明設備であり、照明のオン・オフを確認する光センサーや、

赤外線センサーが使われている 。特に省エネなどを考慮、し、人のい

る部屋のみ選択的に点灯する人体検知用赤外線センサー照明装置、

リモコンによる赤外線コントローラが多用されている 。また、照明

装置も異常高温を発生することがあるので、ここにも温度センサー

や、場合によっては火災センサーも必要となる 。

③は給排水衛生設備であり、ここには流量センサーや、水位セン

サ一、水漏れセンサーが使われている 。また公共施設などの大型設

備であれば、超音波液面センサーや送水圧の圧力センサーなども必

要とな ってくる 。さらに設備の保謹装置として送水ポンプ用モータ

ーの回転センサーや異常振動音検知センサーも使われている 。もち

ろん乙乙には、諸設備に対応した配電盤に過電流防止センサーが使

われている 。

④は空調設備であり、乙れは居住空間の漏習度コントロールと給

排気を行い、室内の空気の清海け宇用を行っている 。ここでは、人体

に有害なガス濃度を検出し、アラームを鳴らすと同時に排気装置が

作動するよう、いろいろなガスセンサーが配設されている 。

⑤は防災設備で、あるが、これは⑥の防犯設備と共通したセンサー

が多く、多種頒のセンサーが介在している 。これらのセンサーが作

動した場合は、個々に対処するよう配慮されているが、公共施設、

一部の住宅では、各種の警備会社に通報される ようにな っている 。

それらの笹例会社からはオンラインで、その状況をモニターするこ

とができるようになっている 。

⑦は、その他の分野をまとめて列記したが、この分野が、建築業



表 3 建造物の設備とそこに使われるセンサ ー

項 目 使用セ ンサーの極類 その他

① 配電設備( 系統) ヒューズ、プ レーカ、赤外線混度セ ンサ 一、

火災センサ一、電流センサー( 磁気センサー) 、

感温拡抗体( サーミスタ etc)

② 照明設備 光( 可視光) センサ一、沼l J J r センサー( 半

導体) 、火災センサ一、赤外線センサー( リ

モコン用、及び人体検出問)

③ 給割|水術生設備 赤外線センサ一、流量センサー( 回転羽根

式、超音波式) 、超音波水漏れセンサ一、超

音波液而センサ一、浪度セ ンサ一、温度セ

ンサ一、振動セ ンサ一 、水位セ ンサ一、圧

カセ ンサー

④ 空調設備 過電流センサ一、温度センサー( 赤外線式、

感温抵抗体式) 、滋度センサ一、ガスセンサ

一、イオンセンサ一、煤センサ一、赤外線

センサ ー ( リモ コン用) 、 t辰動セ ンサー

⑤ 防災設備 火災センサー( 半導体紫外線センサ一、 U

( フェ ールセー フ) V トロン) 、発煙センサー ( フォトダイオ ー

ド)、 CCDカメラ、混度センサー( 赤外線式、

感温抵抗体式) 、ガスセンサ一、地震センサ

一、Oi ¥速センサー、

⑥ 防犯設備 CCDカメラ、赤外線セ ンサ一、レーザセン

( セキュリティ) サ一、超音波センサー、娠 [VJ • 術 撃 セ ンサ

一、タッチセンサー( 桜触センサ一、圧力

センサー) 、火災 センサー

⑦ その{ 也 CCDカメフ、可視光センサ一、温度センサ

身障者、老人介護対策 一、湿度センサ一、火災センサ一、ガスセ

居住空間の自動化 ンサ 一、 赤外線通過センサ一、圧力 センサ

一、床ずれセンサ一、失禁用センサ一、俳

御用 センサー ( 電波式) 、人体検出用セ ンサ

一( 自動ドアの| 網開などに透明ガラスなど

のセンサー( 超音i政センサ一方式)

界として一番課題の多いところでもある 。特に老人介護などのシル

バー産業は建物、居住空間の新たな展開が予想され、そこに使われ

るセンサーも多種多様で、ある 。

また居住空間の自動化は、時として人々に不要なストレスを与え

ることもある 。 そのような場合、 セ ンサーから電磁波や赤外線、超

音波を発生するアクティブセンサーでなく、自然界に存在する物理

量を検出するパッシブセンサーなどに置き換え、人に優しい環境を

創出しなければならない。

ところでセンサーには光、赤外線、音波、磁気、電磁波と様々な

物理現象を媒体としたものがあるが、居住空間を構築する建築分野

では、メカ卜ロニクス用のセンサーとは一線を引き、快適で人に優

しい住環境を創出するようなセンサ一選びをする必要がある 。

センサー業界かう建築への提言

各種の建築構造物に使われる セ ンサーはいろいろあるが、表 3 に

列記したものが一般的である 。 これらは必ずしも建築梢造物を意識

してつくられたものではなく、どの分野でも普遍妥当性があるもの

ばかりである 。むろんセンサーエレメントのハウジング、取り扱い

性にいろいろ考艦、されている部分もあるが、総じて建築業界専用に

つくられたものではない。

たとえば渦度センサーであるが、これは配電設備だけでなく照明

設備、空調設備、防災設備にも使われている 。 乙のような場合、感

温抵抗体や、赤外線センサーを個別に取り扱うのでなく、光ファイ

ノTーケーブル( センサーとして使うことができる) で、広範囲をカバ

ーするような工夫が必要である 。 また火災センサーや異常高温など

の感漏センサーもすべての諸設備に関係するので、乙れらを統合し、

システマティックにリンクし、ネットワーク化することも重要であ

る。 さらに居住空間の空調などに付ー随したガスセンサ一、湿度セン

サ一、 臭気センサーに加えて、イオンセンサ一、有機溶剤のガスセ

ンサーなどの導入も系統立って行う必要がある 。新しい建物に入居

し、シ ックハ ウス症候群に悩まされるなど、不測の事態に見舞われ

ることを回避しなければならない。 ζ れらに使われる生物学的( バ

イオケミカルセンサー) 、 化学的 ( 化学反応によるガスセンサー)

センサーも品数が増え、その特性も安定してきたので、建築業界と

して積極的な導入も必要であろう 。

なおセンサーとはいささか趣が異なるが、建物の壁面に静電気対

策の帯電防止板や、電磁波障害を抑制する遮蔽板などの導入も積極

的に検討する必要がある 。 これは安全で快適な居住空間の創出にぜ

ひとも必要なもので、、 人にやさしい環境づくりの一環でもある 。

おわりに

以上思いつくままに建築分野へのセンサーの活用についてまとめ

てみたが、守備範囲が余りにも広く、系統立てた説明ができないの

が実情である 。特に住宅関連は人間の居住空間であり、工場の生産

設備や、自動車その他 、自動化 された家電製品などとは速い、極め

て質の高い信頼性や安全性が要求される 。 それらのセンサ一類は、

単にセンサーエレメントだけで成り立っているのではなく、種々の

装置と 一体として機能し、 一連の動作をなすよう構成されている 。

このため、センサー設備の専用ス ペースもそれなりに必要となり、

居住空間の快適さを阻害するおそれもある 。 またそれらのセンサー

システムを装備することにより、篭磁波障害の悪影響が健康をむし

ばむとともあり、 一段と難しい局面を迎えているととも事実である 。

さらに P L 法やISOの認証はもちろん、各種安全規格、 C E マーキ

ン夕、、の実施など、様々な規制 が適用される状況にある 。

ζ れらの取り組みとして、建築業界とセンサ一業界が一体とな っ

て新たな枠組みをつくり、よりよいセンサーの開発を促進する必要

かある 。建築関係へのセンサーの応用は、大変l幅広くかっ奥深いも

のがある 。 この分野の関係各位の奮起を切に期待したい。

参考文献

谷腰欣司若f rセンサーのすべてJ ( 電波新聞社)

谷腰欣司著 『センサーのはなしJ (日本尖来出版社)

谷腰欣司王苦『光センサーとその使い方J (日明l工業新聞社)

谷腰欣司若 『センサーの使い方と回路設計 J ( 工業調査会)

( たにごし きんじ科学評論家)
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各言論. 建 築 と セ ン サ - 1

建築とセンサー

- これか らのオフィス環境とセンサー-

山 田 祐 三

建築に使われるセンサーの役割は基本的にはひとの五感の代替で

あり、視覚( 光) 、聴覚( 音) 、 l嘆覚( 臭気) 、触覚( 熱・振動) な

ど味覚を除いてほとんどのものが技術的には利用できる 。例えば、

身近なものとしてサーモスタッ卜( 温度検知器) やヒュミディスタ

ット( 湿度検知器) が挙げられる 。これらは空調制御のための温度

や湿度を検出して、室内の温i!lI度維持のために利用されているセン

サーの代表例である 。そのほか、衛生、防災、防犯、計量など、使

われているセンサーは無数にある 。このように、センサーは建物内

部の状態の変化を捉え、目的とする機能を維持管理するために重要

な役割を担って p る。

一言でセンサーといっても、用途によりその機能や目的は異なっ

てくる 。研究や生産プロ セスのためには最高の機能と精度が求めら

れる 。一方、今回のテーマであるオフィスビルでは主にひとが対象

とされ、快適性や安全性にかかわるセンサーが主役である 。その意

味からも、建築に使われるセンサーはひとの五感に代わり得るもの

が必要とされる 。実際の建築では技術的に満足できているだろうか。

本稿では、これからのオフィスの室内環境づくりからみた「セン

サー技術j の使L 、方について考えてみたい。

オフィス環境に望まれること

・室内環境の現状

現在のセンサー技術について、 一般的なオフィスビルの空調制御

を例として考えてみたい。

オフィス空間は多くのひとが 1 日の大半を過ごす身近な空間であ

る。このような、ひとの生活にとって大切な環境に対して、大部分

の建物の環境制御が室温と湿度だけ、場合によっては室温のみで、調

整さ れる 「冷暖房設備」といわざるを得ない。

オフィスの中で実際に意識することは少ないが、実はいろいろな

環境要素からのストレスを受けている 。例えば、最上階の事務室で

室温は適正なのに暑いと感じるのは屋上スラブからの熱放射の影響

かもしれないし、空調空気のドラフトに悩まされた経験のあるひと

は多いであろう 。室内の空気質の鮮度にしても 同様である 。こうし

た調整すべき要素や環境に対する意識の不足は、執務効率の低下や

無駄なエネルギー消費の原因ともなり、建築としての質と可能性も

減じてしまうことになる 。

本来の「空気調和されている J とは、温熱環境の快適性要素( 室

温、放射温度、混度、気流、代謝量、着衣霊) に加 えて 、空気質

( 塵挨、有害ガス、臭気) の良好な調整維持が大切な機能である 。

室内環境はこうした様々な要素の集合体として、ひとにとって良好

な空間がつくられるべきである 。これからの環境技術はも っと多様
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な要素が相互に反映するしくみによって、精度と均一性だけでない

「ひとにやさしい環境」を創らねばならない。

. ひとにやさしい環境とは

「ひとにやさしい環境」はよく 使われる言葉である 。ひとが穏や

かでやさしいと感じる環境とは、どのようなものであろうか。 ζ の

言葉の中には、人工的でない自然に接するとし寸意味が強く込めら

れている 。

そこで、自然と建物の関係で身近な例とされる伝統的な日本民家

についてふれてみたい。日本に限らず、伝統的な民家はその土地ご

との気候風土に溶け込み、住空間に様々な工夫が乙らされている 。

日本の民家は夏を旨として造られているといわれるが、屋根や深い

庇による日照調整、内外の緩衝空間としての縁側、土壁による蓄熱

と調混、南面開口からの採暖、通風など寒暑を過ごす多くの工夫が

ある 。もちろん厳密な室Wu ' ，調整などは望むべくもないが、季節の大

きなゆらぎの中で、居住環境に様々な要素を取り込みながら l隔をも

ってK: l E持さ れてきたのである 。乙乙には、センサーは利用されてい

ない。建築の形態、風土に応じた材料とひとの知恵がセン シングの

機能を果たしてきたといえる( 図 1 )。

軒 簾 日 射調整

図 1 日本家屋の環境調整

現代のオフィス環境をみてみよう 。建物は高層気密化し 、ハイレ

ベルの空調や照明が設備されいる 。室温も 1 - 2度のわずかなゆら

ぎとなり、均質な環境が実現さ れている 。にもかかわらず、オフィ

ス環境が極めて満足という回答はなかなか得られない。そこに自然

環境との適度な繋がりや個人の環境への選択肢が希薄だからであ

る。その結果、多量のエネルギーが消賀' されることとなった。

p まのオフィス環境づくりに求められているのは、民家に用いら

れているような工夫や知恵を技術として再生し、新たな自然やひと

との接点を創ることである 。環境にかかわるセンサー技術の利用も、

こうした発想からの展開が求められている 。



オフィス環境づくりかうみたセンサーの課題

現在の技術レベルとしても、センサー単体の要素技術としては優

れて高度な性能を得ることが可能である 。 しかしながら建築技術と

ひとの居住環境の視点からは、 一定以上の精度を追求することはそ

れほど重要で、はな p 。むしろひとの感覚に重きをおき、穏やかな瑞

墳を創ることが大切である 。言い換えれば居住環境の要素をより多

く調整するためにセンサー情報を多様化することと、それを利用す

る設備技術との歩調を合わせた建物全体のシステムづくりが重要な

のではないだろうか。

・室内環境のかたち

これからのオフ ィス環境に望まれるのは、快適性にかかわる要素

をできるだけ取り込んだ環境調整と個人の感党を重んじたパーソナ

ル化が大きな流れであろう 。

現在の空調や照明技術についてみても、制御エリアを最小化する

個別分散化は今や設計の基本であるし、タスクアンビエントなどの

パーソナル化の提案もなされている 。最大公約数の環境調整から個

別調整へと 「技術的な工夫や開発J は様々になされてきてはいるが、

環境調整の多様性については、従来と変わる点はあまり見当たらな

い。ここに現在のパーソナル化の限界がある 。

逆に、センサー技術としては放射渦度、 気流、 P MV ( 温熱環境

指棋 : Predicted Mean Vote) 、V OC ( 揮発性有機化釘物) を捉える

センサーは市販の製品として使う乙とができるが、 実際の空調シス

テムとしてのメニューに含まれることはごく少なく、 一部の実施事

例にとどま っているのが現状である 。「ひとにやさしい環境j づく

りは、まだこれからなのである 。

こうしたギャ ップは現在の技術でそれなりに埋めることはできる

と思うが、現実の環境ニーズのレベルと経済性という高Lν 、一ドル

を超えなければならない。環境の質を高め快適な空間を創ることは、

健康や執務効率、省エネルギ一、ひいてはL C C ( ライフサイクル

コスト : Life Cycl e Cost) の低減などの「かたち j とすることで、

結果のみえる付加価値技術として評価される乙とが求められる 。

. 内外環境をつなぐセンサー

オフィスビルの環境調整に必要とされるエネルギー消費' 量は、近

年の I T化 も加わって空調 ・照明で80%に達し、大きな環境負荷要因

とな っている 。とうした環境問題も含めて、外部環境( 自然環境)

と内部環境の両方の環境情報を捉えて自然エネルギーを活用するた

めのセンサ一利用も求められる 。

自然エネルギーはできるだけパッシ ブなシステムで使う乙とが望

ましい方法である 。太陽光発電や風力発電などの変換装置をとおし

タスク空調

たー-..........ー"
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図 2 ハイブリ ッド換気の一例

〆官~

て自然エネルギーを利用する方法はもちろん大切で、あるが、建築と

してもう少しシンプルな方法も工夫しなくてはならない。

自然換気はそのひとつの例である 。入手による換気窓の開聞もよ

い方法ではあるが、オフィスでは少し使いづらい。自然換気を建物

の空調の運転と併用させ、自然風の利用|隔を広げる「ノ、ィブリッド

換気システム j などは、外部環境と内部環境の温湿度 ・風向・風速

情報を融合させた 「風取り J の上手い方法である( 図 2 ) 。このよ

うな事例からも、建物外部の環境情報をリアルタイムで捉え、利用

することの重要性が理解されるはずである 。

建物にかかわる環境の要素として温度、湿度、日射jii 、風向、風

速、降水量等々があるが、市街地では有害ガス、 臭気や騒音など近

隣条件による環境要素も加えるべきかもしれなL ミ。特に、今まで一

般の建物ではあまり計測されていない日射量や風向風速を捉えると

とで、太陽熱や自然風などの自然エネルギーを最適な条件で建物に

取り込むための欠かせない制御データを得ることができる。

. これから欲しいセンサー

調整要素の多様化、空調・照明のパーソナル化、外部澱境のセン

シングなどが広まれば、センサーの活用の場もこれからも っと広が

るはずである 。技術としては、現在のセンサー技術でそれなりに計

ｾｈ ｾ は可能なものばかりであるが、環境を捉える質と量の点でもっと

進化することで、 「ひとにやさしい環境J に、より近づくことがで

きる 。

そこで、可能性の有無は別として、建築環境に携わる技術渚とし

て 「ζ れから欲しいセンサー」について、思いついたことを二つほ

ど述べておきたい。

・空間 3 Dセンサーは実現できるか

気温、光、音などは本来、空間 ( 3 次元) の現象である 。現在ま

で気温や光は代表点の値で捉えられており 、ひ とそれぞれのニーズ

に応えきれていない。例えば室温が 3次元で捉えられれば、空気温

度分布や空調負荷の把握など、これまでにないデータが得られ、空

調システムの新しい姿が生まれるかもしれない。実現できそうな技
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術ではある 。

・バイオセンサーは夢の技術か

バイオ センサーといわれるものは、化学物質濃度などを測る化学

センサーとしては実現している 。においセンサ一、昧覚センサーな

どもバイオセンサーの一種とされる 。温度、湿度、風速などを測る

物理センサーがバイオ技術で実現すれば、ひとの五感そのものとし

て快適感のセンシング技術に大きな変革をもたらすかもしれない。

バイオエレクトロニクスは、いずれ建築に応用される H寺代を迎える

であろう 。

これからセンサー情報はどのように使われるのか

ごれまでセンサーがかかわるオフィス環境づくりについて述べて

きた。環境はひとの住む場として建物のある限り、良質に維持され

ねばならない。

いま多くの環境情報を統合し、最適な制御に結びつけて付加価値

を生むための管理評価の手法が整備されつつある 。いままでの中央

監視システムに、建物の性能評価という環境マネージメントの視点

を加えたアプローチである 。

. BEMSへの展開

建築の生産、運用は結果として環境に大きなインパク卜を与える

環境負荷となり、我が国のC02発生虫の 3分の l は建築関連に起因

しているといわれている 。省エネルギー化や廃棄物処理の対策がま

すます重要視される所以であるが、個々の環境 ・省エネルギー技術

を統合し、最適なエネルギー消費を管理するシステムが必要となっ

ている。

BEMS (Bui lding Energy &  Envi ronment Management  System) と

はビルのエネルギー、環境管理、ビル経営情報やファシリティマネ

ージメン卜 ( FM) の要素を含むビル管理システムの全体を意味し

ている 。

BEMSで重要なのは、いかにビj レの運用情報を集積し、それを分

析評価 して結果として次に活かせるかということである 。ここにビ

ルに設置されるセンサーからの環境J情報や運用情報の多様性が活か

され、付ー加価値を生むことになる 。それには、計画段階からのセン

サーの選定、設置計画、分析ソフトの開発、ユーザーの方針など目

的を明確に設定したシステムを構築しなければ、思 う結果は得られ

ない。ハードとソフトがバランス良く桃成されることが重要であり、

センサー情報の量と質が両者をつなぐ重要な位置づけになる 。

最ー近のビル監視システムの流れとして、データ通信のオープン化

も進展している 。簡単にいえばシステムを桃成する制御機器やセン

サー情報の受け渡しのルール( 通信プロトコ j レ) を標準化し、相互
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の運用性やメーカーの選定に自由度が持てる通信技術のごとであ

る。乙の流れはインターネットの利用まで、広がっており、センサー

情報の活用の道を広げる新たな手段となりつつある 。

. コミ ッショニングへの活用

コミッショニング( Commi ssioning) とは'性能検証を意味する 。

米国のASHRAEガイドラインでは「それぞれのシステムに対して、

システ ムが設計主旨に合致した性能を発押するように、設計 ・施

ならびに機能試験が行われ、運転保守が可能な状態であることを検

証する過程j と定義されている 。

我が国においては、建物の保全からのライフサイクル意識の高ま

り、環境 ・省エネルギーからの建物運用の必要性、商習慣のグロー

パル化に伴う品質保証の明確化などの背景から、その必要性が論じ

られるようになった。

建築設備の性能検証には定量的な裏付けが不可欠であり、特に運

用段階の性能検証、改善要素の提案などライフサイクルコミッショ

ニング ( LCCom) が求められる 。BEMSはとのツールのひとつであ

る。乙のことは従来の制御に重みがおかれた「コントロールとして

のセンシング技術j に加えて、実際のいろいろな機能を総合して建

築性能と して捉える 「マネージメン 卜としてのセンシング技術」の

視点も必要とされているということである 。

これまで述べてきたセンサー情報の多機性とは、コントロールば

かりでなくマネージメン卜としての判断情報の豊富さという意味か

らも望まれる姿である 。

建築環境の質が問われる時代へ

建築はそのデザインや空間の盟かさが求められ、その結果しての

快適性や安全性により割Z価されてきた。建築設備も先進のシステム

による環境維持が主流とされ、センサーも主に「コントロール技術J

として認識されてきた。その性能や応用範囲も時代の技術進展に沿

って向上し続けている 。

1990年代以降、グローパノレな環境問題によって 「サスティナブル

な発展 ｪ が求められ、長寿命 化・ ｉ ｾ ｉ 然共生 ・ 省エネルギー ・ 省資源

循環 ・継承などの理念が、建築の質を決める評価尺度とされる時代

になっている 。良い環境を創り長く使い続けるために、ライフサイ

クルからの建物完成後フォローの重要性が認識され、 BE MSや

LCComなどの環境マネー ジメント手法が求められているのである。

センサー技術と設計への応用という点からも、こうしたH寺代背景

を理解し、「建築のライフサイクル性能を測る」ためのセンシング

技術と、それを活用するシステムを考えなければならない。

( ゃまだ ゅうそう 綜式会社' V; ) 地築設計事務ifr大阪事務所設備部部長)



各言論. 建築とセンサー 2

住宅とセンサー

- 2棟の実験住宅における設計例 -

吉 田 博 之

「住宅をささえるセンサーJ といきたいところだが、あまりピ ン

とこない方も多いのではないだろうか。すぐに思い浮かぶのは玄関

のセンサー! 被明であるが、考えてみると給湯器の温度調整、自動給

湯、便座の着座スイッチなどあらゆる機器にセンサ ーが内蔵されて

いる 。にもかかわらず意識されていないのは、住宅の設計にあまり

絡まないからだろう 。すなわち、「センサー付ーき OOJ ではあって

も、「センサー付き住宅J ではないからだ。

センサー付き住宅というと、各部に組み込まれたセンサーにより

家全体が自動的に管理されるというイメージを持たれるだろう 。確

かに未来的なのだが、そうした住宅が必ずしも適当かどうかは疑問

である 。不特定多数が使う施設設計とは遣い、個人の生活の場であ

る住宅においては、センサーの活用方法についても違った切り口が

必要で・あろう 。

大和ハウス工業総合技術研究所では、研究活動の一環として数棟

の実験住宅を建設している 。中には家庭内の様々な設備機器をネ ッ

トワーク制御するシステムを組み込んで、おり、携帯電話を使って家

の操作ができる 11 T 住宅j として紹介される乙とも多い。

しかし本来の目的はユーザーの好みや身体状況、置かれている状

況に合わせて最適なインターフェース( 操作方法) を選択できるよ

うにするという点にある 。それを実現するために、住宅内の設備機

器の操作系と動作系を分離し、それぞれをオープンな規絡で統合

( インテグレート) するととを提案した。

以下にその設計例を紹介しながら、住宅とセンサーの関係につい

て考えてみたい。

「快適創造空間の家J

「快適創造空間の家J (写真 1 ) は2000年 1 月に竣工した実験住

写真 1 r快適創造空間の家j リビング

宅である 。長期利用、環境配慮、アメニテ ィーの コンセプトに基づ

いた様々な提案が盛り込まれているが、共通しているのは「可変性J

を重視している点である 。大空間を必要に応じてパーティションで

仕切るオー プンなプランニング、フルオ ープンサ ッシや外装仕上げ

材を採用した半屋外空間など、ライフステージやシーンに合わせて

使p 方を変えられるよう設計されている 。

可変性を重視したプランニングであれば、当然内部の家具や設備

機器についても同線の性能が求められる 。附仕切り収納家具( 写真

2 ) はもとより、キッチンや洗而もワンタッチ接続でき る給排水コ

ンセント( 写真 3 ) を採用して可変性を満足させている。

写真 2 間仕切り収納家具 写真 3 給排水コンセント

ここで問題になるのが照明などのスイッチ類の扱いで、ある 。壁が

移動するというととは、それに付随してスイッチの位置も可変しな

くてはならない。そこで冒頭に述べた操作系と動作系の分離という

考え方をしたわけだが、可変性という切り口でいけばごく自然な流

れなのである 。

具体的には、照明器具や玄関鎚、エア コンなどの設備機器につい

て、 制御リレーやホームオートメーション ( H A) 規格に準じたア

ダプタを 聞に入れることで屯気的にHjll 御するシステムを採用した。

操作命令はワイヤレスのリモコンスイッチなどから行うため、スイ

ッチが壁に固定さ

れている必要はな
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号として伝達され( 写真 4 ) 、決めら れた手順( シーケンス) に沿

って照明器具や電動窓、 警報装置などを作動させる 。これによって、

例えば外出モード設定時に センサーが反応すると、 警報や照明を点

灯させた上で携帯電話に異常を通知するといった複合動作を実現す

ることができる 。

しかし乙れだけでは従来のホームオートメーションと変わりがな

い。一歩進めて、使う人の好みや身体状況に合わせて機能を可変で

きるスイッチはできないかと考えた。例えば、若者には意匠性を重

視した表示、お年寄りには大きな文字で単機能な表示といった具合

である 。

これを実現させるための手段として、 WebブF ラウザに着目した。

Webフe ラウザでは文字や画像を組み合わせて表示できるほか、リン

ク機能を使って階層型のメニューを簡単に構成できる 。そこで市販

のデータペースソフトを使って設備機器を制御するプログラムを試

作 ( 図 1 ) してみた。ほどなく l モードがサービスを開始し携帯電

話経由での操作が可能となったが、あくまで主眼は住宅内のインタ

ーフェースを統合することにあった。外出先から携帯電話で機器を

操作するという 一般的なイメージとは逆の発想だったのである 。

.凪'"

... .. .. 
e・ヲWマー， ..t 

。M・酬刷。

震
醐
町

図， We b  による操作画面

写真 5 階段踊り場の害斎テーフル
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ただ、こうした制御機器を満載

すると、どうしても機械じかけの

住宅になりがちである 。そ乙で、

「快適創造空間の家」では、 セン

サーや制御装置もインテリアの一

部として、家具や建材と 一体化さ 写真 7 液晶ディスプレー

せた設計を試みた。シーケンサーを収納している階段踊り場は情報

パイプシャフ 卜として家中の配線が集中しており、ス ライド式の書

棚を開けると( 写真 5 ) 機器類のメンテナンスができるようになって

いる 。また、センサ一類は、検知部と接点出力のみの小型のものを

試作し、ダウンライト脇に設置した( 写真 6 ) 。センサーだけで数

十個あるので、通常のものでは非常に見苦しい状態になってしまう 。

情報機器についても同様で、 T V兼用の液品ディスプレー( 写真

7) はキッチンに組み、必要に応じて取り出して使えるよう設計し

た。ネットワークを通じて宅内の設備機器をコントロールすること

ができるほか、音楽や T V録画のデータを再生する家電機器として

も活用できる 。

「生涯いきいき生活の家J

隣接して建てられている「生涯いきいき生活の家J は、 94年に高

歯儲対応住宅として建設された後、 2000年11月に改装された。ひと

昔前は高齢者配慮と介護設計が混同されがちであったが、最近では、

お金にも H寺聞にも余裕がある活動的な世代というイメージが定着し

てきている 。

そこで改装にあたっては家族や地域コミュニティーとの繋がりを

重視し、「誰 もが公平に使うことができる 」といったユニバーサル

デザインの考え方をベースにおいた。玄関の上がり程自体をなくし

土足のまま気軽に入り込める現代版の土間空間( 写真 8 ) は、可動

写真 8 r生涯いきいき生活の家J ，階土間空間



式の畳コーナーや天然木のテーブルと合わせて家族や近隣の人々と

のコミュニケーションの場として提案している 。

とうしたユニパーサルデザインという切り口からも、操作系と動

作系を分離しておくことは有効で、あろう 。壁スイッチはもちろん、

タッチセンサーや近接センサ一、音声認識など、その人の身体状況

にあ った様々な操作方法を拙共できるからである 。

「生涯いきいき生活の家J には壁スイ ッチは設置されているもの

の、電源、を直接入切するものではなく、接点信号をシーケンサーに

送る装置として機能している 。すべてのスイ ッチは 2連で統一 され

ており、どの部屋においても上を押すと各部屋の照明が一斉点灯、

下を抑すと消灯するようにな っている 。またスイ ッチを押す回数に

より個別の照明の操作も可能で、電動スクリーンやシャ ッタ 一雨戸

と組み合わせてホームシアターモードにワンタッチで切り替えるこ

ともできる 。

現状は一般的な壁スイ ッチだが、これを近接センサーやタッチセ

ンサーに変更する ことは容易である 。以前、 音声でT Vのチャンネ

ルを替えてくれるおもち ゃがあ ったが、その信号を使ってシーケン

サーに命令を送り照明を操作するということもや ってみた。ぺッ ト

ロボッ トに組み込めば 「お手伝いロボ ッ トJ ということになるのだ

ろうか。

宅内の設備機器をネットワーク

以上 2 椋で試作したシステムを機能別に表現すると 図 2 のように

なる 。できる限り市販品を流用することで、当時の技術で実現可能

な住宅として計画した。図でわかるように、住宅内の設備機器はす

べてシーケンサ ーを経由してコ ントロールされている 。それに対し

て信号を与えているものが壁スイ ッチかセンサーかの遣いがあるだ

けだ。これはインターネ ッ ト経由での操作についても同じで、携帯

操作系 制御装置
動作系

日
11 制御線

センサー類

11 制御線

日孟コ

リモコン

図2 システム構成図

電話をある種の センサーと理解してもらってもよい。

写真 9

/ ' I ソコンに

よる設定画面

実際はそれそ守れの機器が独自の通信を行っているので、その聞の

橋渡しもシーケ ンサーが担当 している 。例えば音声認識リモ コンで

照明を操作するとい った場合、リモコンからの赤外線信号を受けた

シーケンサーが照明のリレー( 電源をON/ OF F - する装置) に電気的

な信号に変換して伝達する 。パ ソコンの画面上( 写真 9 ) で設定を

型き換えることができるようになっているので、ある程度の知識が

ある人なら自身の生活パタ ーンに合わせた制御プログラムを作成す

ることができるだろう 。

ユーザーインターフエースとしてのセンサー

家庭内におけるセンサーは、住まい手と住宅を結ぶインターフェ

ースの一部である 。“機械に管理される " と考えるのではなく、自

分の意志を伝える道具として、あるいは目や耳などの感覚器官を補

助する道具として積極的に活用していくべきだろう 。

そのためにはセンサー単独で、はなく、住宅全体を一つのシステム

として捉える乙とが重要である 。セキュリテ ィーや省エネなどの

個々のシステムで完結させるのではなく、互いを連携させ最適化さ

せていくべきだろう 。

現在こうした家庭内のネットワークを簡単に構成できるよう、

様々な規格が提案されている 。既築住宅にも対応できるよう屯灯線

や無線による制御を中心としており、新たな配線工事をしなくても

よいのが特徴だ。ただそれらが普及するととによ って住宅の設計が

不要になるという訳ではないだろう 。むしろ専門知識が不要になる

分、住宅のプランニングの一部として機器をコーディネー卜してい

く必要が出てくるのではないだろうか。

センサーによる制御というと難しそうに感じるが、住宅の場合、

窓や照明といった比較的単純な機器の組み合わせである 。先入観を

持たずに、住宅設計の一部として取り組んで、いって欲しい。

( よしだ ひろゆき 大和ハウス工業株式会社総合技術研究所)
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各言論 . セ ン サ ー 探 訪 オ

空調設備で活躍する最先端のセンサー

森 田

室内の温熱環境を居住空間にふさわしいものとして保つために、

以前から、温度、湿度を計測 ・制御対象として扱ってきた。その大

勢は現在でも変わっていない。 しかしながら、室の渦熱環境の快適

性を保とうとした場合、必ずしもこれら二要素を計測制御すれば済

むとはいえない。例えば、近年では特に、採光目的などから、窓面

積の広いデザインが多用され、窓からの輔射影響をうまく 言|測し、

制御に加味する必要性が高ま ってきている 。また、 室内の温熱環境

に加え、空気質についても関心が高まり、 CO、C02、粉塵、 臭気

等の計測・制御が広く 一般的に行われるようにな った。これらの制

御のために、それぞれの物理量 を計測するセンサーはその需要の広

がりにより、日々技術的進歩を続けており、興味が尽きない。

本稿では乙れらの要素のうち、温度、湿度に続き、室内環境計

測・制御センサーとして近年よく使われる、放射温度計測と制御、

C02計測と制御に焦点、を当てて紹介する 。

放射温度計測とその影響を加昧した温度制御

窓面付近の温熱環境は季節、天候等の変化により刻々と変化をす

る。窓はまさしく室内温熱環境にと って、外界の温熱変化を伝える

窓とな っている 。窓面付近の漏熱環境は、時間的変動が激しいこと

が特徴として挙げられ、 一義的な季節ごとの温度設定値では、その

温熱環境を快適に保つことは難しい。このため、この環境変化を支

配している窓面よりの放射( 熱) を計測uし制御に加味することが行

われるようになった。乙れは、すでにその室内壁の非常に多くの部

分が窓面で構成されている自動車室内空調では、標準にな っている 。

窓面の放射は入射光と同等に窓を通過すると直感的にはとらえられ

がちであるが、 一般的に建物の窓に使用されるガラスには赤外線吸

収効果があり、可視光外の放射を直接透過するととはない。むしろ、

赤外線のl吸収により温度変化する窓ガラス自体の放射によるところ

が大きい。従って、放射温度を計測する場合、センサーは窓面を被

計測物とする 。

具体的事例を以下に述べる 。

放射温度センサー

放射温度の言卜測は、 学術的には黒

体で行われる 。 しかしながら、実際

の室内においては意匠、スペース等

の諜題より 、黒体を設置することは

難しい。そこで、 図 1のような、天

井面に取り付け一定の計測角度を持

ち特定範囲の放射渦度を計測するセ
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図 1 放射温度セ ンサー

暖

ンサーが開発された 0

. センサ一計測原理

センサ一計測部にはサーモパイj レが採用されている 。サーモパイ

ルとは、表面に高密度に熱電対が埋め込まれており、放射温度の影

響による表面温度変化をとらえるものである 。放射温度とは、赤外

線放射の乙とであり、サーモパイルはこの赤外波長のみを検出する

ようにフィルタリングをする必要がある 。赤外線透過フィルタを介

して得たサーモパイルへの放射はアナログ信号に変換され、センサ

- It 丈!となる 。

・室内温度設定値変更

図 2 のように設置されたセンサーによる出力値と室内温度設定値

( 制御温度) との差分に応じて、室内祖度設定値の変更を行う 。設

定値と放射温度との差 と設定値の関係式( 図 3 ) は放射溜直センサ

ーの設置場所( 言|測面との距離、角度等) 、被計測面の放射率等個

別に検討する要素を含んでいる 。

放射温度を加I床した制御は、放射量を直接計測するため、非常に

センサ一応答性が速く、設定値変更

にこれを用いることで、 制御出力結

果も温度制御ループのフィードパ ッ

ク系に比し速い特長を持つ。

ベリメータ

室内温度設定補正値

図 2 放射温度セ ンサー

¥ 設置例

|  、、 (初期値一 0.17)

ot : 卜一一 十一一一一一- -

一1.7t: I一一 ト一一一一一一| 一一一一一一一

- 1 0t: ot: 10t: 

放射渇度一室内温度設定

図 3 設定値と放射温度差と設定値補正の関係式例

関心の高まる空気質制御と先端C02センサー

温熱環境とともに、空調設備は室内空気質環境の維持も重要な目

的であることは言 うまでもない。特に管理が必要とされる室のC02

濃度を計測するセンサーも 、近年は小型化、低価格化がすすみ、使

いやすくなっている 。

C02センサーによる室内C02濃度計測によ って、安全係数を加昧



したなりゆきで、行っていた外気導入がコントロール可能となり、適

正な外気量取り入れによる快適性と安全、省エネのバランスを適正

に保つ制御が実現する 。

C02センサーの種類と原理

C02濃度を計測する方法としては、赤外線l吸収法方式と国体電解

質方式が代表的である 。

・赤外線吸収法方式

気体の分子は、その分子構造により特定のスペクトル領域の光を

吸収する 。すなわち、ある気体の分子に光を通過させると、その分

子種特有の吸収スペクトルの光を l吸収し、光は弱まる。

また、その吸収量は被官1'11111ガスを決められた光路に満たし、光路

を通過する前の光の強度を 10とし、後の光の強度を l dとした場合、

l d  =  10  e-cds  (Beerの法則)

(c : ガス濃度、 d: 光路( 光源の通過長)、 5: 特有の定数)

の関係で表す乙とができる 。dや10 ( 濃度ゼロ < c  = 0> のガス

〈ゼロガス〉通過時の光の強度) 、 5 ( 既知の濃度のガス〈スパンガ

ス>) は一意に定まるので、 C02のI吸収スペクトル (4.25μm) にお

いてl dを計測することで、ガスのC02濃度を計測で‘ きる。

図 4 に、典型的な赤外線l吸収法の図を示す。

o i -
赤外線ディテクタ

2

 

0

 

「
b

a-------

1  1  1  光学フィルタ

図 4 赤外線吸収法の例 斗 之さ とさ

なお本方式は、光源 ・検出部の劣化や汚れにより sや10がず、れて

しまうため、一般的には定期的にゼロガス ・スパンガスによる校正

が必要となる 。ただし、近年の技術革新により、この校正周期はか

つての数カ月単位から数年単位へと進歩してきており、 以前と 比べ

てますます実用性の高いものとなってきている 。

・固体電解質方式

センサー索子に固体電解質を用いた方式である 。

固体電解質は、イオン導電率が大きく電子導電率が小 さな固体材

料で、金属酸化物などが一般的である 。これをヒータ一等で加熱す

ると、雰囲気ガス濃度に応じてその電位が変化する 。団体電解質の

参照極

(外部空気と媛しない)

NASI CON 

- ヒーターにより加熱す

ることで、周図のC 02

濃度とバランスをとる

ように電位が発生する

。

そのため、作用樋ー参

ひ照極聞に電位差が生じ

る。これを利用して 、

C02濃度を検出する

金電極ー

ガラス ーー

炭酸リチウム

作用僅 (外部空気と接する)

図 5 固体電解質の例

一面を雰囲気ガスから遮断( 参照極) し、 他面を雰囲気ガスにさら

し( 作用極) 加熱すると、雰囲気ガスの猫宣にあわせて両極間に電

位差が発生する 。そこで、 C02濃度に対し選択性がある固体電解質

を用いれば、 C02濃度のみの測定が可能となる 。これが本方式の計

測原理である 。

実|摩例を図 5 に紹介する 。本例は、団体電解質の両面に金電極を

形成し、さらに一方の電極には炭酸リチウム層を形成して作用極と

している 。他方の電極には白金ヒーターを形成したアルミナ基板を

取り 付け、側面をガラスぺース卜によりシールすることで参照極と

している 。 ヒーターには一定の直流電圧の印加により加熱して作動

させ、作用極一参照極聞に発生する起電力を高入力インピーダンス

の電圧計を用いて計測する 。

なお本方式は、感度はほとんど初期の状態を維持するものの、特

に湿度の影塑: を受けて絶対値がシフトしてしまう特性を有してい

る。そのため、絶対値確保のための言|淑11値の補正が必要となる 。

( もりた だん 111武ピル システム抹式会社of
鈎原事業所プロ ダク ト1) 日発郎)
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照明設備におけるセンサーの活躍

後 久 冗

近年、地球環境保全に向けた省エネルギー要求が高まっているに

もかかわらず、わが国のエネルギー消費の増加傾向に歯止めがかか

らず、今後も噌加するものと予測されるため、省エネルギ一法を再

度改定し、省エネルギー対策の強化 ・促進を図ろうとしている 。

このような情勢下、ビルや工場などにおける電力使用量の約1/3

を占める照明設備の省エネルギ一対策・が一層重要な謀題となってい

る。その中、必要なH寺のみ自動的に l=!賢明器具を点灯させ、無駄な電

気を削減できるセンサーを組み込んだ電気設備が普及しつつある。

ここでは、電気設備に使用されているセンサーの基本技術と、そ

の商品展開を述べる 。

人体検知センサーの種類

人を検知するセンサーは、熱線式と呼ばれる熱の変化を感じるタ

イプのセンサ一、測距式と H平ばれ、近赤外線を投射しその反射光に

より人までの距離を測り検知するタイプ、光量式と呼ばれ、近赤外

線を投射しその反射光の大小にて検知するタイプのセンサーがあ

る。その検知原理から、熱線式は広範囲な検知に適し、測距式 ・光

量式は狭い範囲の検知に適する 。そのため、広範囲に検知でき、低

価格な熱線式が照明設備に一般的に使用される 。

熱線式は焦電型赤外線 (PI R :  Passive Infrared) 方式の人体検知

センサーである 。

熱線式センサーの基本技術

熱線とは赤外線のことであり、人聞をはじめとする生物であれ、

机とい った無生物であれ、絶対零度( 約一273

0

C) より高い物体は

その温度に応じて赤外線を lp直射する( 図 1 ) 。人間の体温は約36

0

C

(約300K) であるから、人体表面からピーク波長約10μ mの赤外線

をip直射する 。

熱線式センサーは赤外

線を集光する光学系、赤

外線検出素子、アンプ

( 増幅器) 、コンパレータ

( 比較器) 、タイマ回路、

負荷制御回路( リレ一等)

で椛成される( 図 2 ) 。

光学系として、所定エリ

ア内の赤外線を集光する

ために複数のレンズから

なるマルチレンズが用い

10・

モ
10・

=ぇ

モ

3': 

性照主王軍主耳

10・

波 長 ( μ m)

られ、人のわずかな動き 図1 物体温度と轄射エネルギーの波長分布
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図2 熱線式センサーの基本構成
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〈標準 型イプ〉

図 4 NaPi On (超小型人体検知) センサー

の検知を可能にし、存在検知に近い機能を持つ。また、人体からの

輯射赤外線を効率よく検知させるため 5 - 7 μ mより長波長側のみ

を透過させるフィルターを用いる 。赤外線受光素子には焦電素子を

使用する 。この素子は自発分極していて常に電荷が帯電しているが、

熱的に平衡状態の11寺は出力が出ない。乙乙に赤外光が入射すると素

子表面の滑L度が変化するため均衡が崩れ、この非均衡分の電荷を電

圧変化として取り出し動作する 。その時、熱源( 人体) の移動があ

ったH寺に検知され、数秒後に無検知状態になり、 OFFとなる 。 ζ の

ままでは、最終出力が頻繁にON/ OFFを繰り返すため、タイマに

よる遅延H寺聞を設け最終出力がOFF'-するのを遅らせ、人の短時間の

静止状態での消灯も防止している 。図 3 に検知タイムチャートを示

す。

近年、光学系 ・赤外線検出素子 ・アンプ ・コンパレータ部を高密

度に実装した i NaPi On センサー J (図 4) が開発され、従来品より

大幅に小型化 し、センサー付ーき商品の展開に貢献している 。



表 1 熱線センサーイ寸き自動スイ ッチ一覧

E 建物用途| 事務所学校公共施設| マンション

建物内部位 | トイレ廊下ロッカ ー倉庫| ロビーメー崎| 内玄関

設 置 場 所 | 天ヂl' 1  壁

商品外観

〈伝送ユニット) ( 年間タイマユニット〉

図 6 伝送ユニットと年間タイマユニ ットの外観

定格 A C100/ 200V 8A A C100V  3A( 2A， 1A)  

には、熱線式センサーを機能させずに照明を

点灯させたままにするなどの使用目的に合わ

せた最適制御が可能となる 。この多重伝送式

付加機能 l

|広角検知l 換気扇迷動負荷地設

子器接続数 6台( 子緑地設可能) 2台

〈高感度検知エリア付き〉

図 5 高感度検知エリア・広角検知エリア

熱線式センサー付き配線器具の展開

照明設備は、ランプを含めた照明器具と電源を入/ 切する配線器

具の 2つの要素から構成される 。

熱線センサー付き配線器具は、様々な場所で使用できる商品( 表

1  ) が揃いつつある 。事務所 ・学校等のトイレ ・廊下で使用する場

合、従来、負荷接続容量が 3Aと小さく、マグネットを介して照明

を入/ 切していたが、容量が 8 Aまで対応できる商品が開発されて

いる 。また、熱線式センサーには明るさセンサーも内蔵しており、

明るい場所で人を検知しでも照明が点灯しないように配慮、されてい

る。換気扇と連動もでき、照明より遅れて換気扇OF下が可能である 。

さらに、同一場所内のl OOV ' 200V照明器具の同時入/ 切も可能で、

ある 。一方で、はレンズ設計 ・加工技術の進展により、 トイレ等で人

の動きが少ない場合でも極力消灯しないように配慮、した高感度検知

タイプ、廊下等の広いエリア用に広角検知タイプもある( 図 5 )。

熱線式センサーは、多重伝送式の照明制御システムと組み合わせ

ても使用される 。この場合は、人通りの多い、また、営業時間帯等

トイレ配置例 ・試算条件

熱線センサ( 親器) ・利用人数約35名

J ・ 7 ・利用時間及び時間帯。 15. 5時間(7: 00- 22: 30)

・熱線センサー遅延時間

3 分設定(6時間点灯 。4 4回点滅)

- 照日月器具ツイン2 7 Wx 5台/ 2 0 W蛍光灯1灯用 x 1台

・年間稼働時間 250日

黙線センサ( 子器) ・電気料金単価 23円/ k Wh

ご|圃熱線センサーを導入しない場合

目 (31Wx 5+22Wx  1台 )x 15. 5時間 x250日x 23円/ kWh I省

ノ I I  

ク| 年間電気代 15，800円一一- - - - - ， I  ｾ＠
コ| ・熱線センサーを導入した場合 1  1約

1  -:-: . . . - . .  - . . . - . - . . - 1 161 

ト1 (31 wx 5 + 2 2 Wx  1台)x 6時間 x250日x 23円/ kWh 1  1 % 

量 | 年間電気代 6 ，100円 4 一一 」

図 7 トイレでの省エネ試算例

お出迎え

2台

( フル 2線式リモ コン) で使用する伝送ユニ ッ トと年間 タイマユニ

ットの外観を図 6 に示す。

なお、当社事務所のトイレに熱線式センサー付き配線器具( 遅れ

時間 3分) を設置し、実測したところ、常時点灯と比べ、約39%の

点灯となり、省エネ率は61%にも上った。使用場所・条件により異

なるが、熱線センサー付き配線器具を設置することにより、大幅な

省エネが可能である( 図 7) 。

熱線式センサー付き照明器具の展開

オフィス照明は省エネ照明器具として開発されたHf 蛍光灯照明器

具が主流となりつつある 。Hf 蛍光灯照明器具には電子安定器( イン

バータ) が使用されており、熱線センサーや明るさセンサーを内蔵し、

調光を行える照明器具が普及している 。その特長は、必要な明かり

( 光量) を自動的に コントロールし、必要のない照明や過剰な照明を

カットする 。最適な明かりを確保しながら、無駄な電力の消費を削減

すると同時に、ランニングコストの大幅な低減が可能となる 。

センサー付き照明器具を大別すると、人の動きを検知して自動

ON/ OFFする タイプ、人の動きを検知 して自動調光する タイプ、

外光の明るさを検知して自動調光するタイプ( 初期照度補正 ・明る

さ一定制御) 、人の動き ・外光の明るさを検知して自動調光す るタ

イプ( 初期照度補正 ・明るさ 一定制御) 等がある( 表 2 ) 。使用場

所・使用目的に合わせた商品の選択が可能で、ある 。

表 2 センサー付き照明器具一覧表

建物用途 事務所学校公共施設工場等

建物内部位 化粧室ロ ッカー給湯室 廊下 執務室 在府の少立い執務室

商品外観 ｾ ｾ Ｚ ＯｾＭ ｾ＠ ーー '  

csユ熱線J 詰ι 込二』 U到五さセ み!t 一

シンプルセルコンN セJレコンセノT

セJレコンセ11 セルコンセノT

対応商品 セj レコンセノT

シンプルcセomルpコacンtNNTT  compac凶 compac仏N
compactl  

内蔵センサー 熱線センサー 熱線センサー l明るさセンサー 熱線 lif lるさセンサー

機能 ON/ OFF 

100百点灯/25(50) 覧
初l明るさ一制定

初不lm1在るUI!時さ!日度一減補定光正

点灯 期限度正

*  

今や電気設備における省エネは、 センサー付き配線器具、または

センサー付き照明器具を使用する乙とにより、さらには多重伝送式

照明制御lシステムと組み合わせることにより効果的に行える 。 しか

し、まだまだセンサーの設置場所も多様にあり、それぞれの場所に

最適な センサー付き商品の開発が今後とも必要である 。

( ごきゅう はじむ松下氾工妹式会社配線器具事業部市場開発グループ)
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1967年初めてのシャワートイレ( 温水洗浄便座) が発売されて以

来、年々快適性と清潔性が向上し、普及率も47.1% (H14年 3 月内

閣府消費動向調査結果、 図 1 ) と、約半数の家庭で使用されるよう

にな ってきている 。普及率の上昇 とともに商品も多様化してきてお

り、多機能商品では便フタの自動開聞や自動洗浄等の機能がついた

フルオートで動作するものもある 。このような多機能商品において

は、人体を検出するセ ンサーや温度センサーなど多種多様なセンサ

ーが活用されている 。

ここでは、便器前の人体を検出するセンサーとして赤外線を利用

した調ｾ距方式のマンセンサ一、及び便座への 着 座を検出する静電容

量式の着座センサーについて触れる 。
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センサーと連動した多機能温水洗浄便座

高 羽 利 明
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人までの距離L =f xφ/x

図2 測距の原理

L:  f =d:  x  

.・ . L=f>くd/ x

f， dは既知の値であり、位置x を測定することで簡単に距離L を

求める乙とができる 。また、対象物がA点から B点に移動すると、

受光素子 P S D上の位置も C点から D点に移動する 。すなわちA点と

B点、の聞の対象物を検出 しようとする場合、 受光素子上のC点と D

点の聞にス ポッ ト光があるかを検出すればよいことになる 。

実際には、光学的な位置情報は受光素子 P S Dにより、スポ ッ ト

光の位置に比例 した電気信号( 光電流I " I z ) に変換される 。光電

流I，、I z はそれぞれ増幅器 l 、 2 により対数増幅された後、 差分を

演算し、基準レベルとの比較により検知/ 非検知の判断を行ってい

る ( 図 3 )。

マンセンサー

流電光

円

八

V

図 1 温水洗浄便座の普及率 内ISI府 iJ'i 資動向調査

マンセンサーとは、 トイレルーム内に人が入り、便器前に立っ た

ことを検知するセンサー( 写真 1 ) である 。

マンセンサーには、赤外線を利用 した光学測距方式を採用してい

る。光学測距方式とは発光部と受光部とを分離し、受光部に投影さ

れる像の位置で対象物までの距離を求める 三角測量を応用した方式

である 。発光部には赤外発光ダイオードを使用し、発光レ ンズを通

してビーム光を照射する 。対象物にあた ったビーム光は受光レンズ

を通して受光素子 PS D (Posi ti on  Sensiti ve Det ect or : 位置検

出素子) にスポ ッ ト光として投影される 。測距の原理を図 2 に示す。

対象物( 人) までの距離L は、レンズ問距離を d、受光レンズか

ら投影された像の

位置( 受光素子)

までの距離を f 、

受光レンズ中央か

ら投影さ れた像ま

での位置 をx とす

ると、以下の関係

が成り立つ。
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= Iog(  /1/ / 2)  

/ ，バ 2

光のスポット位置により

/ ' / / 2が変化する

スポット位置

図3 測距センサ一回路ブロ ック図

光学測距センサーは、赤外線を使った他のセンサーに比べ、

①対象物の反射率への依存度が低い。

②動かない対象物でも検出可能。

の特徴がある 。写真 1 センサー外観



着座センサー

かつて温水洗清司更座には、着座センサーは搭載されていなかった。

便座に座らないで、おしり洗浄ボタンを操作すれば衣服だけでなく、

トイレルームの天井にまで被害は及ぶ( 洗浄水のl噴出高さは最大で

3 m近p ) 。そんな被害を未然に防ぐため、着座センサーは搭載さ

れている 。

着座センサーにはいくつかの方式があるが、ここで、は静電容量方

式について説明をする 。静電容量方式とは、 図 4 のように、便座内

にある電極と人体で形成されるコンデンサ一成分( 静電容量) を電

気的に検出する方式である 。

/  

図4 静電容量式着座センサー

図5 着座センサ一回路ブロ ック図

コントロール基板内には、 図 5 に示す着座検知回路が内蔵されて

いる 。便座に人が着座すると、便座内に組み込んだ電極と人体によ

りコンデンサーが形成され、パルス発信回路から出力される波形A

のパルス l隔が変化する 。比 l佼回路により基準パルス発信回路からの

出力波形Bと比i絞し規定値以上の変化があった場合、着座と判断す

る。

センサーの活用

マンセンサ一、着座センサーからの検知信号と連動することで、

写真 2 のようにフルオー 卜動作するシャワートイレが実現する 。実

使用場面にそ って動作をみていくと、

① トイレのドアを開けて便器の前に立つ。

②マンセンサーが人体を検出すると、自動的に便フタが聞く 。同時

に脱臭ファンが動き出す。

③便座に着座すると、おしり洗浄、ビデ洗浄、温風乾燥などの使用

が可能になる( リモコン操作) 。

@ 使用後便座から立ち上がると、自動で便器洗、海を開始( 着座時間

によって大、小を自動判別) 。

⑤ 自動で便フタが閉じる 。

といった具合に、便座に座る以外はトイレに触れる必要がなく、お

年寄りや腰をかがめるのがつらい方にも楽に使用できるようなユニ

ノTーサルデザインになっている 。乙れら機能のほかにも、夜中に目

を覚ましたときに主照明をつけなくても用便可能な白色I EDを応用

した足元、便鉢照明や、着座と同時に便座ヒーターをOF下にし長時

間使用した場合の低温やけどを防ぐ機能などもマンセンサーや着座

センサーと連動している 。

-・-

写真 2 タンクレス シャワートイレ [" sati sJ  

おわりに

ここにあげたセンサ一以外にも、各種温度センサ一、位置検出セ

ンサーなど多くのセンサーが内蔵されており、快適性、安全性の向

上に大きく寄与している 。

トイレは年齢を問わず使用する機器であり、ユニバーサルデザイ

ンが望まれる商品である 。今後もさらなる快適空間を目指して商品

開発に取り組んでいきたい。

( たかば としあき 妹式会社 I NA X設備営業部設倣商品開発室)
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エレベーターのセンシング技術

小 松 理 / 小 浦 邦 和

エレベーターは、ビル内の縦の交通手段として子供から高齢者ま

で不特定多数の人が利用する輸送設備である 。そのため、誰もが安

心して利用でき、しかも快適な移動空間を摺其することが必要であ

る。その重要な役割を担っているものの一つにセンシング技術があ

る。

なかでも、エレベーターと乗客とのインタフェースにあたるドア

周辺は、様々なセンシング技術が適用されている 。例えば、人体な

どが触れると作動してドアを反転させるセーフティシューをはじ

め、非接触方式のドアセンサーにより、乗客 ・障害物を感知する 。

そして、閉じかけたドアをすみやかに反転させるとともに、ドアを

開いたままの状態に保持し、スムーズな乗客の乗り降りを可能とし

ている 。 ドア周辺で使用される主な センシング技術を表 1 に示す。

また、 三菱電機は近年の多様な社会ニーズに対し、より 一層の利

便性 ・サービス性の充実を目的とし、新たにインテリ ジェン トドア

システム、「マルチビームドアセンサーJ 、気配りドアを開発した。

本稿では、乙れらドア周辺の最新のセンシング技術を紹介する 。

表 1 ドア周辺のセン シンク

機能

インテリジェント

ドア質量検出

ドア

新センシング技術

マルチビームドア 多‘1411赤外線ビーム に よ る 乗 客 障 害物

センサ の非核削! 検出

気配りドア

赤外線ビームの投光受光による戸袋

付近の乗客 隊 筈 物 の 検出

セーファィシュー 接触シューによる乗客障害物の検出

ドアロード・ ドアに加わる過負荷検出による乗客 ・

ディテクタ 障害物の検出

以前から用いられ

光包装置

赤外線ビームの投光 受光による乗

ているセンシング
客・隊害物の非接触検出

技術

超音波ドアセンサー

超音波の送受信による釆客障害物の

ｾｉＧ 接触検出

エレクトロニ ック ー 出入り口の静電気容量変化による乗

ドア セーフ ティ 客相摺物の非接触検出

新センシング技術

. インテリジェントドア

エレベータードアには、より高い安心の提供と快適性の実現が要

求される 。

高い安心の提供には、 ドアに加わる過負荷をよりばらつきなく高

い感度で検出し、より安定したドア開聞が必要であり、快適性の実

現には、ドア開聞による待ち時間の短縮と迅速かつ静粛で、なめらか

なドア開閉制御を行い、エレベーターの輸送効率を向上させること

が必要である 。

特に、ホテル等では意匠的な客先要求などで、乗り場側のドア質

量が階床によ って大きく異なる場合がある 。そのため、各階床ごと
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のドア質量を同定し、質量に応じたドア開閉力と開閉速度が要求さ

れる 。

1. ドア質量同定のためのセンシング

「インテリジェントドアJ は、各階床ごとのドア質量を同定し、

同定質量に応じたドア開閉速度とドア開閉力をオートチューニング

する 。

< ドア質量同定のセンシング方法>

ドアの運動方程式として、式( 1  ) に示す近似式を仮定する O

F N=M. A N+ B . ……・… …・( 1)

ここで、 F N: ドアに働く駆動力

M : ドア質量

刈V : ドアの加速度

B: その他摩擦力など

式( 1 ) において、ドアに働く駆動力とドアの加速度の時系列デー

タを、ドア開閉時のモータトルク指令値と速度検出器からのモータ

速度帰還値とから計測し、近似式の傾きすなわちドア質量Mを導き

出す(図， )。

駆動力

加速度

+  

図 1 加速度ー駆動力

各階床ごとのドア質量同定により、以下の効果が得られる 。

( ゆドアロード ・ディテクタの高感度化

ドア質量に応じた過負荷検出感度を設定することで、ごみ詰まり

や風圧などドアに加わる過負荷を、よりばらつきなく高い感度で検

出できる 。

( b ) ドア開閉時間の効率化

ドア質量に応じたドア開閉速度指令値を選択することで、迅速か

っ静粛でなめらかなドア開聞を実現し、エレベーターの輸送効率が

向上する 。

. マルチビームドアセンサー

エレベーターには、閉まりつつあるドアに人体などが触れると作

動してドアを反転させる セーフティシューをはじめとし、非接触検

出タイプの反転装置が準備されている 。ところが、各反転装置の検

出範囲は、かご側 または乗り場側のいずれか一方を主体としたもの



であるため、乗客のよりスムーズな乗り降りのために、セーフティ

シューと非接触式ドア反転装置を組み合わせていた。

今回、か ご側( 出入り口の垂直平面) および乗り場側の乗客など

を非接触で 3次元的に検出する「マルチビームドアセンサーJ を新

規開発した。

マルチビームドアセンサーの開発により従来の非接触ドアセンサー

の検出範囲を大幅に拡大し、エレベーターのサービス性を向上し、乗

客がより安心してエレベーターに乗り降りできるようになった。

図 2 にマルチビームドアセンサーのイメージ図を示す。
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図 2

マルチビーム

ドアセンサー

のイ メージ図

1. 構成

かご側( 出入り口の垂直平面) 検出用として、投光素子および受

光素子を厚さ 20mrnのセーフティシュー内部に約46mrn間隔で、出

入り口高さにわたり配置した。また、乗り場側検出用として投光素

子 ( LED) 、受光素子 ( PD) を乗り場側に向け、さらに釆容を確

実に検出できる ように投 ・受光素子を乗客の胴部付近を狙った向き

とした。エレベーターのかど上には投 ・受光素子を制御するコ ント

ローラを配置した。

2. 検出方式

出入り口の垂直平面を検出するために、多数の抜うt索子と受光素

子を所定のパターンで走査し( 走査による光ililbは最大194本) 、光利|

が遮光されると作動するようにした。

乗り場側を検出するための投光素子と受光素子も、同様に所定の

パターンで走査し( 走査による光軸は16本) 、乗客などで反射した

光が受光素子に入光すると作動するようにした。

. 気配りドア

従来のセンシング技術は、主として閉まりつつあるドアを反転さ

せる乙とが目的であったが、今回、聞きつつあるドアの動きをコン

トロールするためのセンシング技術として、「気配りドア」を開発

した。

ドアが聞く際に、 ドアの戸袋付近に近づく乗客の手や荷物などを

赤外線センサーにより感知し、ドアが聞くのをいったん停止させた

上で、その後ゆっくりと戸聞きさせる 。この動作により、戸聞き時

もよりきめ細やかな、人にやさしいドアのコントロールが可能にな

った。

図 3 に気配りドアの

イメージ図を示す。• 

図 3 気配り ドアのイ メージ図

1 . 構成

ドアの戸袋付近の下端に近赤外線ビームの投光索子、上板に受光

素子を配置した。中央から左右に分かれて聞くセンターオープン式

のドアの場合、左右両側の戸袋付近に、投光素子 ・受光素子を配置

した。

2. 検出方式

近赤外線ビームが遮断されることにより 、釆ー客を検出する 。

センターオープン式のドアの場合は、かご出入り口両側のいずれ

かの近赤外線ビームが遮断されると検出する 。

おわりに

エレベータードアの新センシングにより、顧客ニーズ・社会的ニ

ーズによりマッチした製品の市場投入ができたものと確信している 。

日進月歩で変化する社会情勢にフレキシブルに対応することはメ

ーカーの責務であり、今後とも技術開発に努め、この責務にこたえ

る所存である 。

三菱電機事正式会社稲沢製作所開発部管' 理システム開発i i ! l ! ¥

三菱電機株式会社稲沢製作所開発部管理システム開発諜 l

まさし

くにかず
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防災設備におけるセンサーの活躍

長 谷川晃 一

火災は思いがけないときに意外な場所で発生し、その様相は複雑

である 。加 えて近年の技術革新、社会の構造の変化は著しく、これ

により建築物の大規模化・高層化 ・複雑化が進み、われわれが予想、

もしない火災発生の危険性が潜在している 。

建築物における防災設備には警報設備、消火設備、避難設備や消

防隊が使用する設備など様々なものがあるが、防災設備の中心とな

るのは、火災の早期発見を目 的とする警報設備( 自動火災報知設備、

ガス漏れ火災警報設備、漏電火災警報器、非常警報設備) であり、

また、火災そのものを排除( 消火) する消火設備である 。

火災覚知設備の歴史

火災覚知設備の 1920年 空気管式差動分布型熱感知器の国産化を開

歴史を図 1 に示す。

始。最初に製糸工場に設置された

太平洋戦争前は

1936年 ニ十ニ間堂で火災が発生したが1 火災覚知

設備が作動し t 大事を未然に防止

感知器の重要性の
1948年

認知は低く、手動
1951 年 光電式分縦型タイプの煙慰知器が発表され

火災報知設備中心

る。 1954年に水力発電所に設置開始。そ

の後、イオン化式煙感知器，散乱光式煙感

であり 、感知器の

知器を実用化

設置場所は、官公

1960年頃 炎検知器の園内での開発着手。高速道路卜

ンネル向けに設置開始。その後，紫外近

庁、文化財 、大規

赤外。赤外等の波長帯域を利用した炎検知

器を実用化

模商業設備、工場

1961 年

または軍関係施設

などであった。終

1969年

戦後には、火災予

1987年頃 半導体技術の発達により 1 マイクロコンビ

防 の 意 識 が 高 ま
ユータ を感知器内部に組み入れることが

可能になり ，信頼性の向上が図られた

り、消防に関する

図 1 火災覚知設備の歴史

規格等が定められるようになった。

感知器の種類および設置場所

感知器で検出するのは現在、熱、煙、炎が主流であり、感知器を

大別すると熱感知器、煙感知器、炎感知器の 3種類にのほかに、

複数の感知器の動作原理を組み合わせた複合感知器もある) となる 。

熱感知器には、差動式スポッ ト型( l 局所の周囲温度上昇率が一

定の値を超えたとき動作) 、差動式分布型( 広範囲の周囲温度上昇率

が一定の値を超えたとき動作) 、定温式スポット型( 1局所の周囲温

度が一定以上になったときに動作) 等がある 。差動式スポ ッ ト型感

知器は、事務所、! 駐車場等の比較的温度変化が緩慢な場所に設置さ

れる 。差動式分布型感知器は、 美観を重視する文化財、和室または、

プラント工場 ・倉庫等に設置される 。定温式スポット型感知器は、

温度変化があり、高温になる厨房 ・ボイ ラ一室等に使用される 。
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燥感知器には、光電式スポット型( 光源から放射される光によっ

て煙粒子が散乱反射することを利用して周囲の空気が一定の濃度以

上の煙を含んだとき動作) 、光電式分離型( 送光部と受光部を分離

して設置し、受光量の減少を利用して周囲の空気が一定範囲の濃度

以上の煙を含んだとき動作) 、イオン化式スポ ット型( 煙の流入に

よるイオン電流の減少を利用して周囲の空気が一定の濃度以上の煙

を含んだとき動作) 等がある 。光電式スポ ット型煙感知器及びイオ

ン式スポット型煙感知器は、ホテルの客室 ・廊下 ・階段等に設置さ

れる 。光電式分離型感知器は、アトリウムや体育館、倉庫等の高天

井部分に設置される 。

炎感知器には、赤外線式( 赤外線検出素子を利用 し、炎から放射

される赤外線の変化が一定の量以上になったとき動作) 、紫外線式

( 紫外線検出素子を利用し、 炎から放射される紫外線の変化が一定

の量以上にな ったとき 動作) 等がある 。炎感知器は、高天井の空間

や、気流により熱や煙で火災をとらえにくい場所に設置さ れる。

感知器の種類( 分類) としては、このほか、火災情報信号を発信

するアナログ式感知器( 写真 1 ) や、自動制投機能付き のものもある 。

また、感知器の型式としては、非防水型/ 防水型、普通型/ 耐酸

型/ 耐アルカ リ型、非蓄積型/ 蓄積型等の種類( 分類) もある 。

赤外線 3波長式炎検知器

赤外線 3波長式炎検知器は、物が燃焼するときに発生する炎から

の放射エネルギー ( C0 2共鳴放射) をとらえる乙とにより、炎をと

もなう火災を速やかに検知するもので、炎を 3 つの波長帯 (4.0/4.4/

5.0μ m) で検出し、火災党知精度を高めるための火災判断アルゴリ

ズム( 計算手順、解法手順) を搭載し、非火災報の低減を図った信

頼性の高い炎検知器である 。

赤外線 3波長式炎検知器は、従来の感知器がとらえにくかった換

気流や外気流のある場所や、 高天井の場所でも火災をすばやく検知

でき、大空間の建物のみならず、屋外施設にも最適な高感度炎検知

器 ( 写真 2 ) で、ごみピット、ド ーム等の大空間、文化財、格納庫

及びプラント 施設等の火災覚知用として活躍している 。

本3波長式炎検知器の主な特長は、次に示す通りである 。

①従来の炎感知器と比べ非常に高感度であるため、監視距離が長く

とれ、 l 台当たりの監視距離も広い。

②耐非火災報性能( 自然光や人工照明のもとで非火災報を出さな p)

が高いため、設置場所を選ばない。

③検知器試験機能を内蔵しており、遠隔から検知器試験を行える 。

④消耗部品 ・可動部がなく、メンテナンス性にすぐれている 。

⑤耐圧防爆構造で、 l勿燥区域など危険な雰囲気中でも使用できる 。



飲水部

( 可動式ヘッド)

S R ノズル (起動時)写真 3赤外線 3波長式炎検知器写真 2自動試験機能付 き光電

アナロ グ式スポ ッ ト型感知器

写真 1

ある 。

S  RIOOシステムは、自動火災報知設備の火災信号により起動し、

S R ノズルに組み込まれた 2種類の感知部( 赤外線リニアセンサ/

炎検知器( 赤外線 3波長式炎検知器) ) により、火災火源の探査/

確定をした後に、放水部( 組み合わせノズル) を火災火源に自動指

向し、散水消火を開始するものである 。

S Rノズル( 写真 3 ) は、ミドルレンジ用( 最大防護半径 : 37m)  

とショートレンジ用( 最大防護半径: 25m) の 2種類があり、防護

光ファイパ型火災感知システム

光ファイパ型火災感知システムは、感知器の感知部に光ファイ ｊｾ

を採用したもので、差動式分布( 温度上昇率による火災判断) と熱

アナログ式( 一定温度による火災判断) の併用で、火災を早期に、

しかも確実に感知する 。すなわち、光フ ァイパの一端からレーザー

パルス光を入射すると、光ファイパー内を通過するときに温度に応

じた強度の後方散乱光が発生する( 図 2 ) 。入り口に戻 ってきたと

空間の壁面に複数台設置できる 。 S RIOOシステムは、 S R ノズル

を複数台設置した場合には、消火に最適な S R ノズルを自動選択し、

放水する効率的 ・効果的なインテリジェン卜自動消火システムであ

り、 一般のアトリウムや|隔50m程度の体育館など、中規模空間に適

きのこの後方散乱光の

強度から温度情報を、

戻ってくる H寺聞から位

置情報を検出し、 設定

した放水型ヘッド等 S P設備である 。

S  Rl∞システムの特長は、次の通りである 。

①自動火災報知設備、赤外線リニアセンサ( 高満点) 及び赤外線 3

波長式炎検知器( ちらつき、波長) の 3 チェックで火災をとらえる 。

②可動式ヘ ッドに よる局所放水のため、放水量は900.e I  rnin ( ミド

ルレンジ用) または7oo.e Irnin ( ショートレンジ用) と小水量。

③ S R ノズルは、感知部や放水部等の機構部を化粧パネルで覆い、

壁内部に格納するため、 美観に優れ建築に融和する 。

④ S R ノズルは自動火災報知設備の信号により起動するため、常H寺

可動している部分がなく、機器の劣化 ・磨耗を最小限に抑制でき、

機器のライフサイクルコストが少なくて済む。

滑直以上になれば

を発する 。

トンネル等に設置される光ファイ

報

火

災

受

信

機

へ

図 2

高天井の建物、文化財、工場、

パ型火災感知システムは、

光ファイパ型中継器、感知

器及び光終端箱で構成され

光ファイパ感知シス テム構成図 3

(図 3 ) 、光ファイパ型感知

器は、従来の熱感知器と 比

べて次の特長を有する 。

① l 本の光ファイパで最一長

おわりに

1200mまで設置できるため、広範囲な空間を監視することが可能。

②気圧変動等、気象条件の影響を受けない。

③火災信号は感知区域( 最大32) ごとに受信機に送信できる 。

④温度上昇率による火災判断と 一定範囲内の温度にな ったときの火 者11市空間はもとより、工場. ;橋梁 ・コンビナー卜・港湾など、

人が集い、人が生産にかかわるために、多くの空間で安全・快適で

あることが求められる 。防災設備のセ ンサーは、すでに、 一般建築

トンネル、船舶等あらゆる分野F に設置され、火物、プラント施設、

災判断の 2方式を併用することにより、火災の早期検出が可能。

⑤感知器は光ファイパを使用しているため、電磁誘導( 電気的ノイ

ズ) の影響を受けない。

⑥感知器の感知部である光フ ァイパ部は、 災等の発生をできる限り初期] に感知し、火災等の被害を最小に抑え

るために貢献している 。また、センサーと消火装置を一体化 した自

S US管で保護されてい

動消火システムも普及してきている 。

しかし、人々の生活や社会ルー j レの変化とともに、災害の内容も

変化 しつづけている 。快適生活のための住空間の設計、環境の多様

化や新しい素材の誕生もまた、災害の内容を複雑にしている 。この

複雑化する災筈を最小限に抑え、さらに災害発生と同時に解消' する

ために、どのようなことが考えられるのかを考案し、それを実現す

るので、耐候性に優れている 。

⑦光ファイパ部の感度、断線及び監視状態の異常、中継器の電源の

異常を常時監視し、点検を自動化 している 。

③前記⑦の理由により、人がアクセス( 点検等) できない高天井等

への設置が可能である 。また防燥区域、危険区域にも使用できる 。

S  R  100システム

ることが、乙れからの諜題である 。( 商品名) は、高天井部分に設ける可動式へッS  R lOOシステム

参考文献 坊l 昌彦予防時報 2卿 aul wm203 r火災1胸 |設備の最新の動向j

能美防災抹式会相営業本部i蛍業技術部次長)

39 

ト一一一一 発生位置( 距離) 一一一「

|  光フ ァイパ |  

1 ¥ ，ヘF

/  ¥ ー→ + - - .←・→

入射パルス光 ¥ /  〆↓ ト

入射光 後方散乱光 ガラスの分子

光フ ァイパ感知システムの作動原理

こういち( はせがわ

ドを用いた放水型等 S P設備であるが、可動式ヘッドとして、放水

部と感知部が一体型の可動式ノズルを使用した自動消火 システムで
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セキュリティシステムにおけるセンサー

安 田

近年、凶悪な犯罪が増え、社会に大きな不安感を与えている 。こ

うした脅威にさらされている建築物は、情報化社会への移行によっ

て新たなリスクに直面している 。

現在、セキュリティシステムは、常駐警備、巡回警備といった人

的な警備からオンラインによるセキュリティシステムに進化を遂

げ、技術革新により生まれた様々な最新技術を活用しながら、高度

化されてきた。乙の中にあって、センサーも、リスクの増大と技術

革新によって、機能と性能面で格段の進歩を遂げた。

セキュリティシステムの発展過程

わが国のセキュリティの歴史は、セコム(株) ( 当時、日本笹備保障

(総) が1962年に日本で初めての民間警備保障会社としてスター卜し

たことから始まる 。創業時は、警備員が施設を巡回して普僻する巡

回警備と、警備員が施設に常駐して警備する常駐警備によって、企

業向けにサ ービスを開始した。

「安全と水はタダj と思われていた時代、セキ ュリティ対策は一

般的には、ほとんど重要視されていなかった。オフィスビルや工場、

倉庫では管理人 ・守衛が常駐するか、宿直制度で社員が交代で寝泊

まりをしているのが一般的であったが、こうした人たちは、社会も

安全であったことから、警備のプロフェッショナルで、はなかった。

そのため、よく訓練された警備のプロフェッショナルを養成して

セキ ュリティサービスを提供すれば、必ず社会から求められるよう

になると考えた。 さらに、機械化することによって、システム的に

確定化でき、全国均質で、高品質なセキュリティを提供できるよう

になるか、また、機械化によって、効率化が図られ、低コストな料

金を実現でき れば社会に広く普及できると考えた。

マンマシン・システム化へ

人間と機械を組み合わせたシステムに切り替えるため、 1966年に

日本初のオンラインによるセキュリティシステムを開発した。乙の

システムは、現在当社の売上の約75%を占めているが、契約先は家

庭から屈舗、ビル、金融機関、スーパーマーケット、学校、病院、

工場、百貨脂、 神社仏問、 美術館、テーマパーク 、発電所、空港に

至るまで、約75万7千件( そのうち家庭は約21万6千件) を数える 。

このオンラインのセキュリティシステムの仕組みは、建物に、侵

入、火災、ガス漏れ、非常通報などの異常をキャッチするセンサー

やコントローラー( 制御器) を設置。 さらにコントロールセンター

と通信回線で結び、 24時間監視をする 。何か異常が発生した場合は、

最寄りのデポ( 緊急発進基地) の緊急対処員を現場に急行させ、適切

な処置を行う 。必要に応じて110番、 119番、ガス会社へも通報する 。
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稔

つまり、センサーや コンビュー夕、通信回線などの単純監視、情

報処理、情報伝達といった機械の長所を活用して効率化を図りなが

ら、人間の持つ判断力、行動力、処置力といった長所を融合したマ

ンマシン ・システムとなっている 。このシステムの普及により、ビ

ル、工場、倉庫などの建物は、無人化が図られるとともに、より高

度なセキュリティ対策が図られるようになった。

センサーの種類と機能

セキ ュリティシステムの 中で、センサーは重要な役割を担う 。い

ち早く建築物で発生した泥維や火災などの異常状態を判別 して、コ

ントローラーと通信回線を通じてコントロールセンターに異常信号

を送出する 。それによって、その後の素早い対応を可能にしている 。

建築物の形態やリスクの変化によって、センサーは種類が増えた。

マグネ ットセンサー/扉、窓などに用いるセンサーで、マグネ ッ ト

部、リードスイッチ部からなり、開聞により異常を検出する 。

シャッ ターセンサー/ シャッターの開聞を、マグネットを利用し検

出するセ ンサー。電源、を必要としない。

赤外線センサー/ 投光器と 受光器から構成さ れる赤外線を利用した

センサー。屋内で人が通り、赤外線が遮断された場合、 異常を検出

する 。

ガラスセンサー/ はめ殺しのガラス窓に設置し、ガラスの1 i 皮壊を検

出するセンサー。

インフ ラレッドセンサー/ 室内の天井または壁 ・柱に設置し、人体

の放射する熱線の変化をとらえる空間センサー。

金庫センサー/ 金庫扉の開聞を検出する 。また、金庫正面への接近

を赤外線により検出する 。

金庫用振動センサー/ 金庫への破' 壊攻撃による振動を検出する 。

フェンス用センサー/ フェンス、スレートを規制するセンサー。ス

テンレスワイヤーに一定以上の荷重がかかったり、切断された場合、

異常を検出する 。

以上は、 侵入用センサーの主なものであるが、 他に火災 ・設備用

としては、熱感知器、煙感知器、ガスセンサ一、温度センサーなど

がある 。

最新のセキュリティシステムのセンサー

最新のオンラインセキュリティシステムに、「セコ ムA xJ とい

う画保センサーを活用したものがある 。この画像センサーは、独自

の技術で開発された。

「セコム A X J のシステム概要は以下の通りである 。

①侵入者を画像センサーがキャッチしたときや非常ボタンが押さ



画像センサー

コントロールセンター

れたときに、異常信号とともに異常発生

前からの連続した静止画像がコントロー

j レセンターに自動送信される 。 さらに画

像センサーに内蔵されたマイクを通じ、

建物内の音声を聞くことができる。

② コントロールセンターに送信された画像と音声により、侵入者

を発見した場合は、直ちに 110番通報を行う 。 さらに侵入者や強盗

に対して、状況に応じて建物内に設置したスピーカーからアナウン

スを行う 。

③異常信号受信u寺、最寄りのデポ( 緊急発進基地) から緊急対処

員が急行する 。

また、画像センサーの特長は、以下の通りである 。

①画像センサーは、高度な画像認識技術により、扉や窓の開放に

よる間接的な侵入者の検出でなく、侵入者そのものを異常として検

出する 。 しかも夜間でも的確に感知する認識性能を持っている。

② システムがセットされていない畳間などの時間帯に不審者が忍

び込み、画像センサーが作動しないように妨害を試みても、通常の

監視カメラなどと異なり、画像センサーは異常として感知し、異常

信号を コントロールセン ターに送信する 。

③万一の異常発生時のみ画像で監視し、正常H寺には コントロール

センターで画像を見ることができないので、契約先のプライパシー

を侵害することがない。

画像センサーは、異常発生とほぼ同時にコントロールセンターで

画像と音声で異常状況が確認でき、素早い対応を可能とした革新的

なセンサーである 。

セキュリティシステムのパックボーン

オンラインによるセキュリティシステムは、センサ をはじめと

した機器の研究開発、製造からセキュリティプランニング、機器の

設置工事、 24時間監視、緊急対処、メンテナンスに至るまで、 トー

タルパッケージされたシステムとなっており、高品質な セキ ュリテ

ィシステムの提供を可能としている 。

p くら機械化されても、各パートが確実に運用 ・管理さ れなけれ

ば、全体として高品質なセキュリティは提供できない。以下に、そ

のパックボーンとなっている体制を述べる。

- 研究開発 現在当社では、 2- 3年先の比較的短期間でシステム

開発をめざす開発センターと、 5- 10年先という比較的長期間で人

工知能、音声情報処理、画像情報処理、ロボットなどの基盤技術の

研究に取り組む 1 S  研究所という こつの研究開発機関がある 。

開発センターでは、セキュリティシステムにかかわる新規技術開

発分野の調査から、新規システム ・関連機器の企画開発、品質管理、

機器の検査まで、行っている 。特に、現在契約先に設置されているセ

ンサ ーの数は約 5千万個以上にのぼるが、 ζ のセンサ一一つひとつ

が正常に作動しなければならない。開発の中でも、信頼性の高いセ

ンサ ーの開発は最も重要なテーマである 。

・機器の製造 宮城県白石市に機器製造工場を持ち、独自の生産技

術、品質管理により機器を製造している 。特にセキュリティー機器

なので、 二重三重の品質管理によりチェックを行っている 。また高

品質を維持するためには開発センターとの緊密な連携は非常に重要

となる 。

. セキュリティプランニング 営業活動の中で、 嘗業員がお客様の

建物を見せてもらい、セキュリティプランニングを行う 。お客様の

建物の状況はすべて違うので、専門家がリスクを分析し、センサー

の配置などをプランニングし提案する 。このプランニングがしっか

りなされていないと、セキュリティも不確定なものになる 。

・設置工事 グループに全国体制の工事会社があるが、センサーな

どの設置工事はサービス開始前の最終段階であり、品質の高い施工

とシステム全体の品質チェックが重要な鍵となる 。

・監視と緊急対処 サービスを開始すると、建物に取り付- ，t たセン

サーやコントローラーなどの機器と通信回線で結び、コントロール

センターで管制員が24時間監視を行う 。 もし異常が発生すれば、デ

ポから緊急対処員が契約先に駆け付け、適切な処置を行う 。こうし

た業務を確実に行うには、社員は豊富な経験と高いスキルが要求さ

れる 。そのため、現在、全国 3 カ所の研修センターで、年間延べ l

万 2千人の社員に研修を行っている 。

. メンテナンス 契約先に設置された機器は、レンタル方式となっ

ている 。セキ ュリティシステムを高品質に維持するため、センサー

などの定期的なメンテナンスは不可欠である 。

終わりに

セキュリテ ィのニーズが高まる一方で¥最新の技術を取り込んだ

様々なセキュリティシステムとセンサーが開発されてきた。今後は、

セキ ュリティニ ーズの一層の多犠化が見込まれ、さらにニーズに即

した新たなセンサーの開発に取り組まなければならない。

(やすだみのる セコム株式会全u広報室長)
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震災復興土地区画整理事業の進捗と

まちづくりの工夫
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等の形態の配慮や、 地域コ ミュニティを維持し世代桃成のバランス

を図るため、地区内に建設する集合住宅についてはファミリー形式

住戸を奨励すること等も定めている 。

共同建答による再建支援

共同ｾ替は、敷地条件や経済的な事情により個別建替が困難な権

利者やバ リアフ リー等の良質な住宅の取得を希望する権利者にと っ

て重要な手段であり、また保留床の一般分譲による若者 世;市の入居

は、人口流出、高齢化、都市活力の低下等を課題とするインナーシ

ティの解消に有効な再建手法である 。この共同化 を支援するために、

事業の立ち上げ段階からコンサルタントの派逃を行い、事業化後は、

共同化建設組合に対して 「住宅市街地整備総合支援事業」等の国の

3  

l 事業の進捗

神戸市では住民参加・住民主体を基本とする「協働のま ちっくり」

の理念のもと、災害に強い安全で快適な市街地の復興を早期に実現

するため、市内11地区 ( 143. 2ha) について神戸市施行の震災復興

土地区画盤理事業を行っている 。渓災から 7年余が経過し、 l鷹取東

第一地区、 六甲道駅西地区の 2地区での換地処分が終了 するなど 、

事業は着実に進んでおり、今年度は森南第一 ・第二地区の換地処分

を行う予定である 。平成14年 3 月末時点での全地区の仮換地指定率

は表 1 のとおりである 。

表 1

法

令

コ

ー

ナ

ー

制度を適附し、調査設百j'1! . t や建設費の一部について補助を行った。

震災復興土地区画整理事業地区における共同化支援の実績は、 25

住宅1，045戸に及んでいる 。

震災復興土地区画獲理事業による 市街地の再生は、道路、 公園な

どの公共施設を整備し 、宅地の利用増進を図る乙とに1 J [ 1え、前述の

ように地区計画の活用や建物Jの共同化等により、防災性の向上、ま

ちなみ景観の誘導、良好な住環境の形成等( 写真 1 ) 、多くの事業

効果を生んで、いる 。

現在も、 「協働の まちづくり」活動の中で住民の発案による 、ユ

ニークなルールづくり、施設づくりが進められているが、新長田駅

北地区においては、 外観や外桝等のまちなみのルールを定めた「景

観形成市民協定j が締結され、また松本地区では、歩道内に下水の

高度処理水を利用し た「せせらぎ」が流れ( 写真 2 ) 、まちづくり

のシンボルとして完成するなど、安全 ・安心で‘ 、魅力と親しみに滋

れたまち が各地区で実現している 。

l おわりに

地 区 名 而: f i ' l 仮換地指定率 主な事業内容

森南第 一地区 6. 7ha 97%  平成14年度換地処分予定

森南第 二地区 4. 6ha 97%  平成14年度換地処分予定

森雨第 三地区 5.4ha  84%  区画街路整備工事，宅地3草地工事

六甲道駅北地区 16. 1ha  9 6 % 区画街路整備工事，宅地強地工事

六甲道駅西地区 3.6ha 100%  平成13年 7 月24日換地処分

松 本 地 区 8.9ha 96%  区画街路整備工1作，宅地強地工事

御 菅 京 地 区 5. 6ha 100%  区画街路整備工事 . 宅地盤地工事

御 菅 西 地 区 4.5ha 93%  区画街路整備工事，宅地盤地工事

新 長江l駅北地区 59.6ha  7 2 % 区画街路態。i有工事 ，宅地強地工事

目棋取東第一地区 8. 5ha 100%  平成13年 2 月21日換地処分

鷹取- *第二地区 19. 7ha 79%  区画街路整備工事 ，宅地整地工事

合計 143.2ha 8 4 % 

※ 仮換地指定 従 ￭￬ｾ の宅地に替わ っ て盤備後の宅地となるべき土地Ｈｻ匝換地 Ｉ を指定す

ることで、この指定以後、仮換地の{土問 収誌が開始される 。

本稿では、区岡整理事業と併せて行われたまちづくりの工夫の一

端をご紹介する 。

写真 1

全焼から の

復興がな った

鷹取東第一地区
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( むらかみ

写真 2

せせらぎが流れる

松本地区

地区計画の活用

震災復興土地区画整理事業の施行区域の多くは、狭小 な宅地が集

合する密集市街地であり、減歩後の土地に従前と同規模の建物を再

建することが困難な場合が多L 、。 とのため平成 5年 6 月に創設され

た「神戸市インナーシティ長屋街区改善制度J ( 現「近隣住環境計

画制度 J ) を活用し 「角敷地の指定j により建ぺイ率の 10% アップ

を図るため地区計画の導入を進めた。 乙れは、 地区計画の「地区整

備計画の概要j に敷地面積の最低規模や壁面位置の制限を定めるこ

とで、街区全体を一つの角敷地として級うもので= ある 。

そのほか、住環境の整備、改善を図るため、建築物の高さ や用途

の制限等を定めている 。

建築協定の締結

震災前か ら良好な住宅地として発展し、区画道路等 も比 E佼的挫備

されていた森南第一地区では、まちづくり活動の成果として 「良好

な住宅地と活気あるまちが両立する、健全で、魅力的なまち」 を目指

した内容の建築協定を、平成13年12月に市長とまちづくり協議会と

の間で締結した。

マージャン屋等の建築物の用途制限、青少年の健全な育成に不適

とみなされるテレホンクラブ等の業種制限等を定めたほか、垣柵

l まちづくり の工夫

2  



地震リスクマネジメン卜の概要

宮津裕和
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可能になると思われるが、現時点ではこれが限界であろう 。

前述のように、いずれは襲ってくるが、いつ、どこで発生し、ど

の程度の被害が生じるか把握の難しい地震に対して、効果的な対処

方法として地震リスクマネジメント手法が最近注目さ れてきている。

一般に、リスクマネジメントは 「リスクの確認J [" リスクの評価J

「リスク対策J のステップで実胞される。地震の場合に限っていえ

ば、リスクの確認は立地条例ニによる「地震危険( 地震ハザード釘咽 )J 、

リスクの評価は地震による 「被害想定」、そしてリスク対策は被害

損失の低減を図 る「対策の実施」となる( 表 1)。

1  ) 地震ハザード評価

リスクは地震ハザード評価によって確認される。

地震ハザードは立地条件によって決まるもので、過去の地震記録、

プレート、構造線および活断層の情報から評価する 。ごの手法で、

想定される地震が発生した場合の予想震度を市町村ごとにインター

ネットで提供している行政もあるので、一見の価値はあると思う 。

現在、プレート境界や活断層で起こる地震発生のメカニズムが解

明されてきた。東海地震対策の観測データが整理され、観測地点が

増加し、 活断層の調査もさらに進めば、 地震ハザード評価の精度が

より高められることが期待される。

2 ) 被害想定

次に、予想される地震に対してどの程度の損失が生じるかを定量

的に示すのが被害怨定である。

地震被害は、建物だけでなく 付帯設備も考慮するのが一般的であ

る。図 1に建物 ・設備の損傷評価の流れを示す。建物の構造、 軒高、

耐震性能およぴ数地の地盤データを基にショックロス( 震動被害) 、

液状化に伴う 損傷を評価 し、さらに、建物用途と敷地周辺の状況か

ら地震によって火災が発生した場合の損傷を評価する。

建物および設備機器の耐震性を評価し、 大破、中破、 小破それぞ

l 地震リスクマネジメントの概要

東海地震の想定震源域が23年ぶりに見直され、新しい地震防災強

化地域が 4 月24日に告示された。強化地域は、 6県167市町村から

西に拡大して 8 都県263市町村に増え、マク守ニチュード 8 クラスの

巨大地震の対策が求められている。

しかし、地震対策は東海地震の強化地域だけが必要なわけではな

い。日本は、地震がいつどこで、起こるかわからない償界有数の地震

国である 。1995年には、活動間隔が2000年程度と推定されている野

島断層が阪神 ・淡路大震災を起こした。また、地震規模の大小を問

わず、企業活動に影響を及ぼす地震に対しでも、その被害に応じた

対策が必要となる。

l 地震リスクの欄

地震は、務桜されたエネルギーが解放されるために発生する 。エ

ネルギーの苔税には、海洋性プレート地震で100年から 300年、活断

層地震で2000年から 10000年の長いH寺悶がかかる 。被害地震は、日

本のどこかで数年ごとに発生しているが、同じ場所ではめったに発

生しない。

このような地震によるリスクの特徴をまとめると、次の 3点にな

る。

第一の特徴は、建陶の耐周期限や人間の一生と比較して、発生頻

度が極めて低い乙とである。

第二の特徴は、被害が大規模で広域に及ぶことである 。大都市直

下で発生した阪神・淡路大震災では、多数の建物が倒嬢して多くの

死傷者が出たほか、鉄道、道路が長期間不適になり、電気、ガス、

水道、電話のインフラも被害を受けた。火災も地震発生直後から多

発し、消防力の限界をはるかに超え都市機能がまったく麻痔した。

第三の特徴は、発生する時期と場所と規模の予測が難しい点にあ

る。最新の観測機器を設置し地殻変動を24時間体制で監視している

東海地震でさえ、発生時期は今すぐから今世紀前半までとかなりの

幅がある 。地震発生までの観測データが整えば近い将来地震予知は

構

造

の

頁
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が現状である。評価の精度を向上させることが今後の諜題である。

3  ) 対策の実施

対策はハード商とソフト面に分けられる。建物の耐震補強を実施

したり、パ ック アップ設備を確保することが前者であり、後者は、

地震 ｈ 寺のｾ急対応、や業務復目制 ｩ 函を事前に策定する乙となどがあげ

られる。

発生時}fj と被害の程度がわからない地震の対策に、どれだけのコ

ストがかけられるか。損失を小さくしようとすればするほどコスト

がかかる。社員やその家族および地域住民の安全を確保することと

業務の早期復旧は、企業の社会的責任である。企業は、コストと安

ふのバランスを模索することになる。

市慢性能に疑問があり崩壊するおそれのある新聞慣基準施行以前

の建物、巨大地震でも機能を失うことができない病院、空調が停止

するだけで大きな損失を受けるコンピュータセンターや、クリーン

ルームを持つ半導体工場など建物の市捜性や用途によって対策は大

きく変わってくる。

れの発生確率を求め、それにより年包過確率( 再現期間の逆数) と

推定損害額の関係を求める。損失は金額で定量化すると理解が得ら

れやすいので有効である。建物の応答加速度と被害の発生確率を示

すのがフラジリティカーブ( 図 2) で、年超過確率と推定損害額の

関係を示すのが地震リスクカーブ( 図 3 ) である。

市t震性の評価は、図面、構造計算書の机上調査と現地調査により

行われる。評価するにあたってのポイントの一つが設計された年代

である 。1971年はフープ間隔が見直された年であり、 1981年は耐震

設計基準が大幅に改正された年である。これらの年を境にI限 性 能

が向上していることは阪神・淡路大震災の結果からも明らかであ

る。第二のポイントが建物の形状、すなわち偏心率、剛性率に関す

る事項である 。第三は変形性能であり、建物の靭性にかかわる問題

である。そのほか、建物の経年変化を考慮して面協性の評価を実施

している。 しかし、被害データが少なく、定量的な評価が難しいの

構

造

の

頁

地震リスクマネジメン卜に前向きに取り組んでいる企業がある反

面、消極的な企業もある 。全体的にみれば、関心はまだまだ低いと

感じられる 。両捜補強は一応考えるが期包には至っていなというケ

ースが多いのではないか。耐震補強のみを考え、全体的な対策まで

進展していない理由は、リスクマネジメン卜の考え方がまだ日本社

会に浸透していないためと考えられる。

2∞l年 3 月に ] IS Q  2∞1  Iリスクマネジメントシステム構築のた

めの指針 」が制定され、 一方、不動産証券化における建物評価の手

法として地震ハザード評価と被害想定が行われることもあり、今後

は、地震リスクマネジメン卜が理解されていくと期待している 。

l 地震リスクマネジメントへの関心

- E霊ヨ・E

- o J iMi GTT霊 園 圃

E 3 ' :l 7 D.7. 

建物・設備の損傷の流れ図 1

日本においては、地震を考慮せずに建物を設計することはあり得

ない。同f誕性能の目標を立て、コストと安全のバランスを保ちなが

ら構造設討を行うことは、リスクマネジメントの一部であるといえ

る。

地域係数と地盤係数を考慮して地震H寺の水平カを決める 。とれは

ハザード、評価Ijの考え方で、ある 。建物の被害を想定して目標の両慢性

能が確保されていることを確認することは保有水平耐力を求める等

の二次設計であると考えられる。

耐震性能の目標は、法律で規程されていて、中小地震で無被害、

建物の耐周期限中に一度遭遇するかもしれない大地震に対して最終

的に崩壊を防ぎ、人命を守ることである。つまり、大地震後に建物

が使用不能にな っても仕方がないとの考えである。これはコストを

考慮、しての最低目標である。

当然、地震後も企業活動は継続されていくわけである。このため、

建築に従事されている読者には、建物の市摺性能を地震リスクマネ

ジメン トの一部として位置付け、地震後の建物と企業活動をイメー

ジして建築主とこ れまで、以上に、骨頂性能について協議されること

を希望する。

l 構造崩とリスクマネジメント

1 1 0 8 C力、川
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L EDの照明利用

324 設備の頁。>l 有 村 猛

東芝ライテック隣潤材開局士ライティング・ソリュ シヨ丸信重担当課長
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三草

1962年、赤色LEDが登場して以来、赤

色~黄緑色まで個々の色光を発生させる

LEDが開発されてきたが、 1ω0年代に入

り高効率な背 緑色 LEDが開発され、これにより光の三原色が揃

い、様々な色光を発生させることが可能となり、 LEDの用途は大き

く広がる乙とにな った。

さらに、青色や紫外LEDを応用した白色LEDが実現した乙とで、

照明関連用途の拡大が期待されている 。

2α)()  

赤色 7 イJレター付白熱電球

AI GaAs!GaAs 

GaAsP:N ｾ＠
RED YELLOW 

GaP: N  GREEN  

1980 

年

LED効率改善の歩み <r21世紀の制、 りJ プロジェ ヲトパン フレy トより )

?  トー 7 ス …の
最初のランプ

GaP:Zn.O 

RED 

I  L E D開発の経緯( 歴史)

- 中心市街地活性

化対策として、新

たにアーケードを

リニューアル。

- フルカラーL E D

による天井イルミ

ネーションによ

り、虹の下を歩い

ている気分にさせ

てくれる、今まで

にない新しい空間

を実現。

図 1

①省電力化: 白熱電球に比べ消費電力が約 1 / 5 以下。

②長寿命 : 白熱電球の101音以上。 ランプ交換の手聞が省けるととも

に、ガラスなどの資源節約になる 。

③省資源: 光源が小さいので、照明探具の薄型化、 経iE化、小型化

が可能で、省資源に貢献できる 。

④純度の高い発光色 : 発光スペクトルが特定の波長に集中している

ので、色付きレンズやフィルターを使わなくとも、 LED単独で、純度

の高い色光を得ることができる 。

⑤ 自由ながi出照明: 白色光、純度の高い色光を得られるLEDが揃っ

ていて、比較的簡単な回路で、自由に調光ができ、応答も迷いので、

多彩な演出照明を実現できる 。

I  L E Dの特徴

設

備

の

頁

. 7 色の色光が天井を

動きながら変化するの

が特徴。

.  LED投光器を 100台

以上、等間隔に両サイ

ドに設置し徐々 に色を

変化させて、色の動き

をコントロール。

I  L E Dの今後の動向

1998年に通産省( 当H寺) は、地球温暖化対策の一環として 121世

紀のあかり 」 プロジェク卜を発足させて、蛍光灯ーに置き換わる高効

率のLEDを開発し、さらなる省エネルギーを目指して研究をスター

1990年代に入り、地球温暖化が私たち

にと って深刻な問題である乙とがわかり

始めた。温暖化の要因はいろいろとある

が、消費電力量が電力需要の約16% を占

めている照明に対しでも、さらなる省エ

ネルギー化の開発の期待が高まってい

る。その中でも特に次世代の光源として

注目をあびているのが、発光ダイオード

(l i ght <光 ) Emi tti ng <出す ) Di ode <ダ

イオード ) :  LED) で、ある 。

以下、このLEDについて概説する 。

LED照明が注目を集めるようになって、 研究開発が加速し 、効率

改善も進められている 。LED開発の第一人者カリフオルニア大学の

中村先生によれば、理論的には2001m/ Wを達成で、きるとのことで

ある 。121位紀のあかり」プロジェクトが掲げた 1201m/ Wの目標を

達成できる日も近づいている 。

21世紀中には、白熱電球だけでなく蛍光ランプまでも LEDに変わ

ることが期待されている 。 たけし)( ありむら

l おわりに

卜した。

図 1は、プロジェクトがまとめたLED効率改善の歩みで、ある 。

プロジェクトでは照明用白色LEDとして、図に示した効率向上カ

ーブの先に、 2008年ごろに 120加 / Wを実現することを最終目標と

している 。プロジェクト参加して いる機関、参加 していないメーカ

ーを含め大勢の研究者 ・技術者が争 って開発を進めているが、 2002

年現在、 30 ｉｭＯ羽川主役ーの ｉ ｾ ｉ 色 ｌｅｄ が実用段階に入った 。

徳島市f鰻 IIIJ 商庖街アーケードでの応用事例を、以下に紹介する 。

l 応用施設事例

建築と社会 ・2002. 846 



8  鉾井・原田研究室

安全・健康な厨笠間の設計 よ t昔話121i 間

鉾ヲ l' . 原田研究室は1995年に発足し、現在は教官 4 名、博士課程

10名、修士課程 7名、 4 回生 5名、研究生 l 名の学生で構成されて

L、る 。

l 室内湿度制御と蒸発冷却効果の利用

健康で快適な室内環境を形成するには、結露などによる障害を除

き、室内の温湿度を適切な状態に調整する必要がある 。また、壁や

基礎が雨水などにより合水すると、断熱性が低下 したり長期的には

耐久性の劣化をもたらすため、これらが生じないようにする必要が

ある 。水分が関係するこれらの問題を解決するため、多孔質建築壁

体内における熱と水分移動現象の解明と齢析モデルについて研究し

ている 。同時にこれらの基礎となる熱伝導率や水分拡散係数などの

測定法を提案し、種々の建築材料について測定を行 っている 。

結ｾ現象の解 析と 結露を許す壁体設計法の検討 、 凍結問題の解』庁

へと 研究を進め、さらにコ ンクリート壁体の酸性雨による中性化な

ど材料の耐久性 ・長寿命化について検討している( 写真， )。

写真 1 フェノールフタレイン噴霧後のコンクリー ト試料断面

また、近年高湿度や低湿度と密接に関係するアレルギー性および

呼吸器系疾患が問題となっているが、これらのない健康な室内温湿

度環境の形成を目的として、 l吸1次湿材料の特性解析と最適壁体設計

法の開発を試みている 。

さらには、壁体に浸透した雨水による蒸発冷却を積極的に利用す

る自然エネルギー利用手法の提案や、屋上に設置 された芝生による

断熱・ 蒸発冷却l効果の利用へと、本研究を展開している 。

l 火災時の人命安全および財産保全のための設計法

日常時の環境制御に

加えて忘れてはならな

いのが、火災時の安全

性確保である 。火災時

の人命安全確保と財産

保護のため、火災時の

煙流動制御、 燃焼制御、

架構の高温H寺安定性確 写真 2 排煙口への空気混入率測定

・研究室のひととき

研究のスタイルとして 、パッシブスタディー

システムを採用しています。すべての研究は

パワフ ルな学生のや る気( 都合) で進んでい

ます。H寺には、省エネ 的に研究を* め、余っ

たエネルギーを研究外活動( 宴会等) に有効

利用する乙ともあります。( 学生談)

述絡先

京都市左京区吉田本町京都大学工学部 7号館

Tel :  075- 753. 5779 

htゆ://wv帆 v.archi.kyoto- u.ac.j p/-takadas/labo.h伽甘

保について建物基本設計の段階で計画しておく方法論を、性能規定

|時代に対応して再構成する研究を行っている 。現在特にカを注いで

いるのが、火災初期の娘ｾ焼拡大予測 ｬ モデルの作成、排煙効率を考慮

した排煙設計法、階段内の煩流動予測11法、高強度コンクリー卜の燥

裂防止設計、大断面木造の燃え止まり設計などである 。

l 体温調節の過渡特性を考慮した空調システムの研究

一 日の生活の中で、人間の活動量や人間周辺の潟熱環境条件( 温

湿度 ・風速など) は絶えず変化してし喝 。人体は、血流や発汗等の

調節機構を常に変化 させ、それに対応している 。例えば、外気温が

30'Cをi包えるような夏季に、日射のあたる道路を歩いていると、体

温の上昇を防ごうとして発汗が起きる 。その後、汗が休表面や着衣

に多量に付着した状態で冷房された建物内に入ると、汗の蒸発によ

り体からの放熱量が増加] し、{ 本が過剰に冷やされることがある 。分

泌された| 時点では必要とされた汗が、逆に体に負担をかけることに

なったわけで、ある 。このようなミスマッチを回避するためには、汗

を拭き取ったり 着替えをすればよいのだが、そ れが困難な場合も多

い 。 そこで、空調機が人体の温雪組ｾＺｦￆに合わせて 制御 を変えるよう

なシステムを提案しようと考えている 。そのための基礎として、 1)  

着衣の水分物性の測定、 2) 水分移動のモデルの検討、 3) 体渦調

節モデルの検討をこれまでに行い、モデルの妥当性を被験者実験に

より確認してきた。今後はこのモデルを用いて、建物の非定常空調

制御法を提案する予定である 。その|祭、「暑L、J i寒L、J iyiJ (し L、J

などの温熱性心理量と体温調節の| 共|係を明らかにし、温熱性心理! 量

の予il!l l手法を確立したいと考えている 。空調システムの検討対象と

しては、オフィス、学校、博物館など大勢の人が集まる施設を想定

するほか、睡眠中の空調、高齢者向けの空調などについても、人間

の生理 ・心浬の動的特性を考[ 昔、して、合酒! 的な制御法を開発してい

きたい。
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図 1 周辺空気の温湿度のステ ップ変動に対する皮膚温 時間 [mi n]

の応答( 実験値と計算値)

- 研究スタッフ

鉾升修一/ 1951年生まれ

研 究テー Ｗ Ｏ 快適な迎賓 ＿￢ｉ ｉ ｕｾ 熱環境の投， ＱＱ

若山/ 熱水分同11寺脇動( 述築環境学 2. 百H2f，'i:)、

ＨｊｾｬＧｉＩ、九普ほか

原田平 ｾ｝典 Ｏ Ｑ Ｙｗ ＧｆＮ生まれ

. 専攻/ 火災安全工学

; ι! 1/ 共著 「図解司Ql40Jl 築のしくみ」、 「鋼柿治

耐火設計指針 J 、ほか

高 田 腕/ 1970年生まれ

。攻/ 熱 波 気 、 温 熱 環 境

・論 文/ 共普 「必衣における熱 ー水分の移動とみ

績を考成した人体の非定市治然生理応終」ほか

・背，'1/ 共著「生l ! 築材料の熱空気温1 < ( 物性fl!i J

鉾井修一教授 原田和典助教授 高田暁助手

建築と社会 ・2∞2. 8 47 
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|くでん一口伝 ー を 活 か す ( 8  )  

隣・近所に良き師あり

出版委員会委員長

上 原 正 行

ｾｪｬＮ Ｈ京 ｚＲＱＳＳＳ Ｓ Ｓ 師Ｉ

1) 300/ 15 

課長H奇代の 15年間に私が携わったプロジェク卜が 300件。プロジ

ェクトの設計責任者として工務部に登録されている。設計施工で世

に送り mした建物が、時たま補償工事になることがある。問題発生

の時は 「理由」を書かされ、「補償総額J ["氏名j と共に、社内の管

理部署に文書配布される。

在籍中、関係したプロ ジエクト総数は、平社員のときは先輩のフ

ォロ一、副部長H寺代以降は各謀の物件に、口を挟んできたから、こ

の数字は数倍になるだろう 。そして、上記の数式、割り算をして年

間20件。ピンからキリまで大小さまざま 。課員数平均 7 - 8名で

こなしてきた。割合、多産系であ ったと思う 。建物種別で見ると、

金融機関を中心としたビル、教育施設、住宅系、 宗教施設が多かっ

た。銀行底命I i 等、朝 9時から打ち合わせしたら翌朝、仕上表を含め

た一般図ができて副部長の承認をもらう 。一発でOKが出たときは

やはり婚しい。意気揚々と建築主への打ち合わせ。足取りも軽く …

・。ところが上司も、機嫌の惑い日がある。一度しくじると再三再

四、修正の連続。乙ちらもそれだけにかかっているわけではないか

ら 「つい、う っかり 」 もでる 。最惑のケースは、その上司が出張。

自動的に「承認」が遅れる 。建築主の「ヤンヤの催促」。仕方無く、

未承認図を届ける 。先方は当社事情はわからない。指示したものが

届いたら G Oサイン。続いて「見秘書、工程表を早く出せ! J 営業

担当者も早く契約したいから、黙ってる 。そして翌 日 「事後承諾」

をもらいに恐る恐る部長席へ。もちろん上司の出社前から待機する。

ここで、作業所長や、営業課長やらの援護を受けて、同席してもら

うと大変。なおのこと機嫌を損じて、余計にこじれる 。こういった

「気脈j を教えてくれたのは、北村隆夫さん。彼のモ ッ トーに次の

言葉がある。

なんでも Qui c k R esponse  

設 計 者 は 芸 者 以 上 に 気 配 り せ ん と あ か ん。

0 岩本博行さんが、 北村課長の上司だ ったときのこと 。

普段から 「岩本好み」の資料を用意、営業情報をキャ ッチしたら

すぐ、「担当J ( 係長) を引きつれて打合せ。その晩、残業。翌 日部

長席に資料とエスキースを並べて岩本さんの着席を待つ。老眼鏡を

手にして、岩本さんが、やおらトレペを広げる。図面上のトレペに

色鉛筆のラインが重なって行く 。築が止まる。岩本流 日附に落ちな

pJ 状況。ζ こでやおら、 北村 さん、 別案をそ っと出す。「ナンヤ、

ええ案つく ってたんやないか。乙いつ、悪いやっちゃな。ょっしゃ、

これでいけ」彼一流の戦略で「最初は気の進まないものを出す。次

に本命をJ 一一そして自席に戻っ たら、周囲の課長に「今、部長の

機嫌エエデ 1 ハン コもらうんや ったら今のうちゃで! J とふれる。

実に陽気な人だった。私の平社員時は、隣の謀長。111中部長時代は

計画次長として、デザインチェ ックにうるさかった存在。何度かし

かられた記憶があるが、上の場面が脳裏に焼き付ーいている。

0 山中謀長時代に 「無憂国J ( 幼稚園) 増築工事を担当した。竣工

して彰国社が撮影にきた。乙のとき 山中さんの代理で、隣の課長で

ある北村さんに同行していただいた。

その車中 「君のスケ ッチフーック見せてみJ [" はあ、 ζ れですJ [" ア

ノな、プロポー ショ ン大事やぞ 1 御堂ビルの前のイチ ョウの背なん
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ぼある? J  ["点景の練習大事やぞ。一寸貸してみ- J そして私のノ

ート に女性像を描き始めた。「美人に描かんとあかんで… …」こん

な思い出も残してくれたのである。お節介で、はあ ったが、なかなか

憎めないキャラクターであ った。

良 い も の を 見 た と き は ス ケ ッチすること 。

いつもスケ ッチ ブ ックをはなすな 。

見ただけではすぐ忘れる 。 (北 村 隆 夫)

2 ) 悩み多し伝統建築

担当プロ ジェク卜の中で 「宗教施設」 も多かった。伝統建築ばか

りで、はなか った。新興宗教などの各県本部、あるいは地方の布教所

などは現代建築そのものだった。

当時、仏教、キリスト教( カトリ ック ・フ。ロテスタ ン 卜) 、新興

宗教等多数の施設をウオ ッチしていたら、岩本さんが「おまえは、

天国へL功ミれへんやろな一一」 と、お っしゃる 。「そんなようけな

神 さんとっきおうたら八つ裂きにされるんちゃうか」と心配 ? して

くれてるやら、茶化 されているやら 。それやったら各課に宗教建築

の設計をパラ撒いてく れたら エエのにとぼやいていた。やはり多く

の神様のお顔をおがませていただいた結果、少しありがたみを感じ

なくな っている。尊敬に値する存在は、少 し間をおいて援するのが

よろしいようで. ... ..。

ところ で最近、 「社名の由来」を紹介する本が出版された。それ

によ ると私の古巣は 「神社仏閣の造蛍を業とする宮大工として名古

屋に創業」とある。これを読まれた ら、そういう部署があ って専門

の設計者、技能者がいると思われるに違いない。確かに 2002年の

今は、 何人かの専門職能人を有する状況にな っている 。 しかし 30

年前 「法隆寺寺務椋」の仕事を担当する事にな ったときは困 った。

たまたま新任管理職として配属されたグループにその物件が存在し

ていたに過ぎないのだが…。当時すでに、 「金刀比羅宮社務所」が

建築中で、その担当者 ( 私の課の番頭さん) は、 四国に手を取られ

ばなし。やむなく、打ち合わせは私一人、近鉄西大寺に近い平城宮

奈文研の事務所へ鈴木嘉吉先生を訪問し、図面に 「朱」を入れてい

ただく日が続いた。後 日、現寸場では岡田英男先生のご指導を仰ぎ、

協力会社の技能者に教えら れ、ずいぶん助けて もらった。そして無

事故で竣工、 社内表彰さ れたが、岩本評は厳 しい。「ょう、でけて

るけど一類型の域を越えてな Lリというもので、あった。乙の建物は、

境内の防災センター、会議 ・応援用の和室広聞をも った管理棟で和

様RC造である。破風、懸魚、垂木、縁の PC材、 舞良戸、木連絡子

をアルミ材で構成し、木造建築に迫ったものだが「出雲大社庁の舎」

のような建物と比べ創造性にかけると L寸 。

い ま ま で な か ったというオリジナルば、かりがクリエ

卜でなくて 、昔 か ら あ ったよさというものを取り出し

て そ れ を も う 一 度 組 み 直 し て み る と い う 選 択 の し か た

もクリ エ ー卜だと思う 。

乙れは、岩本さんが第一国立劇場の校倉風外壁批判に答えられた

一部である。



脳生理学からみた感動的空間とは一一相木浩一氏の方法論の方向性

R E P OR T  黒田智子

武庫川女子大学生活環境学科助教綬

ゑ

匂 ｾ
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。l

批判とは、写漢においてのみ目を惹く建築や、竣工時が一番美し

く、あとは、醜くくなるだけの建築を社会に提供することが明らか

な罪悪であるとする点で、ある。写: 真においてのみ目を惹くことと感

動の準備としての動物脳の刺激への配慮とは別のものである。また、

出来た時だけが一番きれいな建築は、文字通り継続する感動が無い。

古びてもなお、記憶の蓄積と四季の自然との対話がある空間は日本

の伝統でもあったはず、だった。

そこで、拍木氏が提案に重きをおくのは、いわゆる大文字の建築

や、モニュメンタルな雄大さや氷遠性ではなく、日常生活における

幸福感の継続をもたらす空間の探究である。氏は、その実践のため

にサーキュレーション、斜路、障壁、半屋外など 、氏自身の設言|ー実

務および空間体験から出てきた具体的方法論をもあわせて提示して

いる。

建築から、経済的、法的、力学的条件を取り去って、建築の独自

性を考える 11寺、建築家は、美学、思想・哲学、論理学、文学などと

の関連性の中に、尚もそれらに取り込まれない独立した建築空間の

価値を明らかにしなければならない。柏木浩一氏は、建築空間の価

値として 「しみじみとした幸福感J を提示した。美学や哲学などの

関連分野に詳しい人にとっては、呆れるほど平明な言葉である。建

築史においては、敢て主題化するには危険な使い古された価値であ

る。建築家にとっては、雑誌1決えしないために捨ててきた価値であ

る。なぜ、「しみじみとした幸福感」なのか。

刃

m
刀

O

刃

↓

I  r感動J を建築空間に呼び戻す必然性と可能性

私は、建築空間と、美術家のつくるエフェメラルなインスタレー

ションは基本的に価値や役割lが異なると考えている。建築は人間の

一生からいえばやはり今日においても半恒久的な存在である。その

意味で半恒久的な、例えば養老天命反天地のような空間と比較する

としても、やはり建築空間には、別の本来的価値があるといわざる

を得な L、。

荒川修作氏自身、養老天命反天地の目的を身体運動を通じての既

成観念の破壊であると述べている。破壊した後、人々が何を感じ、

見言い出すかは、各人に任される。 しかし、先が見えずストレスの

多いまさに分裂症的現実においてより多く求められるのは、既成観

念の破撲では無く、例えば楽器の調律のように健全な精神的コンデ

ィションに人々を還すことであろう 。生き生きとした感動やまとも

な判断はそこからしか生まれない。

「しみじみとした幸福感J とL巧言葉はいかに も地味で、定着し

た「癒し」に取り込まれてしまうかに見える。 しかし、脳生理学の

参照によって、客観的視点から、人間の内面的本質であり共有する

普遍性としての「感動」を建築空間に呼び戻す必然性と可能性を求

めることを、私はむしろ地に足のついた力強いリアリティとして捉

えたし、。転ばない、雨漏りしない、メンテナンスしやすいなどの常

識的ラインをもおさえた建築家、柏木浩一氏の提案する方向性なの

でなおさらなのである。 ともこ)( くろだ

49 

〔編集部注〕本: fl il ま] LF Ｈ 日本ランドスケープフォーラム主 Ｑｭ Ｉ の貫 ｾＲＹ 阿フライデ

ー・セ ミナー (開催/ 2002. 3 .15) における柏木浩一氏 (建築家 ・アピタ代表) の

「ランドスケープと脳生理」と越する講演に対する批評である。
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柏木氏は、この根拠を脳生理学に求めた。建築家ならば、必ず自

己に問いカ叶る「感動的空間とはなにかJ から、不可避的に派生す

る 「感動とはなにか」という問いの答えを彼もまた長い実務の中で

探し、それをl脳生理学の中に見出した。脳生理学によれば、感動に

は2磁類がある 。ひとつは天地がひっく り返るかのような大感動で、

もうひとつはささやかではあっても長く継続するしみじみとした感

動である 。これらの体験においては、各々、 ドーパミンとセロトニ

ンという奨なった物質が脳細胞に関与する。とれらの物質の存在は、

劇的な大感動と日常的なしみじみとした感動は大と小または優劣の

| 刻係では無く、もともと異質の関係であることを示唆している。

では、 JI治生理学において感動はいかにしてもたらされるのか。感

動は人間に特有のもので、あり、前述の積類の別なく知性を司る大脳

皮質に深く関係する。一方、対l出皮質において感動するために体を

動かし、脳幹、延髄、小脳など、人間が生物として持っている生命

維持や運動機能と結びついたいわゆる動物としての脳の部分を刺激

することが必要なのである。それによって、ガ悩皮質は、たとえ木

の葉一枚が落ちても感動する準備が出来てしまう 。

例えば、命がけで、山を登り頂上に立った者のみが眼前、眼下に広

がる ｉｾｴ 望を見、吹きわたる風のなかでその音をｼ昔 ｊｾ 、て感動する 。 い

わばこれは劇的感動のひとつである。それは、ヘリコプターで現地

に赴いたり、文字情報を読み、写真や絵を眺め、音楽を聞くことに

よって得る感動とは遣う 。もし代替可能なら、誰が命を賭けて山に

登るだろう 。準備段階としての動物脳の刺激の典型であろう 。

茶室の場合は、茶庭をできるだけ長く歩き回り、立ち止まり、い

くつかの異なった風景を自にし、季節感を五感で、感じ取ってから最

後に捌り口をくぐることで準備の仕上げをする。その後は、茶室で

しみじみとした、また、場合によっては劇的な感動をするで、あろう 。

同時にこのことは、茶庭を諮らずに茶室のみの空間性を語ることが

完全な片手落ちである ことを、動物脳の刺激抜きにガ! 必皮質の感動

は無いという脳生理学のテーゼが端的に示す例である 。

今日、建築は、どのような空間価値をも った装置であり得るか。

柏木氏の答えは二重に明快であるといえる 。「しみじみとした幸福

感」ーーとの言葉は、建築は感動の装置であり、その感動は、目指

的、縦説先的なものであることを示している 。同時に、乙の言葉は、

動物脳と大脳皮質の関係で「感動j とp う人間の特性を見る時に、

批判と提案の両方を建築家と建築家が関わる社会に提示する。

l 脳生理学かうみた感動とはなにか

l しみじみとした幸福感
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[ お知ら せ]
n f o r ma l i o n  

「建築家林雅子」展- 東京会場、大阪会場一

1951 年 、 日本女子大

学生活芸術科住居専攻

の第 11羽生として卒業

した林雅子は 、東京工

業大学清家清研究室で

5年を過ごし 、設計の

実務を学んだ。

1958年には女性 3人で

設計事務所「林 ・山

国 ・中原設計同人J を設立。その40余年に及ぷ活動は、

多くの住宅作品と 、いくつかの公共建築からなり 、現

代の技術とデザインを駆使して、確かな骨格と大胆な

デザイン、綴密で創造力にあふれた細部を特徴とする。

1981 年、女性として初めて日本建築学会作品賞を受

賞。また 、1985年にはアメリカ建築家協会の名誉会

員に推挙されている。

2001年 1月9 日、林雅子は死去。建築家として女性と

して精一杯に生きた林雅子の姿を、建築作品の写真及

び模型とともに、自身の手による設計原図、そのライ

フスタイルを示す資料を通して伝える展覧会を企画0

・展覧会「建築家林雅子J 展・東京

日時 ＲＰＰＲ 年 Ｙ 月 Ｔ 日 Ｈ 水 Ｉ ｾ ＱＵ 日 Ｈ 日 Ｉ一 会期中無休

ＱＰＺＰＰｾＱＸＺＰＰ＠ Ｈ 最終日 ｾＱＷ Ｚ 00)  

会場 ヒルサイドフォ ーラム (入場無料)

渋谷区猿楽町18- 8 ヒルサイドテラス F棟

TEL03- 5489・3648 (会期中のみ)

. トークセ ッション「戦後住宅の潮流と林雅子J 1  

日時 2002年 9 月 7 日(土) 13:  ＳＰｾ＠

会場 ヒルサイドプラザホール

渋谷区猿楽町29-10ヒルサイドプラザ B 1階

講 師 植 田 実/ 今川憲英/ 篠原総子/ 鈴木偶/ 林昌二

定員 80人 (当日先着順 ・入場無料)

・展覧会「建築家林雅子J 展 ・大阪

日時 ＲＰＰＲ 年 Ｙ 月 ＲＰ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾ ＱＰ 月 Ｖ 日 Ｈ 日 ｈ 曜休館

10 :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 Ｈ 最終日 ｾＱＶ :  00)  

会場大阪市立住まいのミュージアム (入場無料)

大阪市北区天神橋 6- 4 ・20 住まい情報セン合 一

TEL 06- 6242・1170

・ トークセッション「戦後住宅の潮流と林雅子J n  

日時 2002年 9 月21 日 (土) 13 :  ＳＰｾ＠

会場大阪市立住まい情報センタ - 3 階大ホール

大阪市北区天神橋 6- 4  -20 

講 師 植 田 実/ 阿部憲明/ 花田佳明/ 林昌二ほか

定員 300人 (当日先着順 ・入場無料)

主催 ・企画は I建築家 ・林雅子j 委員会 (清家清/ 内

田祥哉/ 安藤忠雄/ 禽田雄亮/ 今川憲英/ 小谷部育

子/ 鈴木倒/ 村井修/ 林昌二)。 詳細問い合わせは林

雅子展事務局 (設計同人内、TEL 03- 3353-2275) へ。

ダ二エル・リベスキンド展一広島市現代美術館一

広島市現代美術館は「ヒロシマ賞j 第 5回受賞者、建

築家ダニエル ・リベスキンドの受賞記念展を開催す

る。「ヒロシマ賞」は、広島市が現代美術を通して

「ヒロシマの心j を世界へ訴えることを目的として

1989年に創設され 、以降 3年に 度作家を選定し 、

広島市現代美術館でその業績を顕彰している。

建築分野からの受賞は今回が初めてで、 リベスキンド

の作品の革新性と、ベルリン ・ユダヤ博物館にみられ

る、ユダヤ人とベルリンの歴史に対する深い洞察と 、

平和への志向性か高く剖面されたもの。

会期 ＲＰＰＲ 年 Ｗ 月 ＲＸ 日 Ｈ 日 Ｉ ｾ ＱＰ 月 ＲＰ 日 Ｈ 日 Ｉ

10 :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 (入館は16 : 30まで)

月曜休館( ただし 9/16、 9/23、10/14は開館)

友田多恵子展- 紙の軌跡-

自ら古紙を溶かして漉くペーパー ・アーテイス卜の友田

多恵子さんが、大阪で個展を聞く 。

「触覚J に導かれて、溜; 鹿きをした若い紙に結きものを

めら

見出し 、生きものを感じる“ 友田多恵子の墨色の世界"

が会場に繰り広げられる。

会期 ＲＰＰＲ 年 Ｙ 月 ＱＰ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾ Ｙ 月 ＲＲ 日 Ｈ 日 Ｉ 月曜休廊

12 :  ＰＰｾＱＹ＠ :  00 ( 日曜日は17: 00まで)

会場楓ギャラリー TEL. FAX  06・6761-0388

大阪市中央区上本町西 1- 4  -20 
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会場広島市現代美術館 TEL 082-264-1121 

広島市南区比治山公園 1・1

入 場 一 般1010円、大学生750円、小中高生500円

砂ダ二エル ・リベ、スキンド

1946年ポーランドのウーチ生まれ。イスラ工ル、ア

メリカへ移住後、建築を学ぷ。

建築への批評精神に富むドローイング作品「マイクロ

メガス J (1979) で建築界にテ‘ ビ、ュー。「ベルリン ・

ユダヤ博物館J (1999年竣工、 2001 年開館) は、実

現された建物として注目を集めている。 さらに、「北

帝国戦争博物館」も開館。「ヴィクトリア ・アンド ・

アルパート美術館滑築計画J など建築プロジェク卜を

世界各国で展開している。

2 0 0 2年児童画展開催

性f l * 阪建築士事務所協会は毎年、大阪府内の幼稚園や小

学校の児童を対象に住まいやまちをテーマとする絵画を

募集し展示会を開催している。今年19回目は、[ 生き物

たちのお家をつくろう J をテーマに、入賞作約220点を

展示する。入場無料。

会期 ＲＰＰＲ 年 Ｘ 月 ＳＱ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ Ｙ 月 Ｑ 日 Ｈ 日 Ｉ

10 :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 (最終日は16 ・30まで)

会場大阪市立住まい情報セン合一 ・3階ホール

大阪市北区天神橋 6・4-20 TEL 06-6242・1160

長 大 作 展

日本を代表する家具デザイナーで、建築家としても活躍

する80歳の長大作氏。坂倉準三建築研究所を経て 、長

大作建築設計室を開設。「ダイニングチェアH低座椅子j

などは人々に愛されている。

この展覧会では、一つの椅子

が時代とともに素材や形を変

え、丁寧に「リ・デザインj

されていく軌跡や「第12回

ミラノ ・トリエンナーレ展J

「藤山愛一郎邸J r 松本幸四郎

邸j のために手がけた家具な

ど、1950年代から現在まで

の仕事を展示する。入場無料。 合板4帽子 1953年

会期 ＲＰＰＲ 年 Ｘ 月 Ｒ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾ Ｘ 月 ＱＸ 日 Ｈ 日 Ｉ

11 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 

会場 国際デザインセンター・デザインミュージアム

名古屋市中区栄 3・18・1 ナディアパーク ・デザ

インセン合一ビル 4階 TEL  052・265-2106

ダグ・工イケン |ニュー・オーシャン

ダグ ・工イケンは1999年のヴェネチア・ビエンナーレ

において 、ヴィデオ ・インス合レーショ electric earth 

でセンセーションを巻き起こしたアメリカの若手アーテ

イスト。独自の視点で捉えた「うつろいゆく j 日常の美

意識を 、巨大な空間の中に配置された複数のスクリーン

に照射するダイナミックな立体的ヴィデオ ・インスタレ

ーションとして表現する。

本展は、2001 年のロンドンで話題となったnewocean 

展の日本巡回展にあたるもので、美術館におけるダグ・

工イケンの個展としては日本初の展覧会となる。

展覧会場の観客は、アーテイス卜によってつくられた映

像環境の中を歩きながら 、作品を「見る j のではなく 、

作品を「体験」していくことになる。

会期 ＲＰＰＲ 年 Ｘ 月 ＳＱ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ ＱＱ 月 ＱＷ 日 Ｈ 日 Ｉ

ＱＲ ・ ＰＰｾＲＰＺ 00 (金 ・土曜日は21 ・00まで)

月曜日休館、ただし祝日の場合は開館

休館日 9/17、9/24、10/15、11/5

会場東京オペラシティアートギャラリー

東京都新宿区西新宿 3-20- 2  

料 金 一 般1000円、大高生800円、中小生600円

l aml n 卯 u.2000



中部建築賞2002募集

中部圏 (愛知・三重 ・静伺 ・岐阜 ・福井・石川 ・富山 ・

長野・滋賀) 内で実施された建築作品 (2002年3 月31

日までに竣工した新築、改修、修復された一般建築物と

住宅) を表彰する第34田中部建築賞では、下記要領で

作品を募集している。

部 門 ①一般部門一一公共・文教・生産 ・商業 ・厚

生 ・集合住宅 ・団地計画 ・都市開発 ・都市公園

などを含む建築物等、規模の大小を問わず。

②住宅部件ー 主要用途が住宅で、規模の大小

は問わず。

受賞者建築主・設計者 ・施工者の三者

応募主催者の中部建築賞協議会所定の申込書に、応

募図書 (案内図、配置図、各階平面図、立面及

ひ首面図、詳細図等。四つ切~キャビネ判の写

真、総工事費等を記入した企画 ・設計 ・施工の

説明書) を縦A 3判にまとめ、応募料 (作品 1

点につき一般部門は 38，000円、住宅部門は

12，000円) を添えて 、8 月30 日 (金) までに

提出する。

審査員 上村貞一郎 (日本建築家協会東海支部長)

鈴木賢一 (日本建築学会東海支部)

ほか建築家 6名により 、入賞と入選を各10点

内外選考する予定。

申込書提出先、及び詳細問い合わせは中部建築賞協議会

(干460- 0008名古屋市中区栄4・3- 26 東海建築文化セ

ンター肉、 TEL 052・262-0838、F AX 052- 262・0839)

現代日本彫刻展2003公募

宇部市野外彫刻美術館は 、第20回現代日本彫刻展の開

催にあたり、野外彫刻のための模型を公募する。

第20回展は、 2003年10月に常盤公園や中心市街地への

設置も視野に入れて開催される予定。

テーマ 「響 (ひぴ< )J  

応 募 50c mX50c mX50c m (作品台も含む) 以内の

模型。1 人 ( 1 グループ) 1点。

申 込 2002年10月18日 (金) 一当日消印有効ーまで

に、出品料5000円を添えて、現代日本彫刻展

事務局( 干755- 8601 山口県宇部市常盤町1-7-

1、宇部市教育委員会文化振興課彫刻係 T EL  

0836- 34・8616) へ。

模型搬入期日は2002年11 月1 日- 11 月4 目、搬入場所

は宇都市常盤公圏内ときわ湖水ホール大展示ーホール。

選考委員は嘉門安雄、井土誠、大高正人、木村重信、i青

会員短信

横山誠ーさん、『暮うしの視点で住まいをつくる』出版

日本建築協会会日の機山誠ー さんが、この 5月

に彰国社から 『科らしの視点で住まいをつくる j

を」ニ梓した。

側安ナ ｼ 二 建築設 ｩＡｉＮＧｊｾ 務所を将務 ｩ 附締役を最後に退

社し、. f JU工は将司ナ|ーに; {. i 大学苦手lこi教授を務める桃

山さんが、ライフスタイルと ライフサイクル、

生活と家事、芥らしと脚iという視点から住宅

設計について、 ｦｬｾｬ 人的経験と思いをそのまま ｚ＿

きとめたもので、その出発点は、福井工業大学

の鈴木計夫研究室でのコーヒーやお茶をごちそ

活がライフサ

イク j レに応、じ

て変わってい
再

く。そのH寺点

の役荷に合わ

せて舞台をつ

くっても、 H寺

とともに演者

が変わってい

く。将来とも

うになりながらのおしゃべりにあるという 。 に使えるため

「個人住宅の設計は生許可に令わせて器をつくる にはどんながf

作業になる 。生活の '11身は家によ ってさまざま 台を Jf lな しておけばよいのかJ ( 品とがさより)

で、レベルもいろいろである 。 しかも、その生 体裁 : B 6判、 219頁 定 例 本 体2000円

映像「六甲の山荘在BeJ 上映

建築家・石丸信明さんが1997年に完成させた小さなロ

グハウス「六甲の山荘」を題材に、3年がかりで自主制

作した映画「六甲の山荘在BeJ (演出 ・編集= 藤原次

郎、構成= 奥村恵美子、上映時間約18分) は、昨年の

欧米の映画祭で相次ぎ入賞を果たした。

建築というフィルターを返して日本人のアイデンティテ

ィを問いかけるこの短編は、可能な限り作意をそぎ落と

すという引き算をした実験的作品で、8 月10 日に引き

続き 、8 月25 日にも兵庫県立美術館で上映会が催され

る。

日 時 2002年 8 月2 5 日(日) 16: 00- 17 : 00  

会場兵庫県立美術館・ミュージアムホール

神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1

阪神電車岩屋駅下車、徒歩約 8分

参加料一般1000円、学生 (18歳未満) 500円

内 容 日本語版 ・英語版の上映と制作者 (藤原次郎/

奥村恵美子/ 石丸信明) のコメン卜

医療福祉建築フォーラム

制日本医療福祉建築協会 (J I Ha) が企画 ・設計者と他

分野の人々が「ともに学び、ともに考えるj 場として毎

年間在している「医療福祉建築フォーラムj 。

今年は、ユニ ットケアや小児医療を中心に 1 日目は高齢

者施設、2 日目は医療施設を軸として、今後の方向を模

索する。

会 期 2002年 9 月1 2 日(木)、 1 3 日(金)

12日- 10 : 00- 18 ・00、13日- 9 : 30- 16:  30 

会場建築会館ホール (東京都港区芝5- 26- 20)

定 員 150名 (先着順)

西山文庫の秋季シリーズ始まる

NP O法人西山知三記念すまい・まちづ くり文庫は、朝

日新聞社と共催で「すまい・まちづくりフォーラム関西

21J を定期開催しているが、2002年秋には「都市の文

化とすまいの文化j を主題に、大阪、京都、神戸のすま

いとまちの特質を語り継いていく 。

会場梅田スカイビル ・タワーウエスト22階

大阪市北区大淀中1-1- 88、TEL 06-6440・3855

参加資 1000円/ 1回 (資料代含む)、 通し2000円

西山文庫会員800円、学生500円

申込み参加日 ・氏名 ・所属 ・連絡先を西山文庫へ 、

F AX  (0774- 73-5701 ) かメール (npo@n-

bunko. org) で。

定 員 先 着100名。なお当日受付もあり 。

. 2002年 9 月1 4日 (土) 13 :  30- 16 :  00 

「大阪 ・なにわのすまい文化の伝統と遺産j

講師: 谷直樹 (大阪市立大学教授)

. 2002年1 0月1 2 日 (土) 13 : 30- 16 : 00 

「京都のまちと町家、そして京都風のくらしj

講師 : 野間光輪子 (建築家、京都町屋研究会)

・2002年1 1 月9 日 (土) 13 : 30- 16 : 00  

「ハイカラ神戸の洋風建築とライフスタイルj

講師: 武田則明 (建築家、外国人居留地研究会)

モンゴル近代絵画展

会期/ - 9 日8 日

会場/ 東京ステー

ションギャ ラリー

(J R東京駅赤煉瓦駅

参加費一般40000円、J I Ha会員28000円 舎内)

申込み 制 日本医療福祉建築協会へ F AX (03-3453・ 入場/ 一般800円

7573) で。参加費は受付票の到着後lこ。 展示/ 絵画約80点 A センゲY オヒオ {二頭のラクダ}

Ameri can Wood Desi gn Awar ds 2002受賞作品集配布

水九兵衛、酒井忠康、三回暗夫、澄川喜一、建畠省、回 全米林産物製紙協会は、今年 4 月に選考結果を発表した 募総数124点の中から審査 (内井昭蔵/ 馬場埠造/ シ

中幸人、田中米吉、谷新、富山秀男、中原佑介、三木多 Amer i can Wood Desi gn Awar ds 2002の、受賞作品16 ンシア ・ウィーズ/ 卜ーマス ・フィッシャー) の結果

問、安井雄一郎の16氏。 点を紹介した作品集 (A 4変形判、40 P 、カラー・一部 16点が選ば.れたもの。

なお、出品申込書は[ 字部の彫刻J http: //www. ci t y.ube モノク口) を制作し、無料配布することになった。 作品集の申し込みは下記へ。

yamaguchi . j p/choukoku/からダウンロードできる。 このAwar ds 2002は、1997年から 2001 年11 月末に Amer i can Wo o d  Desi gn Awar ds  2002事務局 (全米

日本国内で完成した 、アメリカの木材を構造材として 林産物製紙協会内) ι mai l :us wood@g ol. c o m F AX  

インテリアとして使用した建物を対象にしており 、応 03- 3589- 1560 
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第 1 回通常総会

: i <公. 6.

小J D:Iコr

19日 4 時- 4 時30分 ・於本会会議室

出席者金多会長ほか1552名 (2638口) (委任状共)

議 案 ( 1) 平成13年度事業報告 (案) の件

(2) 平成13年度収支決算 (案) の件

(3) 定款細則の一部改正の件

(4) 役員選任の件

理事会

第 1回通常理事会

19日 3 時- 3 時50分 ・於本会会議室

出席者金多会長ほか15名

議 題 ( 1 ) 平成13年度事業報告 (案) の件

(2) 平成13年度収支決算 (案) の件

(3) 定款細則の一部改正の件

(4) 役員選任の件

(5) 各支部の平成13年度決算報告等承認の件

第 1 回臨時理事会

19日 4 時55分- 5 時10分 ・於本会会議室

出席者金多会長ほか19名

議 題 ( 1 ) 役付役員選任の件

(2) 会長職務代行順位の指定の件

(3) 常設委員長友ぴ常任理事委嘱の件

(4) 理事の会務分掌の件

第 1 回正副会長会議

19B 5 時15分- 5 時30分・於本会会議室

出席者金多会長ほか 3 名

議 事 平 成14年度運営方針について

評議員会

定時評議員会

4 日 4 時05分- 4 時30分 ・於本会会議室

出席者金多会長ほか43名 (内委任状36名)

議 題 ( 1) 評議員会議長、副議長互選の件

(2) 定款細則の 部改正の件

(3) 役員選任候補者について

編集委員会

第 3 回編集委員会

12日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出席者設楽委員長ほか 5 名

議 事 (1) 7 月号「いま 、インテリアデザインはー

次世代のインテリアデザイナーの職能に

向か つて- J 特集経過報告

「湊町リバープレイス j 特集経過報告

(2)  8 月号「建築をささえるセンサー j 特集

経過報告

(3)  9 月号「建築とボランティア一途上国へ

の支援活動を通じて - J 特集経過報告

(4)  10月号「時を超える~スクラ ップアンド

ビルドからサステナビリティへ - J 特集

企画報告

(5) 作品作風頁報告

(6) 収支状況報告

52 建築と社会 ・2∞2.8

月間の動き

第 3 回法令分科会

4 日 2 時- 4 時15分 ・於本会会議室

出席者森下幹事ほか 4 名

議 事 「法令コーナー」の企函

第 4 回設備分科会

4 日 6 時- 7 時・於本会会議室

出席者河井幹事ほか 1 名

議 事 ( 1)  8 月号「建築をささえるセンサーj 特集

経過報告

(2)  r研究最前線J の企画

(3)  r設備の頁」の企画

第 3 回広告企画小委員会

5 日 4 時- 6 時10分・於本会会議室

出席者設楽委員長ほか 7 名

議 事 ( 1) 7 月号「いま 、インテリアデザインはー

次世代のインテリアデザイナーの織能に

向か つて- J 特集経過報告

「湊町リバープレイス j 特集経過報告

(2)  8月号 rl . 童築をささえるセンサーj 特集

経過報告

( 3)  9 月号「建築とボランティア一途上国へ

の支援活動を通じて - J 特集経過報告

(4) 作品作風関係報告

(5) 表紙 4 面広告掲載について

(6) 作品掲載増加のための検討

(7 ) 独自特集企画について

(8) 収支状況報告

第 3 回4荷造分科会

7 日 6 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者 団測幹事ほか 7 名

議 事 ( 1)  10月号傍造特集の企画

(2)  r精進の頁J の企画

第 2回施工材料分科会

27日 5 時- 6 時30分 ・於本会会議室

出席者竹中幹事ほか 5 名

殺 事 来年度の特集企画とスケジュールの確認

第 3 回作品作風小委員会

27日 7 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者倉測副委員長ほか 7 名

議 事 ( 1) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  r  g allery J 掲載報告 ・予定

(4)  11 月号会員作品特集号の検討

出版委員会

第 3 回出版委員会

20日 6 時- 7 時15分 ・於本会会議室

出席者上原委員長ほか 7名

議 事 ( 1 ) 正 ・副委員長等の選任について

(2)  < プ口のノウハウ > と特装本の経過報告

( 3) 今後のテーマと執筆者選定

結震のトラブルと解決策小委員会 (仮称) 打合せ会 ( 2 )  

4 日 4 時- 6 時 ・於本会会議室

出席者 中川主査ほか 3 名

議 事 結 震 の ト ラ ブ ル と 解 決 策 ・事例 (原稿) の椴証

と確認

【平成14年 6 月分}

第 3 回「建築施工図の作図方法とチヱ ッフポイン卜 J

出版小委員会 (仮称)

13日 6 時- 7 時40分・於本会会議室

出席者田中主査ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 建築施工図の作図方法とチ ェックポイン卜

に関して

(2) 今後の作業予定について

建材委員会

第 2 回建材委員会

12日 4時- 5 時30分・於本会会議室

出席者和田委員長ほか 5 名

議 事 今 後 の 検 討 建 材 (決定および予定)

I T 委員会

第 4 回 I T 委員会

3 日 4 時- 5 時30分・於本会会議室

出席者和田副委員長ほか 3 名

議 題 ホームページの開設について

講演会

第33回話題建築を聞く ・国立国会図書館関西館

28日 6 時30分- 8 時15分 ・於本会会議室

講 師 陶 器 二 三 雄 氏 (閥器二三雄建築研究所)

参加者 25名

建築クラブ

第361回建築クラブ朝食会

演題 「日本の美意識と東洋思想j

講 師 古 館 普 氏 (大阪ガス エネルギー ・文化研究所)

11 日 8 時- 9 時30分 ・於大阪全日空ホテル

参加者 31名

第 1 回建築クラブ運営委員会

11 日 9 時45分- 1 0時45分 ・於大阪全日空ホテル

出席者川口委員長ほか 3 名

議 題 ( 1 ) 平成14年度建築クラブ運営方針について

(2) 今後の「講演 ・講師」について

入 会 者(敬称略)

〔個人会員〕

荒 木 宏 之 大 音 師 靖 倉 斗 道 夫

(大成11股) (デザイン 構造研究所) ( 日本股計)



デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ＮＮｮ ，，ｾ，ヨニＮＮ Ｈグ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

- Tニ..n守3 ー字'.J ' 1，友 情孟ー? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ. . nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

- Tニ..nzlooo(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 一 o 1 3 3  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会

T E L 大 阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

T E L 大阪 ( 06 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

社 東 郷 化 成 株 式 会 社

T E L  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大 阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

『実学と人間教育J を建学の精神として、 21世紀の社会環演と I T 戦略を

基に実社会のニーズに対応でき否建設妓術者を育成。簸群の就職実績。

ノ ｾζ 、、 * 建築C A Dデザイン科(共学2年) * 環提言建築科 (共学2年) * 環鏡設備科( 共学2年)

fE. ムS ク、、 * 環療土木科(共学2年) * 緑化デザイン科(共学2年) 開校予定 15年4月

京衣d 名古屋環境建設専門学校 程霊25弘 専 門 学 校)

司圃ｾ NS CィンフM ーションセン9ーへお気軽にどうぞ. [i;i 0 1 2 0- 157241 .  ホームページ h t t p : / / w w w . n s c . j p 迄。
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本 社 ・ 本l.!i

大 阪 支 社

支 庖

東京都港区浜松田T l - 25- 7 -;1]:話03(3432)  5711 

大 阪 市i定川区加島 1- 58- 59 ，1]:話06 (6302)  2270 

北海道/ 東北 / 北関東/ 横 浜/ 名古屋/ 中 国 / 九件|

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ械式会社

* 眉大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸縮 1丁目 9 番25号 電 話 (06)6441-8231

東 京 本 社 〒 102-007 l 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03)326卜8231

支 社 名古屋・福岡

支 底 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千禁 ・繍浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高怯 ・熊本

営 鰻 所 帯広 ・函館 ・背森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊岡 '1_lt ・"&r山・

福井・徳山・訟山・高知 ・北九州・鹿児品 ・那覇

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・怯江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 底 シンガポー J レ・ホンコン

技術研究所 干354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58-1511

空 気 調 和 設 備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

i A ' ¥ 産 業 設 備

l  豆、 l 水 処 理 施 設

マ-----y 環 境 施 設

関 西 支 庖

本 社

支 広

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常 務 取 締 役 関 西 支 庖 長 本 木 満

大阪市淀川区宮原M 羽ニッセイ新大阪ビル 電話 06 (6350)  8100 

東京都千代田区有楽町 1 - 4 ー 1 ;li:話 03 (3502)  6103 

北海道・東北・l拘束・千葉・機浜・北陸・名古屋・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

-⑮ 三建設備工業株式奮社

大 阪 支 広

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 m話 (6352) 1  1  3  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 燐 殻 町 2 - 2 2  Ht 話 (3667) 3431  ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

本 社

東京本応

大阪本 ｊｾｩ

文 ! 丙

大 阪 市 北 区 凶 天 満3丁同 13番 20 (; 電話ioか6363・1671

東京都新街区西新什i 新宿住友ピル 包括03- 3344・79 11

大 阪 市 北 灰 西 天 満3丁目 13排 20 ｾ［＠ 電話06・6363- 1371

仙台 ・徽 ii¥- 名古屋 ・京都 神μ ・広 品・ 稲岡

ｾ＠ 空 間 衛 生 ・冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

E切 よりよき環境へ妓術で挑む一一一一

守 株裕社憲章研
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社

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピlレ1・2階)

〒542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768 - 5  0  3  1代表

氾 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1代表

東京都文京区小石/111 丁目 12番14号( 日本生命小石111 t' ，レ 7階)

〒112- 0002 iu話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代表

商昂はき気ですo ¥! r-
.  ・・ 黙と空気の工ン ジ二7戸ーーー'

〉ー〈J 5 f 忠
・宮

空 気 調 和 4 三三L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策横式倉誼

大 阪 支 底 干530- 0047 大 阪 市 北 区 西 天 満 3丁 目 6番14号

本

電話 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代表)

社 干 100- 0005 東 京都 千 代 悶 区 丸 の 内3丁 目3番 l 号

電話 o3- 3  3  1  1  - 8  5  1  1  (代表)

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備. 冷暖房設備 . 消 火 設 備 の 設 計 施 工

持' 額面瞭衛生工豪雨大阪本庖

大 阪 本 応

本 干上

支 庖

干531-0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 目 8番 4号

T E L  06-6458-3628 ( 代表)

干108- 0023 東 京 都 港 区 芝 浦 三丁目 6番 18号

T EL  03-3452-7441  (代)

札 幌・東北 ・新潟・策関東 ・横浜・名古屋・九州

O Ku J U  

産主拡 自主題も危@{lク庭長職 震 謁

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル システム天 井 閤仕切

刷会社 オクジ‘ ユー

本 社

大阪市北区西天瀦5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312-4131  FAX(06)6312・7998

車京 ・九州 ・繍浜 ・南丸州・名古屋上海

あ J干

ぷナ詰

るーー さ さ

信zssj
工 且 害 ス

τF It正 量き竺

のτネ 草全: :

jl モFi ??
は云 it 主主

社三=王



ーさ錨萱-義雲ト;LLl - t ii 君!iii 習

電 気 設 備 設 計 施 工

。 - 18J  

司F司E
語I織 zt 金雇t

-
代表取締役社長 上 田 正 雄

本 社 大 板 市 中 央 区 北 浜3 - 6 - 1 3  ( 日土地 泌 屋 橋 ピ ル)

電 話 o 6  (  6  2  0 5 )  3 6 7  1  ( 代)

支 J苫 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

電気位骨量・昔十装制御段備・空調t宣備・クリーンルーム段備 ・プラント往備

鎗排水衛生設備・エネルギー集中監視システム 段計施工

23 三宝電機椋武会社

S A NP Q 

取締役社長ｾ納秀一

草 往ぞ加ＭＨｬＩＴ Ｗｾ 直孤児 ｅ 西天草 ＱＲ ＭＶＭ庇堂ビ ｊ しＩ TELOO( 邸64)1471.FAXOO( 臼64) 路33

東京受社 〒 Ｑ 飴Ｍｻｬｬｬｬ思軍選窃船Ｋお万千 ＧｩｊｩＮ 世ｾ TEL03( 54nl 3311. FAX閃(5472) 反応

昌百厘豆E 〒4担部47 名古屋市北区金属3-12-14 TELOO2( 991l 5131. FAXOO2(91のお35

符戸吏后 〒苗7-ro: ! i禅寺鴎iIDU! l I! J3-6-刊K-Tピ)[.， TEL078( 倒2) 6411. FAxa苅(842)6416

蝉研究所〒ゆ輔大阪府幌市三宝旬七T369 TEL0722(271例OO. FAxa万2(27)1424

学校建築のトータルアドバイザー

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547- 0001 大 阪 市 平 野 区加 美 北 3- 4- 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  (6792)  2810 

Di gi tal  Pri -Press 

ωｾ 幅削凪 ｅωｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目10番11号

開明、e，06-6351ベ5 4 2 8 Fax. 06- 6351・5 2 9 9

人と都市の快適な環境をつくります

富. 植田町肘 ・鎗エ・監湿

・電気設備

畳宜電 ・輯圃

動力 ・剛骨量置

電館、車堂進、インターホン

防 犯、防虫

@ 失監視輔副

システム肘轟

- 空関・鎗緋水・衛生段備

空気回和

工・・E 菅

ホ艶湿

コージエネレーンヨン

クリー ンルーム

・プラ ント

プラ ν ト肘量

ンステムエ ンジニアリング

- 情報通信段備

情岨通情* ..， トワー ク

情岨艶理

温情システム

盤送システふ

・電力和通段備

畳宜電

架空過配電

地中退配電

ｾ凶山町判主、

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2522;221; 窓盟主;:Jf 213::;;: 詑

C HOY O 

人がいる多彩なフィ ールドで、

新しい線界に割自滅しています宅

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0 - 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2- 4( 朝日ピル)

T E L  0 6( 6 38 5)  1 3 6 1  ( 代) F A X  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

常 務 取 締 役 支 社 長 高 橋 幸 久

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

Const r uct i on chemi st r y f or t he f ut ure.  

続 式 会 事t 工 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 事 主 ポ リ リ ス 物 産

本 社 ‘ 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支唐 ー大阪市中央区北浜3-2-23( 情愛ピル)

Mast匝B uilde<s Tec何 百 句i田 T EL06-6202-3294 

知

山

一

4

m

山

川

口

町
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新

明
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↓
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町

問

問

波

昭

↓

↓

丹

開

ω
ω

市

船

乱

ば

理

大

T

E

天

社

所

業営理

本

天

畠-通業窯悲・
・
・

a

・

.，
， 

火

栓

晶

冊

余

⑪

 
圃圃圃圃 Ｎｬ 昆 ＭＱ 嗣ｾ｟ｧ｛ 1i ' ヨ回It . 市副豆 E穣 雪{ J l l i II鴎泊m 【la日間 医 彊 咽 圃 圃 圃 圃 ・

入と技術をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

社 干530- 0⑪43 大阪市北区天満1 - 1 - ) 0  TEL. 06- 6352- 7502 FAX.06- 6355- 2714 

制 作 部 干530，0043 大阪市北区天満ト9- 19 TEL. 06- 6352- 0943 FAX.06- 6355- 5533 

印刷工場 〒530- 0043 大阪市北区天満2- 5- 15 TEL. I  FAX. 06- 6352- 1551 
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社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

旧本建築協会80年史J

A4判・240頁・並製本

1999年7 月に発刊した 「日本建築協会80年史1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により 、増刷頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ i 建築と社会j の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正 ・昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンパ と当時の大阪市長-関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく 、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィーJ レ(片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 賀・波江悌失・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・機漬 勉・

松本局象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古字国

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中錬一・鷲尾健三・松村雄吉・

機尾義貫・足 立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動j 一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

*  
. 執筆ワーキンググループ

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

干530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL 06- 6348- 0635 F.刈< 06- 6348- 0634 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤 郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円 (税 ・送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅 / 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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特 集:建築をささえるセンサー協賛

ｾょ…地球に } DmL¥TL¥KE 

ネットワークB Aシステム

いつでも誰でも、どこからでも、

知りたい情報に簡単にアクセス

ノートパソコン

J '  

ネットワークBAシステム

ネットワーク BAシステムは、建物オ ナ 管理者居室者それぞれが求める省エネ省力・快適・

利便性を提供する システムです。 BAシステム、汎用ネットワーク妓術、マルチメディア技術iを有機

的に統合することで、いつでも、誰でも、どこからでも必要な情報にダイレク卜にアクセスできます。

くメニュー画面 〉

山武ビルシステム椋式会社

大阪支l吉: 〒530-0003 大阪市北区堂 島2-4-27新藤田ビルfi 06(6347)1217

本 社: 〒 108-0075 東 京 都 港 区 港 南 2 ー15- 1  fi 03(5782)7561 
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特 集:建築をささ え るセンサー 協 賛

E E軍軍1 ;

. ローカル監視装置

. スイ ッチ

. タイマー

. 電源機器

万引報知機器

. 検知器

. 受信制御機器

. 通報機器

. 警報器

報知器

. 暗視機器

・煙幕防御機器

. 車両機器

. 特殊機器

- 保管機器

. 防爆機器

.テzィフェンス(防御・護身用) 機器

. 金属探知器

X 線透視機器

- 人感ライト、人惑スイッチ、防犯ライト

. 無線機器

. 多重伝送機器

・映像機器

出入管理機器

5ラ6面五シジニアリンク株式会社

事 業 本 部

※ 2002年版「総合カタログJ を

無料で差し上げます。

〒607- 8156 京 都 市 山 科 区 東 野 五 条 通 外 環 西 入 8 3 - 1  

T E L  (075)  594・7211 (代 ) F A X  (075)  501- 2085 

札 幌 (011 ) 281- 4641 仙 台 (022) 268-2411 郡 山 (024) 962- 431 0  

所 沢 (042) 991- 7255 さいたま (048) 641 -8830 千 葉 (043) 202-2551 

東 京 (03) 5805- 8081 立 ) 11 (042)  540-1665 横 浜 (045) 411- 0270 

長 野 (026) 229- 8130 静 岡 (054) 203-5220 名古屋 (052) 731- 7227 

金 沢 (076) 234-7201 京 都 (075) 593- 3171 大 阪 (06) 6881 -2045 

神 戸 (078) 230-6112 広 島 (082) 223-1138 高 松 (087) 861- 6633 

福 岡 (092) 471- 6245 熊 本 (096) 387-3911 U.S .  408- 747- 0100 

U. K.  01256-475555 G E R.  06023- 9625- 0 A US.  03- 9546- 0533 

ht t p: / /w w w.t ake x- e ng .c o .j p/  

雑誌 03379- 8  


